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この年報は，本都下水道事業が，まだ

水道局所管当時の実績にもとずくもの

で，本来は水道局において作成すべき

性質のものであるが，昭和37年4月より

下水道局が独立した事情にかんがみ，

下水道局において作成・刊行するもので

ある。

■

→
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統 計 表 図 表

地域別下水道普及状7兄(37年3月末現在）
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第1章 総

第1節 序

説
説

下水道は，近代的な都市生活にとって、上水道とともに欠くことのできないものである。すなわち，汚

水・雨水を合理的に排除し，処理することにより，住民の保健衛生のためにいちじるしし貢献をするばか

りでなく，低湿地の災害防除，土地の有効利用，道路の保護，都市美観の保持などのために，はかり知れ
なし､はたらきをするのが，下水道である。

しかるに，東京にお↓､ては，これが普及ははなはだしく遅れており，面積にして23区のやつと22％，主
として旧市内と隣接の一部区域の承をカバーする程度の現況である。

これは，東京の特殊な成長条件と，わが国の特殊な肥料事情から貯蔵式便所が普及していたことから，

一般に上水道。道路・建築等の急施を要する都市施設に優先権が与えられ，目立たない下水道は，おおむ
ね後まわしにされがちだった事情に由る。現在の施設と能力のあらましはつぎのとおりである。
管渠延長 2,767,882沈

処 理 場 3カ所（芝浦，三河島，砂町）

昭和37年度早々，小台処理場が一部運転開始の予定

高級処理能力 1,125,400㎡／日

ポンプ所 22カ所

排水面積 11,547ヘクタール

(Z灌壼:麓二t)
かかる状況のため，都内の大部分の地域では，どぶ・小河川を通じて汚水を直接川または港湾に流すた

め，隅田川のごときはBODが時には100P.P.M以上とし､う有様となり，環境衛生上も美観上も，憂盧
にたえない現状である。また都民の大部分がまだ汲象取り便所にたよっており，低地帯の汚水・雨水の氾
らんも稀な現象ではな↓､。

しかも，近年の急激な人口の集中，ピルの林立，産業の発展は，こうした悪現象にさらに拍車をかけて
､､る。下水道事業の推進は，住民の関心と要望の高揚，および明後年の東京オリンピック開催の事情など
と相まって，し､まや焦眉の要務である。下水道本部では，このために日夜の努力を重ねているが，昭和37
年度からは独自の企業局・下水道局としてあたらしく発足し，事業の一段の進展を期することになってい
る。
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(37年3月末現在）
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(2)事業所所在地と所管区域

部別［＝≦”、｜”ゞ

’

地 所 管 区 域
”

｜総 務 部ll
i経 理 部

本

会 計 部

営 業 部

給 水 部 千代田区丸の内3－5

建 設 部’

下 水 道 本 部
局

管 理 部

技 術 部

’ 芝浦系統に属する千代田､中央､港、
新宿、文京、渋谷、豊島各区の大部
及び台東、品川、目黒、世田谷、
北、荒川各区の一部

中部下水道管理事務所 千代田区大手町2－8

落合系統に属する中野、杉並各区の
大部及び新宿、世田谷、渋谷、豊島
各区の一部

森ケ崎系統に属する品川、目黒、世
田谷各区の大部及び渋谷、杉並各区
の一部

芝浦下水処理場

北部下水道管理事務所

港区芝高浜町2

台東区浅草小島町1－33 三河島系統に属する台東、荒川各区
の大部及び千代田、文京、北各区の
一部

小台系統に属する北、板橋各区の大
部及び豊島、練馬、足立各区の一部

砂町系統に属する墨田、江東各区及
び中央、足立、江戸川各区の一部

三河島下水処理場

東部下水道管理事務所

砂町下水処理場

第一下水道建設事務所

荒川区荒川8－25

江東区深川豊住町3－2

江東区南砂町9-2,473

千代田区大手町2－8 千代田、中央、港、文京、品川、目
黒、大田、世田谷、渋谷各区

第二下水道建設事務所 荒川区荒川8-32-41 台東、墨田、江東、荒川、足立、江
戸川各区

新宿、中野、杉並、豊島、北、板橋
練馬各区’第三下水道建設事務所 新宿区上落合1－196
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(1)事務分掌
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2．公印の管守に関すること。
3．人事及び給与に関すること。
4．予算に関すること。
5．下水道施設の維持管理の事務に関すること。
6．用地の管理に関すること。
7．用地の買収に関すること。
8．物品、材料及び請負工事等の検査に関すること。
9．本部内他の部課に属しないこと。
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第3節 下水道事業の概要

1． 沿 革

東京における下水道施設の起源は，明治5年の大火後，銀座煉瓦街に洋風の溝渠が設けられたのに始ま

る。しかし近代式下水道施設の緊急性が問題化したのは，明治10年市内にコレラが流行したことに端を発

するもので，明治16年～19年にわたり神田の一部に分流式下水道が敷設されるにいたった。ただし，これ

らの施設は部分的なものであり，また在来下水の修築，あるいはその一部を暗渠式に改良した程度の不完
全なもので，その他の区域は↓､まだに江戸時代以来の在来溝渠，濠池により排水をして↓､た。

総合的計画に基づく下水道設計の調査は明治32年市区改正委員会により着手され，同41年3月にいたり

現在の本都計画の基礎となってし､る東京市下水道改良事業基本計画が内閣の認可をえて決定し，明治44年
6月下水改良事務所を設置し，第1期工事として下谷，浅草方面より着工，大正12年にはほぼ完了した。
なお，大正11年より三河島下水処理場も一部操業を開始するに↓､たった。

その後第2期工事等を逐次実施し，昭和7年には市域拡張にともな↓､郊外12カ町の事業を引き継ぎ，新

旧両市域にわたり継続工事を実施中のところ，第二次大戦のために事業は事実上中止するにいたり，旧市
域の約8割と隣接新市域の一部を施行したままとなった。

戦後においては直ちに戦災復旧をはかるとともに，文化的，衛生的首都の復興再建の段階から，さらに

首都整備の一環として下水道の促進がとりあげられ，事業量も次第に増加してきた。その経過は次のとお
りである。

まず昭和23～26年度当時は，戦後の大混乱からようやく脱脚しようと努めた時期で，昭和23年度から下

水道の拡張事業を開始したが，当初の23,24年度は下水道増補改良事業に含めて実施した。また，下水道

促進に対する認識も次第に深まってきたが，財政的な極度の制約から拡張財源である起債が制限されて，

予算額の約半分程度の事業実績をみたすにすぎなかった。しかし，昭和25年7月には戦後の下水道の基本

計画ともいうべき「東京都市計画下水道」が決定し，拡張事業を進めて行く基礎が確立された。

昭和25年6月には首都建設法が制定され，翌26年12月には首都建設緊急5カ年計画がたてられ，下水道

も重点施策として盛りこまれ，同じ内容が昭和28年10月には都市計画事業として決定されるに↓､たった。

他方，財政面を象ると，昭和27年10月地方公営企業法の全面適用による下水道事業会計の設定，昭和30年

4月以降は失業対策事業の導入による失業対策費の繰り入れ，昭和31年6月地方税法改正により都市計画
税収入財源の繰り入れがなされた。

昭和31年4月には，首都圏整備法が首都建設法にかわって制定され，都市施設の整備が強く推進される

ことになったが，首都圏整備計画の一つとして当局では下水道拡張10カ年計画をたて，下水道築造認可を

えて昭和32年度より着手した。政府においても昭和32年に建設省に下水道課を新設，翌33年下水道法が制

定され，全国的に下水道築造が促進される傾向となった。本都においても急増する事業量の執行体制を強

化すべく，昭和34年12月1日下水道本部を設置して，事業の遂行に力を傾けてL,るoさらに周辺区部の発

展や，昭和39年の東京オリンピック開催決定とともに，本都の都市施設の整備，とりわけ下水道につL,て

は今後ますます拡張事業の推進を要するが，これに対して，36年1月には昭和48年度完成を目途とする区

部全域の下水道整備計画を庁議で決定した。
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こえて翌37年3月には，この100％普及計画を骨子とする45年度70％普及計画が，新らしし「都市計

画」として，都市計画地方審議会で決定をみ，3月31日には，建設省告示第1,092号「東京都市計画下水

道｣，「東京都市計画下水道事業及びその執行年度割の変更」として告示された。

これによると，対象区域約37,314ヘクタール（100％計画，52,853ヘクタール）計画人口751万人(100%

計画980万人)，管渠延長7,608km,ポンプ所42カ所，処理場6カ所となっている。

前記100％普及計画の残る30％についても，ひきつづき認可を求めることとなっている。

2． 施 設 概 況

旧15区内を芝浦，三河島，砂町の3系統に分割する。

築造認可年月 明治41年3月 排水開始年月

排水方法 合流式，一部分流式 排水区域面積

譲謝畳250立予定排水人口 3,000,000人

工 種 起工 竣工

創 設（第1期下水道改良工事） 明治44年 大正12年

第1回拡張(邊溌渠五聾） 大正5年 大胆9年

第2嘩張(霧2』砂豊） 大正9年 大正12年

第3回拡張(顧部豊興王水宴） 大E12年 昭和‘年

第4回砿帳(鴬続募哩計豐） 大正14年 昭和9年
第5回拡張（管渠移転工事） 大正14年 昭和5年

第6回紘張(塵樋道拶富） 大正’5年 昭和‘年

第7回砿張(櫓語救2済蒼喜） 昭和2年 昭和3年

第8同拡張(ﾎ謂救3済壹霞） 昭和3年 昭和3年

第9回拡張(贈篭救4済苓霞） 昭和4年 昭和5年

"10可拡張(臘呼工毎豊） 昭和5年 昭和7年

第11回拡張(蟻銀蝿霊） 昭和‘年 昭和8年

"12回穂張(措嘉蕊済壹霞） 昭和6年 昭和7年

第13FI拡張(贈鶚落済蒼置） 昭和7年 昭和8年

第咽拡張(驚蕊熱關)悪） 昭和8年 ※(I鯲潤
（注）＊昭和19年戦時に際し打切，（ ）内は全体計画を示す。以下各

1

粍Ｏ
し
５

Ｊ

調
朱
間
量
円
円
円
円
円
円
円
円
円
刃
円
円
円

釦
堅
銅
詔

３
９
３
３
６
８
２
５
７

２
８
８
５
８
１
０
１
７

噸
〉
塒
鰄
費
抑
勾
召
剖
召
但
掛
栓
挫
挫
渇
心
渇

８
７
１
３
０
０
８
０
８
１
４
１
５

印
印
印
鰹
弘
姪
刀
”
記
妬

１
９

函
亜
定
大
工
拘
剖
洞
，
，
，
，
，
，

１

大
ｑ
予
最
Ｈ
２
４
豹
５
２
１
２
７

461,219円

27,688,297円
*(38,500,000円）

（注）＊昭和19年戦時に際し打切，（ ）内は全体計画を示す。以下各項目につき同じ。

2．旧大崎町一円

大正12年3月（第1期）築造認可年月 排水開始年月 大正14年昭和5年9月及び同11年6月（第2期）

排水方法 合流式 排水区域面積 305ヘクタール 予定排水人口 90,000人

予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 5O"
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工 種 起工 竣工 工費

創 設(奈璽､駕下f水鳥） 大正]3年 昭和6年 ？46,263円

第'回拡張(董墜鶚下jk;) 昭和‘年 昭和10年 793,764円
（注）昭和7年lO月以降は市郡併合により東京市施行。以下各項目につき同じ

3．旧高田町一円

築造認可年月 昭和6年5月 排水開始年月 昭和6年

排水方法 合流式 排水区域面積 254ヘクタール 予定排水人口 78,000人

予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50"

工 種 起工 竣工 工費

創設(亨水道事豊）昭和，年 繍雅）（蝋纈）
田

4．旧西巣鴨町一円

築造認可年月 昭和7年3月 排水開始年月 昭和7年

排水方法 合流式 排水区域面積 455ヘクタール 予定排水人口 166,000人

予定1人1日最大汚水量 ’67立 予定1時間最大降水量 50粍

工 種’ 起工 竣工 工費

創設(零碁道鼎嘗璽）昭和6年 （鵜罐）（蠅甜）
5．旧巣鴨町一円

築造認可年月 昭和5年3月 排水開始年月 昭和5年

排水方法 合流式 排水区域面積 187ヘクタール 予定排水人口 70,000人

予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50粍

工 種 起工 竣工 工費

創 設(零水道事璽） 昭ﾎq4年 昭和10年 1,076,609円
鴨

6．旧王子町一円

築造認可年月 昭和4年3月 排水開始年月 昭和4年

排水方法 合流式 排水区域面積 521ヘクタール 予定排水人口 90,000人

予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水水量 50"

工 種 起工 竣工 工費

創設(f水道事典）昭和3年 （鵜雅)(搬瀦）
子

7．旧尾久町一円

昭和3年1月（第1期）
築造認可年月 排水開始年月 昭和3年昭和7年7月（第2期）

排水方法 合流式 排水区域面積 228ヘクタール 予定排水人口 164,000人

予定1人1日最大汚水重 167立 予定1時間最大降水量 50罷

工 種 起工 竣エ エ費

創 設(量隻跨下綿） 昭和2年 昭和7年 ”'’1"円

第'回穂張(暑雀鶏下ﾀ〈島） 昭和7年 昭和15\ 1,254,738円
8．旧南千住町，日暮里町，三河島町一円

築造認可年月 昭和6年5月 排水開始年月 昭和7年

'
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排水方法 合流式 排水区域面積543ヘクタール 予定排水人口 227,000人
予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50R

工 種 起工 竣工 工費

創設(霊鶯酷聡謹）昭和‘年 （齪罐）（獄紬）
旧大久保町一円

昭和3年10月（第1期）築造認可年月 排水開始年月 昭和4年昭和7年9月（第2期）

排水方法 合流式 排水区域面積 200ヘクタール 予定排水人口 61,800人

予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50"

工 種 起工 竣工 工費・

創 設(童瞥覺下,水;） 昭和3年 昭和‘年 403,762円

第,回絃張(畜瞥關砂;） 昭緬8年 昭和19\ 1,042,5601
旧沌野川町－－円

築造認可年月 昭和8年12月 排水開始年月 昭和9年

排水方法 合流式 排水区域面積 451ヘクタール 予定排水人口 116,000人

予定1人11]最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50"

工 種 起工 竣工 工贄

創設(噂揮道ll箪箪）昭和8年 （繍雅)(&:";:3)
足立区，江戸川区，墨田区の各一部

築造認可年月 昭和11年3月 排水開始年月 昭和18年

排水方法 合流式 排水区域面積 2,193ヘクタール 予定排水人口 589,700人

予定1人1日最大汚水量 250立 予定1時間最大降水量 50粍

工 種 起工 竣工 工費

昭和19年 4,557,573円
創 設（郊外下水道事業の一部） 昭和11年 （昭和21年) (3,890,000刀）

旧南千住町一円

大正'1年2月（第1期）築造認可年月 排水開始年月 大正11年
昭和2年12月（第2期）

排水方法 合流式 排水区域面積 245ヘクタール 予定排水人口 68,600人

予定1人1日最大汚水量 167立 予定1時間最大降水量 50粍

工 種 起 工 竣工 工費

創設(童豊蜂下rk;) 大正10年 大正｣5年 507,995円

篭'同拡繼(童豊陛下jk;) 昭和2年 昭和7* 843,225PJ

千代田区他20区

築造認可年月 昭和34年3月

排水方法 合流式 排水区域面積 空,315ヘクタール 予定排水人口 3,950,0（

9

10

11

12

13

排水方法 合流式 排水区域面積 空,315ヘクタール 予定排水人口 3,950,000人

予定1人1日最大汚水量 320立 予定1時間最大降水量 50粍

工 期 自昭和32年 至昭和41年 工 費 36,600,000,0009

一
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第4節 昭和36年度事業概況

1．総 括 事 項

昭和36年度における下水道事業運営の重点は，現下の下水道整備の緊急性に鑑み，昭和36年1月庁議決

定による23区全域を対象とした「下水道計画」を強力に推進することであった。

幸L,各方面の協力により，企業債・一般会計繰入金等の拡張事業資金がほぼ予定どおり確保され，飛躍

的に増大した事業量に対しては完全に消化すべく努力を行なった結果，事業の全般的な進展をゑることが

できた。

経 営

下水管渠および処理施設の整術拡充による下水道使用区域の拡大に伴い，下水道使用件数は前年度に比

して2万1千余件の増加となり，当年度末において52万余件となった。

損益収支面でゑると，三河島処理場の散気式曝気槽，芝浦処理場の汚泥処理工場が当年度より運転を開

始するなど下水処理の高級化に伴う電力料等経費の増加傾向が著しいことと，既設区域内の人口増加およ

び生活水準の向上に伴う汚水量の増大に対処する施設の整備拡充資金確保のため，やむをえず下水道料金

の改正を行なった，一方事務諸経費については極力節減をはかったので，健全な事業経営を行なうことが

できた。

当年度の経営上における事業実施のおもなものは，次のとおりである。

年間汚水処理量

年間ポンプ所揚水量

管渠管理延長

管 渠 掃 除 量

作 業 延 長

汚 泥 量

408,748,345立方メートル

282,709,165立方メートル

2,767,882メートル

961,288メートル

26,922立方メートル

建設および改良

当年度の建設改良工事の概況のうち，改良工事では年々増大する汚水量に対処すべく管渠および処理場

沈でん池等の諸施設を積極的に改良し処理能力の改善に努め，建設工事では新たな構想による「下水道計

画」により当年度の年度割額は大幅に増額されたので，全力をあげてその執行に当った。

まず，処理場建設工事では森ケ崎，砂町両処理場用地の一部及び落合処理場用地の残部，合計31,376平

方メートルの買収を行ない，工事面では小台処理場の第一期工事を完成，37年度から運転のはこびとなる

ほか，芝浦処理場の汚泥処理工場が計画処理量の50パーセントの処理を開始，砂町処理場の汚泥処理工場

も竣工するなど前年度に引続↓､て既設2処理場の拡張，新設2処理場の建設工事を実施した。

管渠およびポンプ所関係工事では管渠幹線5,123メートル，枝線71,575メートルを敷設し，小松川等8

ポンプ所の建設拡張工事を行なった。
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このほか，既設区域内の施設の整備拡充工事として管渠幹線1,137メートルを敷設し，雨水吐の新設等

を実施した。

経 理

(1)損 益 収 支

収益総額は3,553,734,385円で，これに対応する費用は3,499,362,864円となり，差引当年度純利益

54,371,521円となっている。

(2)資本的収支

収入総額は8,889,552,113円で，支出総額は10,277,404,937円となり，差引不足額は1,387,852,824円と

なってし､るが，なお地方公営企業法第26条の規定による翌年度への繰越工事77,988,000円の資金を留保繰

越したので資金不足額は1,465,840,824円となる。

この資金不足額については前年度からの繰越工事資金，繰越利益剰余金および損益勘定留保資金をもっ

て充当した。

2．議会議決事項

(1)予 算 関 係

議…｡|“”、案番。’ 名件

｜
’

号
号

１
０

２
５

３
３

第
第

今
云
今
云

例
例

定
定
回
回

２
３

第
第

２
５

６
０

託
託

昭和36年度東京都下水道事業会計追加予算

昭和36年度東京都下水道事業会計追加予算

|昭和36年度東京都下水道事業会計追加予算’第‘回鑓劉・'8 第490号36． 12．

’
’

第'8‘号｜昭和弱年度東京都下水道事業会計更正予算､一■一一一一一一一一一一

第1回定例会1337. 3

37'3.31 第1回定例会 第78号 昭和37年度東京都下水道事業会計予算 一一

(21起 債 関 係

｜”議…｡|種”|議案蕃号 名

36.10. 5 第3回定例会 第355号 東京都下水道事業会計起債について’

|“・アゞ’’ 東京都下水道事業会計起債について第1回定例会37． 3． 31 一
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(3)決 算 認 定

題 別

第1回定例会

議決年月日

37． 3． 31

件 名

昭和35年度東京都下水道事業会計の決算の認定について 一

(4)茶 例 関 係

議決年月日 種 ．別 議案番号 fi 名

|”｡"・36． 7．121第2回定例会 東京都下水道条例の一部を改正する条例

36. 7． 3

36． 10． 5

137． 3． 31

第2回定例会 第326号一 東京都公営企業職員の給与の種類及び基準に関する条例
の一部を改正する条例

第3回定例会 第371号 臨時東京都水道料金及び下水道料金制度調査会条例

第1回定例会 第98号 東京都公営企業組織条例の一部を改正する条例．

京都公営企業に東京都公営企業に従事する職員で労働組合を結成し，又
37，．3．31 第1回定例会 第100号 はこれに加入することができない者の範囲に関する条例

の一部を改正する条例

”。”篭‘画定例会第Ⅷ｡‘．|靜都水道局職…下水道扇職員共漬縄合に鬮苛る≦
東京都工業用水道事業の基本計画を定めるための東京都号
水道事業及び下水道事業基本計画の一部改正について

第1回定例会’第’3’37． 3． 31

(5)工事請負契約

“”|ゞ鶏番。’ ｜“議決年月日 名

’ z',-|芝'…趨場電気鍵備工事請負契約36． 6．12 第2回臨時会’第

鑑
鎚
轆
鎚
一
一
》

軸
？
郡
か
諏
一
麺
諏

２
１
１
１
１

１
１
１
１

６
７
７
７
７

託
託
弱
妬
託

‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
二
Ｉ
卜
ｒ
４
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ⅱ
１
１

誉’第 小台下水処理場電気設備工事請負契約224

第296号 宇田川幹線その2工事請負契約

第297号 宇田川幹線その3工事請負契約

第298号 砂幹線その9工事請負契約

王子幹線工事請負契約第2回定例会 第299号

|“”〆’’’第2回定例会 白山幹線雨水吐その2工事請負契約号300

’ 号 谷田川幹線放流渠その2工事請負契約”〆11’第2回定例会|"｡01
(第303号に関連して）麺”“|鏑図画定例≠”,｡,÷|予算外義務の負担につい℃

1
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－一 一マ ー~

議決年月HI種 別 |議案藤・
'．,"ゞ

名件

36．7．11 第2回定例会 第303号 日本堤ポンプ所雨水ポンプ設備その1工事請負契約

第2回定例会 第304号 予算外義務の負担について（第305号に関連して）36． 7． 11

｜
’

’
日本堤ポンプ所建設その2工事請負契約第2回定例会 第305号妬． 7 11

藍染ポンプ所ポンプ井放流渠及び上家下部工事請負契約
36 〆11’第2回定例会’第306号

露 ""i",風定例会|ゞ，｡，ゞゞ浦下水"場曝気"気識騰その蟹工事請負契約
鏑”“”2風定例会|”，｡‘・ゞ浦ﾄ水処塵場第2沈澱池その鯉工事請負契約

号
一
号

９
’
０

０
１

３
３

第
第

今
室
今
云

例
例

定
定
回
回

２
２

第
第

１
１

１
１

７
７

｜
｜
記
妬

■
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
画
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

芝浦下水処理場高速曝気沈澱槽工事請負契約

砂町下水処理場電気設備工事請負契約

36. 7.11 第2回定例会 第 3‘」号｜砂町下水処璽場曝気槽散気設備その2工事藷契約

|“，"・'小合下水"場建設その‘工事請負契約
|”“'・

小台下水処理場消化槽，調整槽等機械設備及び管弁工事
請負契約

｜鑪型風遥倒、36． 7． 11

|""垂例≦36. 7． 11

’36． 7．11 第2回定例会 第314号 予算外義務の負担について（第315号に関連して）

‘。”1,’第2M定例会
’

1

落合下水処理場建設その2工事請負契約第 315号

第316号｜砂町下水処理場送風機その2工事請負契約第2回定例会記． 7． 11

“"‘．|予算外義務の負鯉について(蕊鍾‘響に厨適して）
第425号 小台下水処理場建設その6工事請負契約

今
云
今
云

例
例

定
定
回
回

３
３

第
第

５
５

０
Ｑ

１
１

妬
妬

|”"‘÷’ 予算外義務の負担について（千駄ケ谷幹線その1工事）36．10． 51第3回定例会

,｡。”|認腫"ゞ．‘=・〒算外義…鍵について(芝瀧下水鯉蕊場紘娠工事）

号
号

３
４

２
２

５
５

第
第

今
云
今
云

例
例

定
定
回
回

４
４

第
第

８
８

１
１

２
２

１
１

妬
記

予算外義務の負担について（芝浦下水処理場拡張工事）

予算外義務の負担について（芝浦下水処理場拡張工事）

｜…割≦36． 12． 18 予算外義務の負担について（芝浦下水処理場拡張工事）

予算外義務の負担について（砂町下水処理場拡張工事）

第525号

’第4回定例会
36． 12． 18 第526号

ﾀ
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議決隼月ﾛ|種，‘|議案番号｜“ 名

"|第4圃隻例会|”‘"・'予算外義鋳…について("下水処頚場擁工事）36． 12．

|予算外義務の負塾について("下水処麹場鍍鰻工事）第4回定例会 第528号36． 12． 18

37． 3． 31 第1回定例会 第236号 |干駄ケ谷幹線その2ｴ事請負契約
31 第1回定例会 第237号 渋谷川幹線その15工事請負契約37． 3．

，"．”|舅‘圃銅会|”｡"・'砂幹線…工事請貫蕊”

号
号

９
０

３
４

２
２

第
第

会
会

銅
銅

回
回

１
１

第
第

３
３

１
１

３
ａ

７
７

３
３

岩渕幹線その8工事請負契約

岩渕幹線その9工事請負契約

'百祁井川下幹線…工…”37． 3．311第1回定例会’第241号

第242号

第243号

37． 3．311第1回定例会 宇田川幹線その4工事請負契約

墨田区吾嬬町東3，5丁目付近枝線工事請負契約37． 3．311第1回定例会

|”"‘・I37． 3．311第1回定例会 江東区大島町6丁目付近枝線その1工事請負契約

37． 3．311第1回定例会’第245号｜藍染ポンプ所上家その他工事請負契約

’7 ， ＄‘’第'回定例会第二4‘号｜大島ﾎﾝﾌ所上家新築工事請負契約
37．3．3】 第1回定例会 第247号 芝浦下水処理場高速曝気沈澱槽その2工事請負契約

”。““'圃建例≦“,"。|予算外義…鐘について(鏑…に関遮して）
37． 3．31 第1回定例会 第249号 日本堤ポンプ所雨水ポンプ設備その2工事請負契約

(6)購 入 契 約

議決年月日 '。，'|議案謡暑｜“ 名

36． 7 |篤‘圃鑓例会’ 第295号｜森ケ崎下水処理場用地の買収について11

12,号｜砂町下水処理場擁櫃用地の買収について37． 3， 第1回定例会 第13

3．行政官庁許認可事項

該当事項なし



14

4．職員に関する事項

(1)昭和37年3月31日現在の職員は2,020名で，その内訳はつぎのとおりである。

同|休養箒|休職巻兼帰還者”。|“
別

事務吏員 技術吏員 総 計

名 名 名 名 名 名
経 営 部 門 174 154 522 548 6 4

名 名
1 1，409

｜，｜，lol
lol ．| ， ’

建設改良部門

計

44 1571 336 71 611

2,0202181 31111 8581 619

(注）本表の職員数は，下水道事業会計で負担する水道局所属職員を含む。

(2)職員構成表

（ｲ）勤続年数別職員構成表

｜計’|ゞ
員
名
９
５
９
９
０
６
４
２
０
０
２
６
４

職
２
２
５
３
７
５
３
３
３
３
印
弱
６

務事

１
１
斗一満諦〃〃〃〃〃〃〃〃上識

別種職
》
一
未
奔
５
７
℃
巧
麺
奉
釦
扣
以

寺
一
二
二
一
二
計
続

一別年畦〃〃″〃〃〃〃〃
年

一
数

勒

一
年
１
坪
３
５
７
ｍ
巧
加
奉
釦
扣
総

一 一

臨時職

昌
一
名

他
一
名

昌
名
１
０
４
５
０
０
２
５
６
３
９

職
哩
副
昭
９
９
”
４
７
３
７

行；

そ の

名諏
哩
沌
郡
５

１

飯
印
奉
弱
餌

１
７
３
１
１

４
４

20 347

76

107

C6

103

11

1

2，293

19，256．5

273

991．5

1，405

11,664.5

9

託.5I
(ﾛ）年令別職員構成表

’｜臨鯵剛‘の 他技術職員 そ

名’
155

275

227

231

135

90

77

75

83

57

壹工今

同I

員
名
９
６
２
３
０

職
２
７
４
２
７

１
１

務事 他
一
名

才
才
〃
〃
〃

０
１
６
１
６

２
２
２
３
３

名
←
６
ね
“
妬
”

』

名
190

423

438

390

226

下
才
〃
〃
〃

以
奉
釦
妬
⑩

一
一
一
一

１
１
４

１
４
１
５

５
５
２
３
２
９

１
１
１
１

５
０
５
０

４
５
５
６
以

４
４
３
０
５
６
１

４
３
４
３
１
０
８

６
４

タ

ー２

１
１
１
９
０

７３

嘔
喝
哩
哩
空

１
６
１
６
１

４
４
５
５
６

″
″
″
″
卜
｛才

″
″
″
〃

一
一
一
一

｜
計

総令年 （才）

2，”3

79,684

1,405 273

9，46748，366

－
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(3)職員の給料について

国家公務員の給与改訂に伴い「東京都水道局職員の給与に関する規程」の一部を改正して，昭和

36年10月1日から給料月額の引上げを行なった。

5．料金その他供給条件の設定変更に関する事項

昭和36年6月30日開会の第2回東京都議会定例会に提案された上下水道料金等の改正に関する条例改正

案は7月12日に一部修正のうえ，水道料金の合理的体系を確立するため学識経験者を加えた水道料金調査

会を速やかに設置して，業態別料金の不均衡を是正すること等の付帯決議を付されて可決，昭和36年8月

分より実施した。

改 正 料 金 表

甲 地 区 乙 地 区
分 一 一一

新料金｜旧料金｜新料金｜旧料金
一 般 用 水道料金の 水道料金の 水道料金の

｜舟｜舟｜品 ＄｜永職料金”営 業 用
浴場営業用
共 用

区

水道汚水

排出量1立方メート排出量1立方メーI
ルにつき ルにつき

3円“残 3 円

排出量1立方メート
ルにつき

4円50銭

排出量1方立メート
ルにつき

2円40浅
浴 場

井 戸
の汚水

その他

｜〃他 |〃
〃 〃

そ の
5円 4円 3円30浅 2円70浅一

1個1カ月につき
20円（据置）

〃

20円

1個1カ月につき
20円水洗式大便器

尿し

|""nl l水洗式小便器

備考 水道汚水については，徴収率の変更はないが，水道料金の改正に伴って増収となるので，今回の下水道

料金の改正を総合すれば'”､74パーセントの改正率となる。
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務
政第2章 財

第1節 財

1．昭和36年度 東京都下水道事業予算決算対照表

(1)収益的収入及び支出

収 入

|※
算 額

差引予算残額執行率(÷）
(B)

｜予 算分 ｊ

額
Ａ
ｌ区

円
唱
鴎
諏

６
３
６

，
タ
タ

５
１
０

５
９
６

９
２
７

＄
う
り

６
６
７

６
９

％
２
６
６
５
３
９
６
１
１
８
３
２

Ｇ
ａ
Ｇ
●
Ｂ

●
■
■
●
■

８
６
９
３
６
３
３
５
１
９
３
８

９
９
９
９
９
８
０
６
４
９
４
９

１
１
１
１

円’
3,620,690,000

円
385

695

3631

下水 道 事 業 収 益第1款 夕
，
７
，
，
，
砂
，
３
７
９
１

認
郵
函
麹
珂
祁
哩
潅
涯
恥
壺
秘

９
９
３
，
，
夕
９
７
１
７
７
１

３
８
７
９
０
９
５
３
６
３
０
３

５
９
８
８
７
４
５
３
１
６
４
５

５
６
７
４
１
２
８
７
５

３
２
１
３

３
９
，第1項 営 業 収 益

下 水 道 料 金
一 般 会 計 繰 入 金
受 託 事 業 収 益
そ の 他 営 業 収 益

2,794,881,000

1,795,694,000

523，781，000

177,500,000

297,906,000

825,809,0001

20,440,000’
11,947,3041

765,037,000

28,384,6961

33,847,500,
6,572,290

48,110,878

29,335,690,

500

710

122

690第2項 営 業 外 収 益
受 取 利 息
士 地 物 件 収 益
一 般 会 計 繰 入 金
雑 収

計

Ａ
Ａ
Ａ 13,302,387

4，915，571

1，162，659

12,280,391

66，955，615

387

875

341

087

385

△

3,620,690,000

支 出

算 額
差引予算残額執行率(:）

(B)

ｊ

額
Ａ
く

’
予 算 決

分区

｜
謡l
555!
O“

000

000

000

000

000

000

000

000

円’円
864

945

145

916

957

873

％
６
９
５
６
２
１
０
２
０
７
０
９
８
０
９
０
０

や
由
り
●
①
。

■
■
■
●
■

■
●
白
①
ゅ

６
５
２
７
４
６
４
７
０
９
３
８
９
０
６
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
０
９
９
９
９
０
３
０

１
１
１

第1款下 水 道 管 理 費

第1項 営 業 費 用
管 渠 費
ポ ン プ 場 費
処 理 場 費
受 託 事 業 費

121，327，136

110,086,055

44,337,855

4,787,084

29,398,043

6，901，127

17，386，136

6，160，996，
166，865，
310，756

637，193

10,241,081
1，412，659

0

8，828，422
0

1,000,000

3,620,690, ，
，
夕
，
，
，
９
９
１
Ｊ
タ
タ
ー
タ
ー
タ

姪
郡
部
唖
面
魂
壺
獅
麹
琴
御
距
恥
皿
皿
珂

，
９
７
，
，
ダ
フ
１
日
７
，
，
７
夕
，
夕

”
妬
“
”
沌
沌
加
哩
弱
皿
８
２
３
４
５
９

４
５
５
１
４
１
２
２
５
１
９
７
１

５
６
７

３
２
９
１

ツ
ー
７
，
，

花
記
弱
叱
、

８
２
４
１
５

，
，
り
り
１

６
９
２
４
７

“
串
如
印
”

，

２

業 務 費
総 係 費
減 価 償 却 饗
資 産 減 耗 費
そ の 他 営 業 費 用

，
ｊ
，
？
，
，
ｐ
ｊ
９
１
３

砲
昭
叩
帥
顕
哩
翫
卯
叩
諏
叩

９
５
０
０
０
８
２
０
０
５
０

１
７
９
，
，
夕
，
リ
ー
ｊ
夕

飯
旧
髭
吃
９
２
５
４
４
９
１

６
６
１
７

２
２
５
１
９
７
１

864

004

135

244

807

919

341

000

578

000

0

第2項営 業 外 費 用
支払利息及び下水道債取扱諸費
繰 延 勘 定 償 却
雑 支 出
自 己 資 本 造 成 費

備第3項 予 費

計 3,620,690, 3,499,362, 121，327，136000 864 96.6
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(2)資本的収入及び支出

収 入

'．

｜
、
Ｊ
ノ
％

Ｂ
ｌ
Ａ
３
３
３
９
９
０
０
９
０
９
０
６
０
０
０

凸
●
●
●
●
甲
も
。
●
巳
●
■
ａ
ｅ
ａ

則
列
虹
舛
弘
的
帥
翠
叩
的
、
”
記
記
珀

率
１
１
１
１

行執

(f〕|嬢
額
、
円
皿
皿
伽
羅
丞
唖
皿
釦
皿
舛
皿
墨

ｒ
、
０
０
ｍ
⑬
印
誕
、
喝
叩
％
堅
哩

ｍ
ｍ
０
４
４
１
０
０
０
２
６
６

算
沁
池
遁
顕
錨
酩
皿
宰
皿
乢
匁
匁

５
５
５
９
９
１
０
２
６
３
２

３
，
，
，
？
』

５
５
５
２
２
２

算分区 差引予算残額

第1款 下 水
第1項下 水
下 水

円
OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

OOO

oool

円
皿
皿
皿
寒
寒
皿
０
認

，
９
９
，
，

０
０
０
５
５
Ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
７
７
８

０
０
０
５
５
６

，
，
，
，
，
，

誕
誕
弘
弱
弱
鍋

５
５
５
１
１
１

道道道

債
債
債

１
，
夕

釦
釦
鈍

制
１
１
１
Ｔ
１

，
，
，

６
６
６

，
７
，

０
０
０

０
０
０

０
０
０

第

款
１
下
下
失
特
下

２
第

金
金
金
金
金
金
金
金
金

，
，
，
分
，
‘
，
，
，

５
５
５
０
０
０
０
４
６

“
“
巧
帥
沌
卯
”
鉛
印

分
，
，
，
，
，
，
，
分

５
５
７
０
５
０
２
０
１

哩
皿
巧
加
如
釦
印
記
記

，
，
，

３
３
２

158,681,

893，

893，

0

036

0記
”
卯
叩
お
お
石
０
０
０
７
７
７
７

８
８
８
８

０
０
０
０
５
５
５
０
０
０
８

第3款国 庫 補 助 金
第1項国 庫 補 助 金
国 庫 補 助 金

第4款固定資産売却収入
第1項固定資産売却収入
固定資産売却収入

０
０
０

０
０
０

５
５
５

ｑ
ｑ
ｑ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

290,000,000

290,000,000

290,000,000

210，000，

210，000，

210，000，

夕
９
１

２
２
２

１
１
１

７
７
７

Ｊ
，
，

４
４
４

１
１
１

５
５
５

２
２
２

４
４
４

，
‘
夕

３
３
３

０
０
０

６
ｂ
６

サ
タ
タ

８
８
８

０
０
０

１
１
守
上
１
４

９
夕
－

４
４
４

１
１
１

4．1

4．1

4．1

100．0

100．0

100．0

95．7

95．7

95．7

90．6

6,000,000i

6,000,0001
6,000,000,

第5款貸 付 金 返 還 金
第1項 貸 付 金 返 還 金
貸 付 金 返 還 金

ブ
タ
，

叩
叩
的

０
０
０

３
，
３

６
６
６

OOO

OOO

OOO

第6款そ の他 資本収入
第1項その他資本収入
そ の 他 資 本 収 入

000

000

000

000

２
２
２

寺
Ｉ
▲
。
Ⅱ
八
口
Ⅱ
４

11,478,913

11,478,913

11,478,913

8,889,552,113

521，

521，

521，

918，204，

０
０

０
０
０
０
Ｊ
，

計 9,807,757,000
’

支 出

|ゞ

１
Ｊ
％

Ｂ
ｌ
Ａ
３
４
４
０
３
７
４
５
３
０
６
０
０
０
０
０
０
４

ｅ
■
■
由
ｂ
①
◆
■
●
ｂ
■
■
■
■
。
■
●
■

ノ
ー
、
釦
如
顕
碑
殆
列
列
蝿
”
昭
“
“
、
叩
叩
叩
的
引

率
１
１
１
１
１
１

行執決 算

10，134，

467，

158，

34，

195，

78，

、
ノ
円
諏
舛
函

額
Ｂ
４
３
〃

ｒ
、
０
４
，

５
１
、

２
９
。

｜
’

／
１
４
３
３
０
０
０

７
７
８
４
５
０

７
５
７
４
２
１

９
，
，
，
う
り

算
ｗ
”
蛇
額
的
駈

０
５
１
１

額

A)

円
‘，166

''660

''660

|,000

''000

'’000

1,506

,506

，000

::88

識

区 分

第1款 建 設 改 良
第1項下 水 道 改 良
管 渠 施 設
ボ ン プ 場 施 設
処 理 場 施 設
諾 設 備

第2項下 水 道 拡 張
施 設 拡 張
失業対策下水施設
特別失業対策下水施設
下 水 道 整 備 拡充

第2款 下水道債償還
第1項下水道債償還
下 水 道 債 償 還

第3款貸 付
第1項 貸 付
職員共済組合貸付

計

差引予算残額

円
汐
師
方

７
２
１

分
９
１

３
９
３

２
５
９

５
６
８

，
，
７

３
９
３

６
４
３

９

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
金
金
金
金
金

11

３
８
３
０

８
３
７
０

４
２
９
７

，
，
，
９

０
２
７
３

９
３
７
１

８
３
７
９

２
７
０
３
９
９
４
１
０
０
０
０
０
０
９

６
２
０
６
１
６
４
３
０
０
０
２

７
０
３
４
４
３
２
４
５
５
５
２

１
Ｊ
タ
ァ
ー
，
９
，

７
２
６
４
４
５
６
８
小

０
７
８
６
１
５
１
７
２

１
４
１
８
７
３
３
４
５

１
７
７
，
７
夕
，
タ

５
３
７
３
０
７
４
１
３

１
１
２
７
６

９
６
２
９

10,580,200

9，415，910

132，100

220,000

812,190

6“,336,043

805，196，087

104，744，631

215,683,756

§坐.聖雲

137,154,500

137,154,500

137,154,500

９
８

５
５
５

５
５
５

１
１
１

，
夕
，

７
７
７

３
３
３

１
１
１

０
０
０

０
０
０

０
０
０

■
ク
リ
タ
ワ

６
６
６

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

９
巳
グ
ー

０
０
０

０
０
０

０
０
０

，
，
，

０
０
０

叩
“
卯

Ｊ
ｊ
ｊ

６
６
６

11,240,929 166 10,277,404,937
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1．資本的支出予算残額のうち，建設改良工事の繰越は次のとおりである。

内訳｛灘溌羅 器溌淵
2．資本的収入合計8,889,552,113円と資本白弦出合計10,277,404,937円との収入不足額1,387,852,824円に，
‐丙一一 一．坐一声､~…÷マニ‘G△面'ﾛ缶"”○○○nnnm尤知器ﾅ毒琴全不田類！.“5.R40.824円については，次の翌年度への繰越工事に対する資金留保額77,988,000円を加えた資金不足額1,465,840,824円については，
とおり補てんした。

””||#|繍灘蕊賛‘
577,022,166円
16,m0,[X)0円

872,818,“8円

昭和36年度東京都下水道事業損益計算書

昭和36年4月1日 至昭和37年3月31日）

2．

（自

1営 業 収 益

（1）下水道料金

（2）一般会計繰入金

（3）受託事業収益

（4）その他営業収益

2 営 業 費 用

（1）管 渠 費

（2）ポソプ場費

（3）処 理 場 費

（4）受託事業費

（5）業 務 費

（6）総 係 費

（7）減価償却費

（8ノ資産減耗費

（9）その他営業費用

営 業総利益

3 営業外収益

（1）受 取 利 息

（2）土地物件収益

（3）一般会計繰入金

（4）雑 収

当年度総利益

4 営 業 外 費 用

（')叢払矛髪及警道喜
（2）繰延勘定償却

（3）雑 支 出

（4）自己資本造成費

当年度純利益

1,787,933,363円

489,933,500

170,927,710

249,795,122 2,698,589,695円

544,898,145

197,647,916

474,707,957

170,598,873

270,565,864

212,397,004

555,833,135

111,689,244

8,451,807 2,546,789,945

151,799,750円

33，742，387

16，862，875

763,874,341

40,665,087 855,144,690

1,006,944,440

763,874,341円

4,000,000

5,171,578

179,527,000 952,572,919円

54,371,521円
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損 益 計 算 書〆 －

借 方
b

貸 方

管渠費

ポンプ場費

処理場費

受託事業費

業 務費

総 係 費

減価償却費

資産減耗費

その他営業費用

口
円
円
円
円
円
円
円
円
円

噛
班
唖
恥
睡
皿
唖
聖
師
一

夕
フ
タ
タ
ー
分
，
，
９

班
卸
池
魂
蕊
諏
理
却
型

４
９
７
７
７
１
５
１

５
１
４
１
２
２
５
１
’

４
７
４
０
０
２
５
１
８
｜

‘
，
９
夕
９
〃
９
１
９
－

｜
’

一一’

営

営

業

業

費
用

零
億
４
千
妬
万
９
千
率
円

収
下水道料金

一般会計繰入金

受託事業収益

その他営業収益

円
刃
刃
円

銅
叩
ね
空

３
５
７
１
｜

，
９
１
，
’

３
３
７
５
－

３
３
２
９

９
９
９
７
－

Ｊ
，
，
，
二

７
９
０
９
－

８
８
７
４
』

７
４
１
２
｜

タ

ー

記
億
９
千
睡
万
９
千
盛
円

益

(71.66％）『

(75.94％）

受取利息

土地物件収益

一股会計繰入金

雑 収

椚
調
墹
狸

記
錬
弘
蛇
一

２
２
４
５
－

，
，
夕
，
一

湛
駈
碑
“
一

３
１
６
４
’

３
６
３
０
－

，
，
７
分
一

７
一

営
業
外
費
用

９
億
５
千
野
万
２
千
叩
円

営
業
外
収
益
Ｊ
％６０４

８
億
５
千
罪
万
４
千
卸
円
⑫

支払利息及下水道債取扱諸費
763,874,341円

繰延勘定償却 4,000,000刃

雑支出 5,171,578円

自己資本造成費 179,527,000刃

(26 81％）

（1.53％）
当年度純利益5千437万1千521円
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3．昭和36年度東京都下水道事業剰余金計算書

（自昭和36年4月1日 至昭和37年3月31日）

利益剰余金の部

I 減 債 積 立 金

1前年度末残高

2 前年度繰入額

3 当年度末残高

Ⅱ 建設改良積立金

1前年度末残高

2 当年度繰入額

3 当年度処分額

4 当年度末残高

積 立 金 合計

Ⅲ未処分利益剰余金

1前年度未処分利益剰余金

2前年度利益剰余金処分額

（1）減 債 積 立 金

繰越利益剰余金

3繰越利益剰余金処分額

4繰越利益剰余金減少高

（1）過年度損益修正

繰越利益剰余金年度末残高

当年度純利益

当年度未処分利益剰余金

900,000円

500,000

1,400,000円

0

16,000,000

16,000,000

0

.1,400,000円

25,044,776

500,000

24,544,776

16,000,000

500,000

16,000,000

14,419,f6114,419,661

△5,874,885

54,371,521

48,496,636
一一 ＝

資本剰余金の部

国 庫 補 助 金

1 前年度末残高

2 当年度発生額

3 当年度末残高

受贈財産評価額

1 前年度末残高

2 当年度発生額

3 当年度末残高

I

348,320,000

290,000,000

638,320,000

I

1,204,488,112

1,129,592,324

2,334,080,436



21

Ⅲ事業施設建設受入寄付金

1前年度末残高

2当年度発生額

3 当年度末残高

Ⅳ 保 険 差 益

1前年度末残高

2当年度末残高

資本剰余金合計

翌年度繰越資本剰余金

76,139,092円

11,358,913

87,498,005円

237,653

237,653

円
一

４
’
４
｜

佃
佃
一

６
６
’

３
３
｜

哩唖一一一一
Ｊ
，
白

３
’
３
ゞ
一

4．昭和36年度東京都下水道事業剰余金処分計算書

I当年度未処分利益剰余金

I利益剰余金処分額

1減債積立金

2建設改良積立金

Ⅲ翌年度繰越利益剰余金

48,496,636円

，2,500,000円

45,000,000 47,500,000円

996,636
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；東京都下水道事業貸借対照表

(昭和37年3月31日）

5．昭和36年度

資 産 の 部

I 固 定 資 産

1 有形固定資産

（1）土 地

（2）立 木

（3）建 物

減価償却引当金

（4）構 築 物

減価償却引当金

（5）機 械 及 装 置

減価償却引当金

（6）車 両 運 搬 具

減価償却引当金

（7）器 具 備 品

減価償却引当金

（8）建 設 仮 勘 定

有形固定資産合計

2,840,912,934円

5,149,136

2,993,260,292円

122,255,959 2,871､004,333

28,852,209,727

2,744,117,213

5,262,933,015

332,506,847

26,108,092,514

4,930,426,168

91,275,099

32,680,727 58,594,372

97,043,100

33,993,375

祗
池
一

Ｊ
〃
｜

礎
御
一

鴎
坐
６
’

43,375,909,886円

2 無形固定資産

（1）電気ガス供給施設利用権

（2）借 地 権

無形固定資産合計

17,765,015

4,750,595

22,515,610

3 投 資 資 産

（1）長期共済組合貸付金

（2）投資有価証券

投資資産合計

固定資産合計

4,000,000

5,650,000

9,650,000

43,408,075,496

I 流 動 資 産

1 現 金 及 預 金

（1）預 金 1,546,791,751
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2未 収 金

（1）営 業 未 収 金

（2）営業外未収金

（3）その他未収金

3 貯 蔵 品

（1）材 料

（2）消耗工器具備品

（3）消 耗 品

4 仮 払 金

（1）前 渡 金

（2）概 算 金

流動資産合計

資 産 合 計

182,529,013円

345,225,320

1,334,032,601 1,861,786,934円

140,781,265

2,002,870

463,109 143,247,244

966,000

3,651,220 4，617，220

_32_556,443,149円

46,964,518,645

負 債 の 部

、 固 定 負 債

1 引 当 金

（11退職給与引当金

固定負債合計

Ⅳ 流 動 負 債

1 未 払 金

（1）営 業 未 払 金

（2）工 事 未 払 金

（3）その他未払金

2 未 払 費 用

（1）未 払 費 用

3 前 受 金

(11営 業前 受 金

（2）その他前受金

4 預 り 金

(11預 り 保 証 金

（2）その他預り金

流動負債合計

負 債 合 計

49,381,605

49,381,605

132,518,119

2,496,294,932

43,017,438 2,671,830,489

60,306,129

2,220,989

313，827 2,534,816

15,030,000

131,576 15，161，576

2,749,833,010

2,799,214,615
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資 本 の 部

V資 本 金

1自己資 本 金

(11自己資本金

2 借 入 資 本 金

(11企 業 債

資本金合計

Ⅵ 剰 余 金

1資本剰余金

（1）国庫補助金

（2）受贈財産評価額

（3）事業施設建設受入寄付金

（4）保 険 差 益

資本剰余金合計

2 利 益 剰 余 金

（1）減債 積立 金

（2）当年度未処分利益剰余金

26,035,849,900円

15,019,421,400

41,055,271,300円

638,320,000円

2,334,080,436

87,498,005

237，653

3,060,136,094

1,400,000

繰越利益剰余金
年度 末 残高

△5,874,885円

54,371,521 48,496,636当年度純利益

利益剰余金合計

剰 余 金 合計

資 本 合 計

負債資本合計

49,896,636

3,110,032,730

44,165,304,030

46,964,518,645
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貸 借 対 照 表

借 方 貸 方

固定負債

円
Ｊ
’

５
％
一

印
“
一

千
型

１
①
一

万
一
記
一
９
一

千
一

４
－

’
’

流動負債

27億4千983万3千10円
（5.855％）

未 払 金

未払費用

前 受 金

預 り金

円
円
円
円

翻
豹
略
拓
一

４
１
８
５
ゞ

，
，
夕
ｐ
一

０
６
４
１
－

銅
鋤
露
晒
一

夕
，
，
７
－

刀
印
２
５
－

６
１
－

Ｊ

２

〃､ －

固

資

定 有形固定資産

無形固定資産

投資資産

円
円
円
一

６
１
０
－

“
ぬ
叩
－

，
，
，
一

９
５
０
｜

如
副
錨
一

，
９
，
一

沌
翠
９
－

３
１

３４

資 本

埋
億
唖
万
５
千
《
円

i自己資本金

|‘皆入資本金

円
巴

“
、
一

０
４
｜

，
，
一

９
１
－

４
２
－

８
４
－

Ｊ
，
一

５
９
一

３
１

０
０
－

７
，
一

６
５
－

２
１
－

如
億
５
千
野
万
１
千
迦
円

産

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

金

現金及預金

未 収 金

貯 蔵 品

仮 払 金

円
円
円
巴

洵
哩
聖
却
一

７
７
２
６
－

６
１
３
４
－

９
８
４
１
－

１
６
７
７
－

Ｊ
，
，
，
｜

，
，
，
９
｜

鄙
駈
哩
－

１
１

も

，
，

‘(92.428％）

(87.419％）ｌｌｌｌｊｊｊｌｊｊＪｌＪ０Ｉ１
ｊ
ｆ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｊ
Ｉ

ｂ
ｆ
Ｄ
０
０
ロ

’
１
．
Ⅱ
１
１
０
‐
“
１
０

’

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
１
１

｜

’
資本剰余金

利益剰余金

円
巴

堅
妬
一

０
６
ゞ

，
，
一

妬
％
一

Ⅱ
８
－

印
⑲
一

０
－
，
』

３
－

円
ぅ
９
％

４
２
１
７

千
石
３
０

万４
産
“

資
研
一

緬
雫
一 1余 金

31億1千3万2千7釦円
（6.錘1％）

剰

、I －､__
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6．貸借対照表，損益計算書の比較と分析

(1)比較貸借対照表

|≦一

－－－－

区 分
年 度
~~－－

引3536

円円

’円 ５
６
０

如
顕
帥

，
，
，

７
３
０

１
９
４

１
７
８

７
？
，

６
２
１

７６
９

（
Ｕ
１
Ａ32，699，792，681

25，309．206

7,810,000

資
資

定
定
資

産
産
産

43,375,909,886
22,515,610

9,650,000

有
無
役
固

固
固
資

形
形

10，675，163．60932，732，911，887計 43,408,075,496定 資 産

調
鎚
Ｆ
釦

８
１
２
９

，
，
９
？

”
ａ
記
加

１
７
５
３

７
Ｆ
９

６
４
４

把
加
３

Ａ罪
猛
暉
麺

，
，
１
９

９
５
１
６

如
陀
泡
奉

，
，
夕
Ｐ

２
７
８
４

３
５
０

０
６
１

，
，

２
１

金
金
品
金

預 １
４
４
０

だ
”
型
室

７
，
，
，

１
６
７
７

９
８
４
１

７
７
２
６

夕
９
７
７

６
１
３
４

４
６
４

５
８
１

，
，

１
１

ぴ
収
蔵
払

及金現
夫
貯
仮

’
A246,509,5053,802,952,654流 動 資 産 計 3,556,443,149

’’
資 産 10,428,654,10436，535，864，541計 46，964，518，645合

’引 当 金

固 定 負 債 計

10，641，87949,381,605 1 38,739,726

49,381,“5 38,739,726’ 10，641，879

金
用
金
金
計

２
６
６
３
１

９
８
９
８
９

９
８
６
１
３

９
１
Ｐ
，

９

９
５
９
２
３

７
２
７
３
５

４
５
４
９
５

分
Ｆ
，
，

９

２
｜
琴

９
３
１
４

１
１

，
７
９
９

０
０
５
３

５
８
５
９

３
７
０
０

１
Ｊ
９
，

粟
妬
１
麺

４
９

２

497

243

1”

759

費

払
受
り

払 ７
９
７
，

１
０
２
５

７
６
１

６
９

２

830,489

306,129
534,816
161,576

未
未
前
預

△

’’流 動 2.520,279,6192,749,833,010負 債

負 ’’ 240,195,2702,559,019,345計債 合 2,799,214,615

自 己 資 本 金

借 入 資 本 金

資 本 金 計

魂
的

２
５
Ｊ
７

０
５
１
４

７
８
Ｊ
９

０
２
７
６

２
４
９
９

３
５

“322,765,139,26,035,849,900

,575,9009， 55615,019,421,400

8,733,555,73732，321，715，56330041，055，271，

Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
画
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ

1,430,951,237

23，951，8“

1，629，184，857資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

剰 余 金 計

≦＊合計’

,136，0943， 060

25.944.77649,896, 636

1,454,903,0976331，655，1汐，3,110,032,730

10,188,458,834196845，33，976，44,165,304,030

’負債資本合計 ｜“"‘"，｡’ 10,428,654,10446,964,518,645一
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(2)損益収支結合表 (昭和36年度分）

収 益

固定資産の減少

無形固定資産

固定負債の増加

引 当 金

流動負債の増加

未 払 金

未 払 費 用

前 受 金

資 本 の 増 加

自 己 資 本 金

借 入 資 本 金

剰余金の増加

資 本 剰 余 金

収 入 合 計

円|円’ 円
3853,553,734,

2，793，596 減価償却

10,641, 879 職員納付金

９
Ｊ
９

９
５
９

７
２
７

４
５
４

ｆ
１
，

９
３
１

１
１

２

992 建設工事費等の未払金

人件費の未払分

管渠改造工事分担金の概算前受け

６
６

８
９
８
６

９
，

０
５
１
４

７
８

ｑ
２

７
６

２
４
，
７

３
５

一般会計繰入金等の組入れ

企業債借入の増
７
０

３
０

２
５

1,430,951, 汐留，桜橋ポンプ所の受贈等237 10.412,428, 023

13,966,162,408

費 用

固定資産の増加

有形固定資産

投 資 資 産

流動資産の増加

未 収 金

貯 蔵 品

仮 払 金

流動負債の減少

預 り 金

剰余金の減少

利 益 剰 余 金

支 出 合 計

3,499,362,864

10,676,117,205

1,840,000

建設改良工事費の支払い

電信電話債券購入

204,761,168

34，526，219

320,931

|需麓漁…噸．
前渡金、概算金の支払い

所得税

利益剰

市町村民税の支払い49932,183 サ

’
30,419,661 ｜

’

10，952，917，367 利益剰余金の処分

280．23114，452，

’収 支 差 引 486，117，823

’現金預金35年度末在高
2,032,909,5741

’

486,117,823i
現金預金36年度減少高

現金預金36年度末在高 1，546，791，751



轡
の

資 金 移 動 図 表

運 用 現金預金 （単位百万円）源 泉益損
1－

10，99110，991

塗這塞劉一 ’
｡

自己資本金の増

3，271

建設改良

工 事 費

の 支 払

10，676

借入資本金の増

3，5533,499
5，463

宮

1現金預金

|3s年度末在高
11．，．3。
’ ｜

購‘”

現金預金減少高
486

■■

その他の増

1，717

|蓉葹－－魂 ’銅一 益54
－1

費 用
I

収 益

午

＝=-．． 一・二三三一
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(3)損益計算書，貸借対照表百分比

損 益 計 算 書

〆 分‘．'"＊“ ”｜、．'"、
円 ％ 円 ％

営 業 費 用 2,546,789,94571.7 営 業 収 益 2,698,589,69575.9

営業外費用 773,045,919121.8営業外収益 855'144'690124.1
計 3,319,835,8“93．4

当 期 純 利 益 233,898,5216.6

｡|'"|" ｣億減価償却費’・顕,8",蝿sl‘鼠‘i傭

(注）当期純利益＝当期純利益十自己資本造成費

貸 借 対 照 表

,’。．“＊｜“ 。。．’区 比 率

％
5．689

0．128

0．005

0．033

0．105

55．438

31．981

6．515

0．106

円
“
癖
恥
恥
鉦
和
皿
叫
錘
坤

，
ｐ
ｌ
ｌ
９
Ｊ
，
，
，
，

唖
亜
錘
呵
麺
騨
忽
唾
恥
邪

，
砂
，
，
‐
７
，
，
Ｊ
，
，

刀
印
２
応
⑲
弱
”
釦
⑲
“

６
０
０
０

９

２
ｑ
島
＆
６

２
１
４

金
用
金
金
金
金
金
金
金
計

本
本
余
余
合

費
本

払
受
り
当
資
資
剰
剰

払
賓

己
入
本
益
伺

未
末
前
預
引
自
借
資
利
負

９ ２
０
０
３
３
０
０

■
●
●
■
●
■
甲

１ ０ ０

円
睡
即
皿
洵
哩
．
率
却
蝿

，
，
，
タ
タ
タ
ー

池
悲
函
掴
狂
獅
諏
弛

夕
．
‘
夕
，
夕
，
，

拓
空
９
“
印
娼
４
“
’

３
５
８
１

９
’

３４
１
１

６
－
４
｜

産
産
産
金
金
品
金
計

資
資
預

定
定
資
ぴ

《
ロ

有 形 固

無 形 固

投 資

現 金 及

未 収

貯 蔵

仮 払

資 産 100.000
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(4)昭和32～36年度比較貸借対照表

悪天T壼忌素|"零崖＊34庭※'’3零度※’｜年度

～－～

－－－－

区 分
32年

千円

千円’千円’千円’千円

資 産

固定資産

流動資産

現金及預金

未 収 金

貯 蔵 品

その他流動資産

資産合計

43,408,075732,91132,79825,686,21,473,785

1,604,780

794，1“

740,289

55，441

14，890

23,078,565

8,602,

1，187，

405,

712，

68，539

697

19,789,968

1

3,556,443802,952夕
，
，

３
２
１

2，531， 855

1
5851

剣1
1

：

1,546,792032,9091，461，

1，861，787657,0251，001，

143,247108,72167,

4，617

１
１
１

頭
艶4，1，

46,964,519535,36,28,218,1

｜

’ ’30，454

負 債

固定負債

流動負債

未 払 金

その他流動負債

負債合計

49,38238，24,132118，872

691,019 197

690

印1

2,749,833693

640

“3

147

，520，

２
２

1，398，812，

2，671，830,452，1，394，807,504,

186,

709,

78,00367，9294，4，

2,799,2152,559,0191，429，3291
I

l
9721

J56

141

2641

1
5

7

836,

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
露
餉
％

９
４
４

，
，
Ｊ

６
６
０

句
翠
妬

，
３
Ｊ

９
４
５

１
１

資 本

資 本 金

自己資本金

借入資本金

剰 余 金

資本剰余金

利益剰余金

欠 損 金

資本合計

唱
釣
拓
豹
艶

７
１
５
１
１

，
，
砂
－
，

週
芯
冠
函
謬

タ
フ
リ
タ
タ

亜
翠
９
１
１

41，055，2714鉛17，16，158，

13，949，

2，208，

3，103，

3,103,

,

26,035,85014,099,

15,019,4213，339，

3,110,0337，112，5444,803,

3,0匁，1364,800,

49．89725．944

ol
2

△ 182，282

19,080,077

19，789，968

00

33,976,844

36,535,864

O

’26,789,506 44,165,304

６
５

３
６

２
５

２
ａ

７

４
７
２
０

２
３

２
２

’ ’28，218，653 46,964,519
資本・負債合計
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(5)損益計算書，貸借対照表の分析比率

イ資産，資本の構成比率

数 （単位 千円）算 出 方 法 実種 別

％
固 定 資 産

総 資 産

５
９

７
１

０
５
，
夕

８
４

０
６

４
９
ダ
フ

銅
一
妬固定資産構成比率 ×1“＝92．4

｜

’
固 定 負 債
総 資 本

15，068，803

46,964,519×100＝32．1
固定負債構成比率

自 己 資 本
総 姿 本

29,145,883
自己資本構成比率 ×100＝62．1

46,964,519

固定資産一
自 己 資 本

43,408,075
固 定 比 率 ×100＝148．9

29，145，883

自己資本十固定負債
固 定 資 産

44,214,686

43,46百万うす×100＝101.9
長期資本対固定資産比率

i流 動 比 率
流 動 資 産
流 動 負 債

3,556,443

2,749,833×’00＝129．3

酸性試験比率

現 金 比 率

×100＝124．0
現金預金十未収金 1,546,792+1,861,787

流 動 負 償 2夢749,833

現 金

流 動

預
一
負

金
債

２
３

９
３

７
８
，
，

６
９

４
４
５
７
フ
ァ

－
２

×100＝56．3

口 資産，資本の回転率

’種 別 算 出 方 法 実 数 （填位千円）一

営 業 収 益 2,698,590
総 資 本 回 転 率 0．06

総資本平均在高 41，750，192＝

総 費 用
自己資本平均在高

3.319 836
自己資本回転率

26;783万言＝0‘'2 ’

営 業 収 益
固定資産平均在高

８
０
５

９
７
５

６
０
５

２
＆３

７００

０
４
９
９

５
４

１
夕

固定資産対営業収益回転率

当期 償却費 ,833
減 価 償 却 率 0．02

減価償却資産 34,009,516=

｜流動資産回転率
’営 業 収 益

流動資産平均在高
2,698,590

－ ＝0．73
3,679,698

f現金預金回転率 ｜
’

当期支出額
現金預金平均在高

12,858,201
＝7．18

1，789，851
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’種 ｜別 実 数 （単位千円）

1,085,090
＝ 8．61

125，984

算 出 方 法

払 出 高

’
払 出 高
貯蔵品平均在高貯蔵品回転率

’
2，698，590
－ ＝16．24

166，195
営 業 収 益
営業未収金平均在高未収（金回転．率 一

ハ 損益に関する各種比率

種 別｜算出方法 数 （単位千円）実

233，899
－ ＝0．006

41,750,192
当期純利益
総資本平均在高総資本利益率 ’ 一

｜ 総資本平均在高

如
一
”

５
７
，
，

８
６

９
４
６
５
，
．
Ｊ

２｜も２業 収

益一用

営一営 ><100=106.0(%)営業収益対営業費用比率

総収益対総費用比率

業 費

’

1 3,553,734総 収 益 x10O=107.0(%)
3，319，836総 費 用

’

I
763,874

14,967,116 ×100=5.1(%)
支 払 利 息

利 子 負 担 率 総負債平均在高

企業債償還額
当期償却費

企業債償還額対
減価償却額比率

137，155
><'OO=24.7(%)

555,833

職員1人当営業収益

０
４

○
．
１

５
６
，
，

８
１

９６ｚ’

営 業 収 益
｜損益勘定所属職員数

＝1,671.99（円）

’

０
３

１
９
９
２
１
Ｊ

５
２

諏一，
岸

姻一

有形固定主査産一
全 職 員 数

=18,916.66(円）職員1人当有形固定資産

本表における用語の説明

負 債 固定負債十流動負債

固定負債 固定負債十借入資本金

自己資本 自己資本金十利益剰余金十資本剰余金

平均在高 （期首在高十期末在高）÷2

当期純利益 当期純利益十自己資本造成費

ｊ注
Ｌ
ａ
ａ
４
ａ

く



7． 企 業 債および_ 時 借 入 金

(1) 企 業 債

｜
’

発 行 額 償 還 高

’

内昭和36年度分｜
－ － 一一一~~－一一－ ｜

訳昭和36年度末’

|

内昭和36年度分｜未償還残高種 別’ 発行年月日 行 先｜発行価格｜利 率 償還終期

訳昭和36年度末

部
局
募

用
険

運
保

金
易

資
簡
公

円
叩

０
７

３９０
１

１００
Ｊ

５１

円
刀
叩
５
０
，
，

８
７
９
０

８
９
，
９

０
２
３
９
１
２

円
ｍ
ｍ
Ｏ
０
Ｊ
夕

０
０

０
０

０
Ｏ
夕
９

０
４
０
９

６
２
，
，

５
５
１

99.009 円

昭和24年4月25日

昭和37年2月20日

月
月

２
２

年
年

１
１

６
５
日
日
禾
禾

召
召

８
８

厘
厘
厘
厘
厘
厘
厘

３
５
３
５
０
２
３

分
分
分
分
分
分
分

６
６
７
７
８
３
６

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

１
１
３
，

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

，
，
９
分

ｍ
円
叩
円
卵
円
袈

逗
印
３
巧
掲
叩
２
。

５
．
・
２
．
７
０

９
９
０
０

９
９
０
１

１

下水道拡張

:m,6:"｡8"｡｡･資金運用部17'140'000l 10,320,000l

,,,050,0001資金運用部Q 3,250,000,
32'700'0001 21'650'000|

昭和21年5月20日
昭和26年3月15日

昭藏23年4月30日
昭和25年3月25日

管渠移設復旧

'1.．” ｜‘分鼠厘'昭…”水害下水道復旧

｜

’ ’難藻艫叢｜翻舞鴎目 ’0

2,868,100

０
０

０
０
５
６
，
，

４
６

０
８
５
７
Ｊ
夕

１
２

81,500,資金運用部 1003 4分2厘｜昭和37年5月

’
｜

’

0

736,400,

5,600,000,000

15,347,444,500

｜

｜
’

40,0001

，，‘,，｡｡'賓金運用部359'5001

1j3M7"";|!5,0'9,42',4005001328,023,100115,0'9,421,400

郊外下水道改良費 昭和17年5月20日 1003 4分2厘 ’ 昭和45年11月

｜

’計 ’

(2) 支 払 利 息

’

’
1 企≦。．“ゞ’

鋤一

企 業 債 利 息 皇手
口 I 備年度 考

円I
円’

円’36 年 度 729，778，776 34,095,565 763,874,341

’

(1) 一 時 借 入 金 な し 四
四
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第2節 固 定 資 産

有 形 固 定 資

|＊
’

≦ゞ・穂．’
士 地

事務所用地

施 設 用 地‘

その他用地

本 年 度 増 加 高年度当初現在高
２
ｍ
豹
卯
”
０

｜
円

974,186,720

２
ｍ
”
０
０
３
０

凸
①

“
“
４
４

1,867,061,2%|ａ
Ｌ
＆
昆

一
５
４

｜
、
、

２
ｍ
垂
却
率
知
釦
亜
唖
皿
唾
皿
却

●
合
●
ｑ

●
■
●
申
■
●
●

％
弱
唱
翠

躯
妬
却
却
“
砿
癖

５
３
４
８

57,550.

974.

’
26,563,5“

947,623,220
釦
記

８
９
１
，

４
６
２
１

７
１
夕
，

３
５
２
３
８

１

１

’

56，576

0

1
117，903

8,219,415

5，031，233木立

６
８
７

９
８
３

●
■
●

０
９
６

幻
加
４

祁
画
知
０
３
０
５

４
５

２
５

釦
忍

７
９
９
，

，
，
り

６
７
７

９
４
９
４
０

％
錘
詔
ａ
Ｌ

，
，
９

４
４

１
１

１
１

０
５
５
０
０
０
釦

９
０
２
０

1,506,140,717

160,007,068

1,229,209,9“

●
■
申

７
６
１

７
３
２

５
２
４

Ｊ
，
〃

９
２
６

建 物

事務所用建物

施設用 建物

公舎合宿用建物

倉庫車庫用建物

工場用 建 物

そ の 他 建 物

ｊ
，
，
，
フ
ク
，

記
７
７
６
４
１
１

３

51．15

翠
哩
砥

，
，
，

奉
翠
”

８
０
５

＄
９
１

昭
記
哩 149．40

0

791

129 14．169,476,647

６
５
０
６
５
３
２
１
６
４

％
皿
、
師
“

９
２
４
２

１
４
９
８

画
釦
私
凧
喝
弘
弱
虫
垂

，
，

５
０
１
２
９
８
４
０
５

知
唖
型
皿
蝿
魂
蝿
沁
電

，
９

，

６
３
＆
ａ
山
１

Ｊ
，

22'650'026'1041
19,376,m,328

56,098,033

2，845，235，183

372,392,560

物
備
備
備
備

築
水
水
理

構
排
集
処
諸

設
設
設

設

２
１
２
５
４

“
配
”
顕
調

，
，
，
，
，

妬
妬
“
粥
叩

１
８
０
３
９

１
１
１
１
＄

０
８
０
１
９

５
４
９
１
９

１
５
６
７
１

夕

２

機 械 及 装 置

電 気 設 備

ポ ン プ 設 備

処理機械設備

その他機械装置

~’

33,962,800

32,774,951

65，9“,499官珂．冠 殿 具

器 具 備 品

建 設 仮 勘 定

190,352,375

3,529,532,4806,981,997,714

’計’ ’15,565,968,782’ ’35,416,721,917合

一
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資 細明 書

昭和36年度

｜円咋
高
一
銅

少
－
３丁 減度

主 高

2,840,9,2,951
’

末
一
澗
詞
ｌ
ｌ
鋤
塑
犯

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

卸
９
２
３
３

●
、

度
却
謬
恥
鉦
函
“
韮
恕
哩
函
池

１ ゐ
ご
《
二
〃
詮
貝
〕
，
夕
，
，
‘
，
７

１
，
Ｊ
，

０
錦
９
“
６
５
１
１

年
刈
１

現 在 減価償却引当金 減価償却未済高

円
2,840,912,934

50，288，360

2,782,740,178

7，884，396

円
1

０
０

1．1

’
335,019

0

7,884,396

’1365,149, 5，149，136
’

1
8,848,20

3,976,75,
2,288,1091 j

2釧
霊’

，
，
７
９
，

釦
的
α
碑
印

２
５
９
７
９

１
７
３
夕
－

％
喝
弱
珀
妬

９
２
６

１

２
ａ

122,255,959

10,665,540

蝋
」2，956，38

12，9”,315

1

2,871,004,333

207,844,398

2，565，512，946

48，958，574

31，473，068

9，643，260

7,572,087

37,500

2,483,044 69,

0

62，8m

12,599,

10,492,

’209,727 ’2，744，117，213

2,445,”6，185

168,329,573 28 852

４
８
０
８
８

１
１

９
９

５
３
８
２

９
１

つ
一
刻
詮
，
，

餡
顕

９
６
０
１
７
１

９
‘

，

８
６
５
６

０
０
９
０

１
９
７
４

９
９

６
９
ａ

２
１

22,351,370,5031

０
３

５
３
２
０
，
ア

０
８

９
９

９
０
３
，

４
６
２
５

、

麹…』’72,069,371 6,034 340 758

15,171,919 466.498 60,339,1681466

16，125，980 5,262,933,015

７
５
７
４
１

４
３
４
５
１

８
３
４
４
６

夕
，
ｊ
９
９

垂
坪
暉
冠
湿

り
９
，
９
Ｊ

２
３
２
１
４

３
７
０
３
２

３
１
１

鉛
胡
“
型
酌

１
１
１
７
０

０
９
０
９
９

記
釘
乃
串
、

４
９
４
４
５

１
１
９
，

釦
釦
元
宝
韻

９
７
０
８
２

夕
，
Ｐ
，

４
１
１
１

3.360,849 1,805,316,524

6，163，460 1,179,301,613

5.412.423 1．984，050．178

1,189,248 294,264.700

8，654

０
６

０
２

２
２

91，275，099 32,“0,727 58,594,372

126,084, 97,043,1001

6,498,680,704

46,641,464,007

33,993,375 63,049,725

4,012,849,490 6,498,680,704

’ 4,341,226,692 3,265,554,121 43,375,909,886

q■ ＝ 一 － － －
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無形固定資産明細書
（単位円）

言重－万~蘆類|隼匿当初…|当…加高’
’電気ガス供給施設

利用権

借 地 権

計

17,765,015

4,750,595

22,515,610

1，543，439

1,250,157

2，793，596

０
０
０

19,308,454

6,000,752

25，309，206

’

｜
’’

投 資 資 産 明 細 書
(単位円）

当年度減少高 年度末現在高

01 4,000,000

120,000! 5,650,0m

120,000 9,650,000

当年度増加高

0

1,960,000

,,,6｡,0"|

|

’資 産 の 種 類 年度当初現在高

4,000,0“

3,810,000

7,810,000

長期共済組合貸付金’ 共済組合貸付金

電信電話債券投資有価証券｜
計 ’

減 価 償 却 費

(有形固定資産） (単位円）

｜

’償却資産の種類 '．“”≦“ 減 価 償 却 費

建

構 築

機 械 及 ぴ 装

車 両 運 搬

器 具 備

計

１
９
４
４
１
９

”
鰹
釦
奉
沁
卵

タ
タ
タ
，
夕
，

坐
却
恥
恥
却
岬

，
３
１
９
１
９

７
４
７
９
３
３

２
１
８
１
５

４
５

“
霞
麺
鯛
餡
“

２
９
９
０
１
４

１
９
ｐ
‘
Ｊ
１

餡
％
記
ね
汚
師

５
０
３
５
９
５

１
Ｊ
，
，
ｌ
，

９
８
１
１
７
８

堅
唾
蛇
５
５
０
０

１
３
１

１

１
和
１
、
型

’

物
物
置
具
品

’ ｜
’

（無形固定資産）
(単位円）

’雨諺園定費塵の種．’．””象繍 減 価 償 却 費

1
電気ガス供給施設利用権

借 地 権

計

’
1，543，439

1，2印，157

2,793,596

＝

23,385,444

6,250,784

29，636，228

｜

’

’
一
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第3章 下水道計画

第1節 東京都市計画下水道

この計画は本都の戦後の復興計画に対応して，従来施行中の旧東京市下水道のほか郊外下水道及び旧12

町村下水道を統合し区部のうち新荒川以西（練馬区の大部，板橋区の一部を除く）約36,155ヘクタールの

地域に対する下水道計画を策定し，昭和25年7月都市計画下水道が決定されて↓､たものである。

しかし，最近における本都の著しい発展に伴い，人口の激増，使用水量の増大，都市計画用途地域の変

更，極度の地盤沈下，或は集中豪雨の発生等により，施設の追加変更が必要となってきたので変更計画を

策定し，昭和37年3月31日，建設省告示第1,092号をもって決定された。

その変更理由の主なものは次の通りである。

(1)排水区域は新荒川以西の地域（練馬区の大部，板橋区の一部を除く）で総面積37,314ヘクタールの区

域であり，今回は埋立等の理由により砂町処理場付近及び板橋区舟渡3丁目並びに練馬区仲町1丁目，

板橋区上板橋町7丁目付近の一部を新たに追加した。又，芝浦系統のうち神田川（上流は江戸川）左岸

の地域は三河島系統に流域変更する。なお，隣接する武政野市及び三鷹市のうち地形上本区域に流入す

る約1,185ヘクタールの地域の下水は森ケ崎処理場にて処理する。

(2)計画人口は東京都長期計画に基づく適正収容人口（常住人口)950万人（昭和45年には980万人）と

し，1人1日当りの汚水量はこれを行政区毎に定め，雨水量は計画全地域にお↓､て1時間最大降雨量を

50粍としてこれを定める。

(3)東京都市計画審議会河川下水道調査特別委員会が決定した，「準用河川を下水道幹線とする」答申に

より，呑川外10河川の全部又は一部を下水道幹線として利用する。

'4）諸産業の発展に伴う工業用地下水の過剰汲み上げによる地盤沈下は著しく，今後の趨勢等を勘案し，

これに対応する各施設の増設をはかることとする。なお，本計画では管渠7,608,900メートル，ポンプ

所42カ所，処理場6カ所となっており，計画内容は後期（3の第1）のとおりである。

第2節 東京都市計画下水造事業

この計画は昭和25年7月決定の都市計画下水道のうち急施を要する施設を緊急に施行する予定で，昭和

28年都市計画事業として決定されたものである。

これは都心部及びその周辺，約19,326ヘクタールの地域にっL,て管渠約400,000メートル，ポンプ所7

カ所，下水処理場6カ所を事業費90億円をもって5カ年間に執行する計画であったが，事業が資金難，用

地難その他により予定通り進捗せず，更に準用河川と下水幹線の重複を調整する必要が生じた等の理由に

より再三にわたり年度割を延長してきたのであるが，最近における本都の発展に対処するため前記都市計

画下水道の計画変更の際事業内容を大巾に拡大，昭和45年までに都市計画下水道全域37,314ヘクタールに

ついて下水道を完成するよう事業計画を変更し,昭和37年3月31日建設省告示1,092号をもって決定した。
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この事業計画では管渠5,473,145メートル，ポンプ所39カ所，処理場6カ所（処理能力4,100万立方メ

ートル）の施設を総事業費約2,177億円（一部執行済）をもって施行するもので施設の大要は後記の（3

の第2）のとおりである。

第3節 東京都市計画下水道並びに同下水道事業

及びその執行年度割の概要

第1東京都市計画下水道を次のように変更する。

（1）排水区域及び面積

面 積
（ヘクタール）

域排水区域名 区

港区の全部及び千代田，中央，新宿，渋谷，各区の大部。並びに文京，

品川，目黒，世田谷，豊島，各区の一部
約 6,328芝 浦

台東，荒川，両区の全部。及び文京，豊島，両区の大部。並びに千代田，

新宿，北，各区の一部
河 島｜〃 3,936三

墨田区の全部。及び江東区の大部，並びに中央，足立，江戸川，各区の
●

一部
砂 町｜〃 3,977

台｜〃 4，5521 北，板橋，両区の大部。及び新宿，豊島練馬，足立，各区の一部小

中野，杉並，両区の大部。及び新宿，世田谷，渋谷，豊島，練馬，各区

の一部
落 合｜〃 6,151

一

｜
I

大田区の全部。及び世田谷，品川，目黒，各区の大部並びに渋谷，杉並，

両区の一部 ．
森 ケ 崎 〃 12，370

h

千代田，中央，港，新宿，文京，台東，墨田，品川，目黒，大田，世田

谷，渋谷，中野，杉並，豊島，北，荒川，各区の全部。及び江東，板橋，

両区の大部。並びに練馬，足立，江戸川，各区の一部

計 〃 37，314
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(2)下 水 管 渠

排水 管径又は断面 延 長名 称 起 終 摘 要区域名 点 点（センチメートル）（メートル）

ゞ〒職能･"総評雛"…聰"駕雫繩￥鍵|濃喬'川…“
．…｜
、｜

浦

｜
；
‘…21

11，353，124

省 略

荒川区尾久町 荒川区荒川尾 久
7丁目地内 8丁目地内

径
一
面

管
断 尾久，町屋各ボン110

440×王4

三 プ所を経て三河島
処理場に至る

3，587

｜
’

河
他15カ所

計

省 略 987,419

"‘"‘’
島

管径江東区亀戸町
7丁目地内

断面 ",.'総撫鰯‘
50

240×216

江戸川区平井
1丁目地内砂｜小松川

｜他6カ所

計
｜
’
…’省 略

酊
855,728

板橋区舟渡 板橋区小豆沢
小 浮 間 2丁目地内 4丁目地内

面
一
面

断
断

180×180

440×440

’

904'9491
他7カ所 省 略

907,289

"．"|蝶正毒川総綴に”

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ

台
計

⑩
配

２
２

×
×

、
帥

３
４

面
一
面

断
断練馬区中村南

2丁目地内
中野区江古田

1丁目地内落｜中新井

｜他8カ所 省 略 1,311,219

’合
1,314,091

’

‘…|"撫川…‘
2,177,077

2,‘""璽I

断面
世田谷区池尻町

地内
断面

０
０

塑
託
×
×

知
皿世田谷区烏山町

地内森

他17カ所

計

｜
’

ケ
省 略

崎

ョI ｜""…合

Ⅱ
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（3）吐 口

'． ゞ管径又は断面
（センチメール）

断 面 1,500×500

|”
|港区新門前町地内

置排水区域名

|震谷川幹線鯛水吐。
芝 浦

鴫’他 250カ所 省

｜
’

|”｜

’

雑司ケ谷幹線雨水吐口文京区関口水道町地内 面 120×108

河 島三

｜
’

省 略他 48カ所

断 面 400×400 業平橋ポンプ所吐口墨田区吾蠕町1丁目地内

砂 町

I他 ’3カ所 略省
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
画
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

志村幹線雨水吐口板橋区長後1丁目地内 断 面 480×288

小

《
ロ

他 89カ所

省
面
省

断

略

480×288 ｜
I

中新井幹線雨水吐口中野区江古田1丁目地内

落 合

他 224カ所 略

Ｉ
’

目黒区下目黒2丁目地内 目黒川幹線雨水吐口断 面 2，800×500

森 ケ 崎

略’他 93カ所 省

主要設備省略(4)ポ ン ブ 所

地 積排 水
名 称 位 置 （ヘク 名 称 位 置

区域名
タール）

“瓶町'千代出区大手町地” “崎､…n本橋総崎町甑芝

地 積
（ヘク
タール）

0．01

l
l
l

0．20

浦 0．20

三

河

島

橋 ’ 荒川区尾久9丁目地内 0．560．06

湯島|文京区湯島切通町地内

和泉町

台東区浅草日本堤2丁目日本堤 0．32
地内

千代田区神田和泉町地内

･ '『|汐入|荒川塵薦千住'･丁目地内’。｡，

’0．05 南千住

嬢染|荒川豐馳&患構内

荒川区南千住8丁目地内 0．16

山谷|台東区浅草橋場3丁口地内｜･ O‘ 町屋|荒川区三河島9丁口地内 0．39
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名 称 位蝿|、”“ ”（-’、”‘ ．'露
地 積

タール）

業平橋 墨田区吾嬬橋3丁目地内 0．44 越中島 江東区深川越中島町地内 0．03

砂 三ノ橋墨田区堅川4丁目地内 0．47 東 雲江東区深川8号埋立地々内 0．30

‘'‘ 。”＊≦|江東区深川豊住町3丁。。”
中央区新佃島東町1丁目

地内 地内

”爽区繍緬鰯康町‘丁晶内’。“〒住”足立区T住櫻木町地” 。“月 島

千 住 足立区千住曙町地内 0.60 小松川 江戸川区平井1丁目地内 0．47

町 隅 田 墨田区隅田町1丁目地内 0．62 大 島 江東区大島町6丁目地内 0．89

吾 蠕 墨田区吾蠕町東5丁目地内 0．62 砂 町江東区南砂町5丁目地内 0．88

小 志 村板橋区小豆沢4丁目地内 0．81 王 子北区豊島2丁目地内 0．47

志 茂北区志茂，丁目地内 0．70宮 城足立区宮城町
小台処理場構内

合臘渓|足壷区嶺鯛迄内地内 ’。"|｜
鱸Ⅷ鋪川啄大井騒州"”’。"|高噸|大皿…郷3丁目地”’。｡‘森

日
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
０
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
画
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
画
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ロ
ー
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

’

卜
｜
卜

｜
｜
’

森’

川 品川区大井北浜川町地内 ’
大田区南六郷1丁目及び

2丁目地内
浜 郷0－16 0．71

ケ

’ |”
’

剛’平和島|大田区平和島地内 大田区羽田旭町地内0．55 0．88

崎

|臭~同1 ’大田区古市町地内 0．50

(5)処 場理

排 水
名

区域名

芝 浦 芝

三河島 三

砂 町 砂

晴天時計 画
摘 要

処理水量
雨天時

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

地 積
（ヘク
タール）

計 画
処理人口

称’ 位 置

減|鰐蝋及び芝海蝶
河島 荒川区荒川8丁目地内

町 江東区南砂町9丁目地内

台|足立区宮城町地内

1,030,000’1,020,000〃i／日 主要施設等省略
|1'810'000"

520,000 "
1,120,000, X\X'XXX'f.| "

910,000"

８
９

１
４

●

８
８

１
１

｡｡． ｜〃
630,000 "

1,090,000 "
49.14 840,

･･･’

″
〃

叩
的
心
担

０
０

２
５
４
７台 小小 9.471 970， 〃

落 合 落 合 新宿区上落合1丁目地内

森ケ崎 森ケ崎 大田区森ケ崎町及び京浜
三区埋立地内

｜

’

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
１
１
１
１
画
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

｜
口

″
〃

０
０

，
，，
分

０
０
５
９
４
７7．06 1,230,000

2,320,000

〃

|1,060,000

|],860,000

″
〃36.36 〃
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第2昭和28年10月12日建設省告示，第1,358号東京都市計画下水道事業を次のように変更する。

（1）排水区域及び面積

東京都市計画下水道に同じ

(2)下 水 管 渠

管径又は断面 延 長
点 滴

（センチメートル） （メートル）
排 水

名 称 起 点
区域名

要終

｜…’

←知－
２
×

調
印
×
７

８

面
”
面

断
断渋谷区宮下町

地内
渋谷区千駄ケ谷

1丁目地内
渋谷川幹線に流入千駄ケ谷芝

１
１

略他'4カ所

計

607,817省

浦 610,379

尾久，町屋各ボン
3,587プ所を経て三河島

処理場に至る

73,490

77,077

’

荒川区尾久町 荒川区荒川
尾 久

7丁目地内 8丁目地内
管径
断面

110－

440×264三

略他14カ所 省河

’
島 計

砂｜小掻川 江東区亀戸町 管径50－
7丁目地内 断面240×216

｜琉
よ
流

所
る
一

に

プ
至
一
所
一
鍋

プ

舜錘一
ン
川

川
幹
ポ
寺

松
砂
村
正

小
り
志
入
妙
入

１
１
ゞ
’
’
１
１

皿
哩
却
却
一
配
一
垂
罐

Ｌ
ａ
も
ｚ
｜
弧
一
喝
ｚ

２
２
５
５
７

７

江戸川区平井
1丁目地内

略他6カ所 省

町｜計｜

小浮聞 板橋区舟渡 板橋区小豆沢
2丁目地内 4丁目地内

’他7カ所 省

台 計｜
練馬区中村南 中野区江古田

落 中新井 2丁目地内 1丁目地内

他8カ所 省

合｜計

緬一輌一略

180×180

440×440

Ｉ
ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
９
Ｌ
Ｉ
４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
画
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ト
ー
Ｉ

輌一
輌一略

０
８

２
２
４
８

×
×

皿
“

1,292,770

1,295,642

1
断面

|世田谷区池尻町
地内 断面

却
却
×
×

四
ｍ
３
８世田谷区烏山町

地内 '0'ss51目黒川幹線に流入森｜烏 山

ヶ｜他17カ所 省 略
z''62'706|

｜
’

崎 計 2，173，291

計合 5,473,145｜’
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(3)吐 口

緋水区域名’．

’
－
１
１
－
１

管径又は断面
（センチメートル）

管 径 ’“

省 略

断 面 330×330

置 滴 要一

中央区日本橋浜町2丁目
地内 浜町ポンプ所吐 口

芝 浦

省

断 面 330×

他 42カ所

文京区春日町1丁目地内 白山幹線雨水吐口
河 島三

他 7カ所 省

‐
１
１

略

露
略
兜
略
鎚

略
１

２
２

×
×

×
０

０
０

７
８

娼一
２

４

面
省
面
省
面

省

新
一

断
断

ｇＩＩＩＩＩＩＩＴｌｌＩ１１０１ｌＩＩＩＩＩＩ’’’’’１ＩＩＩＩＩｊＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ１ＤｌＩＩＩＩＩＩ１ｌＩＪ｜Ⅱｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

中央区新佃島東町1丁目
地内 佃島ポンプ所吐口

砂

他 9カ所一

板橋区長後1丁目地内 志村幹線雨水吐口
小

73カ所他

１
１

中野区江古田1丁目地内

他 217カ所

中新井幹線雨水吐口
落 合

大田区新井宿7丁目地内

森 ケ 崎

他 89カ所

断 面 480×336 馬込西幹線雨水吐口

省 略

(4)ポ ン プ所 主要設備省略

排 水
名 称 位 置区域名

芝
浦

三
河
島

浜 町

中 州

箱崎町

”‘|交哀区腸島"町蝋”
凰本堤|命東区浅蕊日本“2丁目地内
山 谷

■”’

|中央区､本橋”
中央区日本橋中州地内

|…n本橋籍騨員地”

台東区浅草橋場3丁目地内

｜荒川区南千住3丁目地内

|‘"’
|‘｡,’
'｡“

i0．17

’0．32

0，06

0．06

|‘“

｜
’汐 入

り

荒川区荒川8丁目藍 染
三河島処理場構内

町 屋

尾 久 荒川区尾久町9丁目地内

中央区銀座8丁目及び汐 留 0．”
築地5丁目地内

中央区西八丁堀4丁目及び
新富町1丁目地内

’

荒川区南千住10丁目地内

荒川区尾久町9丁目地内

0．09

0．39

0．56

Ｉ

’ご琴||≦職 位 置
地 積
（ヘク
タール）
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地 積

||≦職'．
地 積
（ヘク
タール）

｜
排
区 ｜

’

霞’

’
’
’
’
’
’
１

称
、
橋
橋

平
ノ

名
業
三

水
韓
砂

（ヘク
タール）

置位

足立区千住桜木町地内 0．40
墨田区吾蠕橋3丁目地内 0．44

足立区千住曙町地内 0．60墨田区竪川4丁目地内 0．47

’｡“墨田区隅田町1丁目地内

■
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
画
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

中央区新佃島東1丁目地内 0．50

島
一
島

11Ⅱ

月 墨田区吾蠕東5丁目地内

２
７
６
４

０
０

中央区新佃島東1丁目地内 0．05

｜越中島 江戸111区平井1丁目地内江東区深川越中島町地内 0．08

■
ｒ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
画
Ｄ
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

江東区大島6丁目地内

江東区南砂町5丁目地内

0．89

重雲|江東区深川8号埋立地地内｜as･

木場|江東区深川豊住町3丁晶内｜・ ”

町

0．88

|・"|’ 浜｜足立区南堀之内町地内 0．70
村 板橋区小豆沢4丁目地内 鹿

士心

小

｜

’

足立区宮城町
宮 城 小台処理場構内志

ｌ
’

|』‘…‘丁貫遡”茂 0．70

二

’’'三 |’

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

子|北区豊島2丁員地内台 0．47

’ 畑 大田区西六郷3丁目地内 0．06

0．71

声・
I可

州|品川区大井鮫州町地内|鮫
0．54

森

I 郷|大田区甫六郷‘丁固及”2丁目地内“'''｜
平和島’

品川区大井北浜川町地内 0．16

垂
、

ニ
ノ

I

大田区平和島地内 ||””’ ’大田区羽田旭町地内 0，880．55

”’ ’’’0．50’ ’矢ロ|大田区古市町地内

(5)処 理 場

｜ﾙｰﾙ）
積

置 滴排水区域名 名 称 ’． 要

’

１
１

芝 浦

三 河 島

｜
’

主要施設等省略港区芝高浜町及び芝海岸通5丁目地内芝 浦 18．18

荒川区荒川8丁目地内河 島 18．49三 〃

l
l
l

砂 町

小 台

落 合

|森ケ崎

１
１
Ｉ

江東区南砂町9丁目地内 49．14

砂
小

町 〃

足立区宮城町地内 9．47台

″
″

’新宿区上落合1丁目地内 7.“落 合

森ケ崎 ｜鑓"’大田区森ケ崎町及び京浜三区埋立地地内

I

〃

’
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第3昭和36年3月29日建設省告示第815号都市計画下水道事業の執行年度割を次のように変更する。

３第
変
１

号

日
“
“

再
認

詣
省
示

和
設
昭
建
告
１回
更

２第
変
Ｉ
１

６

号
合
９
５
８
３
６
７

［
月
砺
５
４
８
１
４

輻
鐸
」
吟
１
２

稚
鑑
示
費
詔
御
恥
岬
如
皿

０
４
４
７
６

噸
唇
嵯
宿
業
⑲
銅
沌
醗
垂

回
更
１
２

１
事

第
変

１

号２

［
月
”

３
Ｌ

年
第

切
省
示

和
設
昭
建
告
１回
更

４第
変
１

号

月
唱

蒋
評

妬
省
示

記
省
示

和
設
昭
建
告
１回
更年 年

次 度
｜

’

合
％
５
２
７
３
２
６
５
０

色
●
●
●
●
ｂ
ｇ
Ｕ

２
２
３
５
幻
以
璽
豹

歩

円
印
拓
氾
皿
“
帥
印
卵

費
千
〃
ｐ
ｐ
拙
”
〃
タ
ｐ

Ｏ
４
４
７
２
９
６
４

９
３
４
４
３
０
７
７

業
４
４
７
０
０
９
４
７

１
１
１
１
１

１
２
２
４
７

事 合
％
２
２
３
５
９
３
９
３
９
５
５
４

も
句

●
①

む
ら

０
０
０
０
０
１
１
３
４
５
１
２

歩
１
１

費
調
裡
岬
皿
如
恥
裡
偲
錘
皿
皿
皿
皿

釦
蝿
秘
唖
哩
呼
、
皿
詔
皿
皿
皿

業
‐
，
，
，
，
，
，
，
‐

１
２
２
４
７
０
２
５
７

１
１
２
２

事

６

今
口
、
／
７
５
５
６
９
９
２
３
４

Ｃ
Ｇ

。
■

■

１
１
２
３
６
９
４
７
２

歩
１
２
３

円
“
妬
沼
皿
“
釦
堅
叩
、

費
千
〃
ｐ
ｐ
栂
夕
〃
』
ｐ
ｐ

Ｏ
４
４
７
２
９
１
０
０

⑲
網
私
“
鴎
”
”
皿
印

業
‐
，
，
，
，
，

１
２
２
４
８
９

事

詔
調
釦
釦
詑
詔
誕
妬
鎚
鋤
兜
説
⑩
剣
娼
網
“
矩

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
哩
喝
叫
唱
胎
”
喝

3,000,000 33.3

1，057，710，11．8

皿
皿
皿
皿
皿
池

，
ｊ
Ｊ
Ｔ
ｊ
Ｊ

皿
皿
皿
皿
皿
唾

７
ｊ
ｊ
ｌ
７
，

塑
塑
塑
加
肥
哩

０
０
０
２
３

■
①
■
■
●

２
２
１
９
７

１
１
１

5．6

計|',000,000l10ool",,10-0541100 O11''340,2081100 。 217,716,290110○ 0

(注）なお，本計画は，東京都区部面積約70%に相当するが，残りの地域に対しても，昭和48年度までに

完成すべく計画が進められ，引続き都市計画決定を得るべく準備が進められて、､る。
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第4章 下水道事業経過

第1節 下水道事業認可関係

１
１

明治37年2月東京市区改正委員会は中島鋭治博士を臨時委員に推し，東京市下水道設計調査を委嘱し

た。博士は鋭意調査に努めた結果40年3月その成果を得，右報告書を委員会に提出した。同委員会はこれ

を設計，財源及び衛生の3部門に分ち審査した上，41年3月内閣の認可を得，ここに初めて本市改良下水

道事業の確立を見るに至ったのである。かくして翌42年市会は工事費半額国庫補助詮議方意見書を内務大

臣に提出し44年5月に至り内務，大蔵大臣より第1期事業（工費6,130,000円，自44年 至48年5カ年継

続）の認可を得，直ちに下水改良事務所を設置して事務を開始することとなった。然しその後，降雨量，

交通量その他諸般の状勢の変遷から原設計一部変更の要を生じたので，新たに下水道工事顧問会を置き総

工費を6,300,000円，継続年限を大正7年度まで延長する計画を樹て，大正2年11月内務，大蔵両大臣の

認可を得，第1期下水道改良工事に着手するに至った。その後約50年間，いくたの工事が行なわれたが，

戦後は昭和25年に都区部の大部にわたる東京都市計画下水道を立て，これを基本として事業を執行してL、

たが，昭和37年3月，荒川以東と練馬大部を除く区部約70％につ↓､て都市計画決定を得（32～45年度)，

これにより鋭意工事中である。

第1期下水道改良工事以来の事業の認可関係その他を表示すればつぎのとおりである。

都市計画事業並
執行年割認可

年月日|番号

‐副ヨ割引－１ｊｌ‐「Ｉ

’
都市計画認可築 造

事業名
年月日

認
一
番

年月日|番

緊区改時）
‘…‘|噌
明

ロ

ラ

の区２
部

第
大

４
２
４
１

明
大
自
至

円
皿

皿５

戸
写
ニ
ホ
ロ
ラ

嘔
生
ロ
露

３
省
’

第
務
第

丙
内

、
ｌ
ノ
９
１
９

正
可
２
．
３
２

改
３
皿
３
３

区
４
ｚ
Ｑ
ａ

柿
毘
呼
大
同
可

ロ
ラ

－’第1期下水道
改良工事

批
32

-|2'szo'0．01:3:鴎区の下水渠一部
速成工事

同
同

(緊区改寄）
大3．5．

同

第2期下水道 一同 同 大9
改良工事

大13
同I3

大 同13

曾辮悪 一…|噌籟饒
昭

継続都市計画5．9．13内務省東衛同 同 大14
速成工事 第1,402号 昭3

舵|鴎区の

｛
国
軍
圭

-,20,000,00012．8

修
造
受

改
築
を

川
み
可

千
の
認
く

失
帯
日
京
所
区
市
面
の

焼
一
，
，
本
各
く
方
区

災
町
田
橋
，
川
除
各
２
部

震
下
神
本
僑
深
を
内
第
大

２
６
４
９
４
９

・
大
昭
大
昭
大
昭

自
至
自
至
自
至

５
１

２
９

３
６
９

０
４

４
５

２
７
４

０
５
２

４

示
号
号
号
号
号
示
号
号
号
号
一

生
口
ね
”
％
“
刀
生
ロ
如
露
弱
”

省
１
６
７

省
１
１
１
２

務
第
第
第
第
第
務
第
第
第
第

内
内

１
才
”
豹
頭
瓢
皿
麺
喝
麺
－

４
０
２
３
３
３
８
９
８
４

１
１

３
３
３
４
５
６
４
３
５
９

１
１
１

１

大
同
同
昭
同
同
大
昭
同
同

一
不
ロ
言

管渠移転工事’ 一
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都市計画事業並
執行年割認可

年月日|番号

認 可 施行

事業費 年度
’

築 造 認可

年月日｜番号

都市計画認可

年月日|番号
事業名 地域｜備考

1
大

一13．12．26

円
区劃整理

下水道応急
整理工事

失業救済工事
昭和2年度昭

失業救済工事4．
昭和3年度

失業救済工事4．
昭和4年度

600－’1

内務省告示
第795号

同

同 昭

355

461

932
|内議蕊同
内務省東衛|同
'第1,087号’

3．

11．

７
５
２
１

30内務省告示1
第20号

内務省告示
11 第140号3
13第159号

内務省告示
11 第140号8
29 第257号
'’ 第76号

5．1

｜

内麓省蕊衛|厨
｜

'同昭和5年度
速成工事

5． 11． 25 大14．

昭5．

８
８ 000

’第593号

3.21内務省東衛同
3．31 第 2号

第1,191号

3231内務省東衛伺

第2改良
速成工事

同

８
２
４

白
日
▲

●
●
●

４
５
８

大
昭
同

●
Ｐ

６
８ 250

務省告示
第140号
第76号

失業救済工事
昭和6年度
（冬 期）

7． 同 大14．
昭7．

８
４

１
１

１
１

500

第83号

'2.231内務省東衛同
’第’’''2号

内務省告示
11 第140号
27第81号篭纐蒙|”

継続都市計画9．
完成(第1期)’1．
工 事

同 大14．
昭8．

８
３ 476

｜

’

当初
託,5“，

000

，処
2,000,

000

追加認可
を得

１
１

内
８
第
内
９
第

務 省
東 衛
,119号
務 省
東 衛
,536号

８
０
７

昭
同
同

ｌ
同 務省告示

第251号
第2“号
第227号|”

３
３ 31

31

８
４
４

12

16

23

5“

,"|鶏蕊｜， ~ へ辱口

大
大崎町下水道13
事業(第1期）

794

'二"， 内務省告示
24 第327号
20第218号
1O第麺8号

弱|鶯潔
2’ 第235号

第284号｜

内務省告示’

鱸鰯’

昭
大崎町下水道5．
事業(第2期）11．

|内務省2東 内務
24 第
20 第
19第

昭 省告示
鑓7号
218号
280号

昭
同
同
昭
同
同
昭
同
昭
同
同
昭
同
同

甲
■
■

２
４
４
２
４
４
２
４
Ｌ
４
４
ｚ
ｚ
５

１
１

寺
！
▲
●
Ⅱ
▲

■
●
や

３
９
０
ａ
Ｌ
４
汎
乳
ａ
２
ｑ
３
５
＆

１
１
１

１
１

１

798８
９
０

号
東
号

９
０
２

５
１
９

９
省
第

第
務
衛
内
衛

９
６

９
３
２

●
●
■

２
４
４

１

9．

’

2 118

阜水恩事璽'．
内 務省
5 束 衛
第1,562号

哩雰|噌
省告示
250号

省告示
37号

省告示
18号

218号
281号

省告示
3記号
244号

一’

5．23 5

内 務省
6 束 衛8
第1,136号

内務省4東5
衛第451号9

10

西巣鴨町
下水道事業 4''

3．318 9102

’ 務
第
第
第

内
１
１
１

釦
却
沁

Ｌ
４
４

１
３

示
号
号
号
示
号
号
号

生
口
肥
田
馴
生
口
塑
“
雛

省
２
２
省
３
２
２

務
第
第
第
務
第
第
第

内
内

釦
麺
妬
型
お
い

巣 鴨 町
下水道事業

'内務省
衛第4

1鳥篭

内務省
術第7

5． 3 18 273

務
第
第

内１
２
２
●
①

２
２
１
１王 子 町

下水道事業
3束
23号

3．254． 由
■

３
５

7|皇瀦|聰王子％
135

尾久
事業W騒需|‘ 篝’

1．31

'4sl皇鮮|唄蟄關
077－ 1

一一

－－
－－ 一一一一一
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認 可

号 事業費

施行

地 域
年度

｜

’

認

並
可

業
認
事
割

一麺年

一際

築

’
都市計画認可

F月日｜番 号

造

認
一
番

可
一
号 |"￥事業名

年月日｜番’ |番年月日年月、 日｜

部残上同７
５

昭
同

自
至

円
卸
０５

示
号
号
号
号
示
号
号
号
号

諾
刀
率
理
型
謡
麺
率恋狸

務
第
第
第
第
務
第
第
第
第

内
内

皿
９
璽
喝
”
”
型
、

①
■
●
凸

Ｌ
４
１
４
４
４
４
５

４
４
４
４
２
４
２
５

乱
Ｌ
Ｑ
ａ
ｏ
ａ

尻
２
４
４
５
１
４
８
９
”
１
１
１
１
１

１
１
１

１
１
１

昭
同
同
同
昭
同
同
同
昭

一
不
号
一
不
ロ
ラ
一
不
ロ
言

生
ロ
万
生
ロ
串
生
ロ
“

省
省
２
省
２

務
第
務
第
務
第

内
内
内
内
内
９

１
１
１
１
１
訓
刎
調
ｌ
ｌ
ｌ

調
４
２

４
２

０
０

３

召
７
同
５
同
７
同
７
同
５

日

東
号
省
衛
号
衛
号
衛
号
衛
号
省
衛
考

誹
皿
鰊
》
務
東

６
弱
”
東
唱

省
第
務
東
制
省

務
務
第
務
１
務
１
第

内
衛
内
５
第
内
内
第
内
第
内
心

５
釦
３
釦
９
３

７
５

０
９
２
３

１

昭
７
昭
６
昭
３
昭
７
昭
８
昭
皿
一

町下水道
(第2期）

尾久
事業

ミ
南
暮
島
業

住
町
下

千
里
町

日
河
事

，
三
》
追

町
，
水

大久保町下水
道事業（第1
期）

昭
大久保町下水7．
道事業（第2
期）

昭
滝野川町8．
下水道事業

昭
郊外下水道11．
事 業
砂町系統の

部
吾蠕排水区

大

千住町下水道11．
事業(第1期）

昭

千住町下水道2．
事業(第2期）

都市計画
下 水 道

大久保町下水
道事業（第2

〕内務省東衛7．10．4
第1,007号

同 「
ｦ内務省東衛7.10.41
第1,249号

｜，同

'|内務省5.3.291
''0束衛
’第 2号

2内務省9東
衛第945号

81内蔦雛'凰凱2‘
同
25．7．10

（変更）
28．10．12

同
37．3．31

号
示
号
号
号
号

生
口
汀
印
印
弘

２３２
省
２
２
２
２

f住町下水道|をユ内務費,東｜

職;""灘噸鰯
“

妻業(第1期）

昭

千住町下水道2．12．
事業(第2期）

”・設曹篝示風"“建謹富害示乳｡..:5｡｡66｡'1自略z‘部市計画 25．7．10第740号昭28.10.12第1,358号 ，0001至同31
下 水 道

（変更）建設省告示（変更）建設省告示 自昭28
28.10.12第1,358号昭33．3．31第983号 至同34

筐::鴛:：蕊｜
同 建設省告示
37．3．31第1,092号昭37.3.31第1,092号217,716,自昭281新荒川以

000,0mi至同451西

昭
自昭32

自昭和32年…11"33東計 |"｡""至厨鋼至昭和41年 第47号
下 水 道昭

"a2'"｡,'

昭和32年
既定区域
を100%
新区域を
45.5％施
行に変更

一一一
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第2節 施行済の事業

東京都市計画東京市下水道

’ 竣工額 竣工延長 施行年度事 業 別 ｜予算額｜竣工額｜竣工延長｜施行年度’ 摘 要

円

’
000.m0

円

|浅草区‘下谷区の大繍,本郷属，
神田区の一部並びに田町和泉町ポ
ンプ所及び三河島下水処理場竣工

｜

'

m

818第1期下水道改良
工 事

年
年
４
２

４
１

治
正
明
大

自
至15,000, 14，618， 123 135，

’

下水渠一部速成工事 2,520, 0“

年
年
年
年

５
９
９
２
１

正
正

大
同
大
同

自
至
自
至

2，497， 989 山の手及び下谷方面芝区の内雨水
氾監箇所に対し施行

麹町区，日本橋，京僑区の一部並
銭瓶町ポンプ所の一部施行，震災
の為打切

焼失区域一帯並びに芝浦，銭瓶町
木場，業平，三ノ橋各ポンプ所，
砂町下水処理場

震災後区劃整理に伴う第1期区域
内下水道の移転整理

震災後区劃整理に伴う第1期区域
内，既設計下水道の整理

山の手方面雨水氾濫箇所に対し施
行

〃

87614,

第2期下水道改良
工 事

釦.0“， 000 4，311， 283 35, 115

帝都復興下水道改良
工 事

40,211, 321 自大正12年
至昭和6年

39,“3，
4531

1518

280, 057

管渠移転工事

下水道応急整理工事

9112，454， 2，310， 自大正14年
至昭和5年

自大正15年
至昭和4年

自昭和2年
至同 3年

昭和3年

102, 567

1,6m, 000 948， 402 30, 465

1

1失業救済工事
（昭和2年度）

〃 （昭和3年度）

355， 108 340， 415 5182， ）
２
３

．
７
６

）
４
５

１
９
，

］
４
７

１

461, 624 428, 477

〃 （昭和4年度）

昭和5年度速成工事

1，932， 4“ 自昭和4年 全市域に亘り雨水氾監箇所に施行
至同 5年

自昭和5年 同並に急施を要すべき箇所に施行
至同 7年

自昭和6年 〃
至同 7年

自昭和7年 〃
至同 8年

自昭和5年 同並びに芝浦ポンプ所の拡張
至同 8年

自大正'4年 全市域並びに急施を要すべき箇所
至昭和9年

1,711, 4“

3,000, 0“ 2．674， 854 39，619

失業救済 工事
（昭和6年度）

〃 （昭和7年度）

5“，

皿
皿

455， 538 12，285

500, 461， 219 8，516

昭和5．6．7年度
第2改良速成工事

継続都市計画
速 成 工 事

継続都市計画
完成下水道改良工事

8，250， 000 7，561， 665 120,534

5，740， 695 5,600, 286 33，792

38,500, 000 白昭和7年
至同’9年

27,688, 297 同市域内下水道の内ポンプ所下水
処理場の完成管渠残部の約5割

336,689

計 141,026,119 111，211， 979 1，174，886

0641

1
下水課以外にて施行 昭和19年度 復興局・府・市・道路改修施行せ

るものの工費推計による

9,905,064 9,905, 247,700

全 市 域 合 計 ’順'"'h!'"｡4311 』22,586
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東京都市計画郊外下水道

“ ”｜予算額|竣工顔|竣工延農|随行隼庭｜“ 要

円

’746,263

円

263

m

24,812 市域併合以前旧大崎町地内に施行自大正13年
至昭和6年

自昭和5年
至同 7年

自昭和3年
至同 6年

昭和7年

大崎町(第1期工事） 746,‘

同 （第2期工事） 273，

大 久 保 町 408,
（第1期工事）

〃 （第2期工事） 4，

高 田 町 527，

西 巣 鴨 町 68，

巣 鴨 町 674，

王 子 町 731，

尾久町(第1期工事） 779，

〃 （第2期工事) 10,

東部下水道町村組合 837，

千住町(第1期工事） 507，

〃 （第2期工事） 819，

臨時部下水道 27，
千 住町工事

継続郊外下水道 ’5,8“，
改 良 工 事

’
273,369

408,763

20,246”

763

743

407

8頭

〃

市域併合以前旧大久保町地内に施
行

10,066

〃

市域併合以前旧高田町地内に施行自昭和5年
至同 7年

自昭和6年
至同 7年

自昭和3年
至同 7年

自昭和3年
至同 7年

自昭和2年
至同 7年

昭和7年

10,669

市域併合以前旧西巣鴨町地内に施
行

市域併合以前旧巣鴨町地内に施行

68,829 514

27，998982 674,982

市域併合以前|日王子町地内に施行

市域併合以前旧尾久町地内に施行

731，194 10,826194

27，731779，144144

196

9,034

13，149

28,019

703

O印‘ 10,050 〃

驍齢綱蛎里，三河島，
市域併合以前旧千住町地内に施行

自昭和6年
至同 7年

837,842

507,995

819,870'

84

199 自大正10年
至同15年

自昭和2年
至同 7年

昭和7年

自昭和7年
至同’9年

869 〃

千住町（第2期）残部市域併合後
旧千住町地内に施行

皿
皿
伽

23,355

新市域内旧町村･にて施行中のもの
を引継ぎ且市域併合後一部追加施
行す

5,440,595 285，1971

469,1601，854，401計 22，217 2，

I

府，市道路に伴い施行せるものの
工費は推計による

昭和19年度下水課以外にて施行’2,228 56,3012,228,612612,

新市域合計24,446,062124｡083｡0131525,461｜ ’
総 計 175,377,2451145,200,05611,948,047

備考 継続都市計画完成下水道改良工事及び継続郊外下水道改良工事は，戦時に際し昭和'9年度限り国庫補助

中止となったため同年度限り工事打切とした。
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終 戦 後 施
ザ －

1丁

事 業 名 予 算 額 決 算 額

下水道復ロ”｡"．，品｜”｡"亀｡用｜
計 15,795,0001,5,795,0001

竣工延墨|施行隼“
里i瑠廻･-碁ゞ
一’

年度 備 考

年度 戦災箇所及び戦時未補修の
－23 まま機能低下または停止を

みた箇所を復旧

一’23年度で完了

潔謡蕊轤蕊管移21

22 〃

23 ，〃（事業名変更）

24 〃

25 〃

26 〃

27 〃

28 〃

29 〃

30 1 〃

31 ， 〃

32 1 〃

旧
設

復
移

道
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

渠
水下
管

、
叩

０
０

6，615， ”0 5,106, 2，262

900, mO

OOO

:閑’
6661

…
QQol
oool
“0

900, 569

8,550 8,500,

15,500,

000 2,090

15,500, 000

4“

844

2．614

”'5m， 25,402 8，286

タ
ー
フ
ー
，

皿
皿
皿
皿
皿

０
６
０
７
５

４
５
６
５
８

３
３
，
，
，

39，129， 9，649

55,245, 816

２
●

９
５
５
３
５
２

４
０
１
４
２
３

６
８
４
２
１
８

９
３
３
，
３
Ｊ

１
１
０
６
３
２

１
１
１
１
２
１

58,017, 088

，
３
１
，

８
６
２
６

２
７
９
５

８
７
９
４

１
Ｐ
，
，

副
汐
翠
配

１

'3',''5,"s1
95'000'0001
593,260,9951550,854,0051]11,55121計

’ |｡1-2&|既存設備の改良増補下水道増補改良

計

82,500,0001

82,500,0001

21，473，830

21,473,830 ｜ ’謎
皿
皿
皿
皿
皿
鐸
軸
皿
皿
碑
鋤
即
効
皿
皿

塞
皿
皿
皿
皿
皿
鍛
訊
画
趣
飼
珂
碑
恥
皿
皿

良
加
釦
沁
韮
知
妬
蝿
画
到
却
郵
池
哩
函
琢

改
上
補
む
く
く
く
く
，
２

増
含
同

下水道拡張
下水道施設を拡張する

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

０
６
３
５
７
９
７
４
４
１
３
５
９
９
３

”
妬
弧
”
託
駈
和
銅
”
錨
鎚
記
娼
奉
“

夕
，
７
１
分
，
，
７
，
７
夕
，
夕
，
７

５
３
６
４
２
１
釦
妬
だ
皿
艶
帥
鄙
“
記

“
蛇
翠
喝
％
印
７
０
６
４
９
７
１
３
３

‘
，
，
９
，
，
，
，
タ
リ
タ
３
３
７
，

１
８
０
５
９
７
０
４
３
７
２
９
１
１
６

１
１
１
５
５
５
９
３
１
４
３
０
７
８
６

１
２
４
４
４
０
０
９
１
１
６

，
，
，
，
，
Ｊ

１
２
２
４
７
９

６
５
７
８
７
０

ｂ
凸
。
■
、

９
３
６
４
６
２
７
５
３
８
３
５
９
２
０

如
鎚
哩
記
”
”
記
切
切
記
心
湛
心
翫
艶

リ
タ
タ
タ
タ
ァ
７
Ｊ
，
７
７
分
ｊ
Ｊ

Ｉ
１
４
狸
〃
巧
翠
誕
湛
距
湛
”
串
刀

３
４
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃

’
I

3,179,200,000|

鯛鰡翻
(231,000,000)
8,010,000,mO

(410,000,000)
10,580,200,506

(538,010,506)

７

6

0

33,726,305｡84512,886,100,5821573,88&431
1

1 ’計一
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業第5章 営

第1節 営 業 一 般

昭和27年10月，地方公営企業法が施行され，都条例第82号により同法を下水道事業に全部適用し，企業

会計制度を確立し，これを機に上下水道営業事務が一元化され，上下水道料金一体の徴収が行なわれてき

た。

従って，昭和36年度における下水道関係の営業事務は，水道局営業部の指導調整のもとに支所・営業所

において行なわれたものである。

第2節 下水道使用件数

都は，戦後の急激な人口の増大そして産業の集中化に伴う都市環境衛生の整備拡充を計るため，重点施

策として推進してきた下水道建設事業により，処理区域及び排水区域の拡大によって下水道使用件数の増

加を桑ている。 ‘

なお，総使用件数の用途別内訳は，つぎのとおりである。

汚 水

昭和37年3月末

井水 道 汚 水

昭和37年3月末

戸

”“．|‘““地 区

－－－
件 件

数 11,5781 2,001

豐具|””“|ゞ”“
～一一～

業 種

別種
総

件 件
総 数’ 415,433 92,808

徴
収
件

’ ｜

’

手
動
井

専 用 2121，004一 般 用’ 387,927 85,020

併 用 1,0036，052営 業 用 20,879 2，811

浴場営業用 120

666

473

動
力
井

｜浴場営業用 138654

数

共 ’ そ の 他 4,049用 4，8395,973

水 洗 便 器

別｜個 数

個
491,522

種

大 便 器

’小 便 器 173，197
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最近7カ年の水道汚水徴収件数

～ ｜

｜
’ ｡’

業寵 計

数｜指年度 数件

’ ’
件 件

’ 件｜
妬9

597

623

魯鍵’
6431

件’
19'"51
9，530

8，“9

悪’
6，162

5，973

件’
833

881'

606

末度
〃

〃
〃

〃
〃

〃
年０

１
２

３
４

５
６

３
３

３
３

３
３

３

286.208 18．701 315 100

,9,'"|甲 307,588

327,076,

:麓:’
372,171

387,927

336, 106

19,218 355, 112

地 20 080 371， 649 117

20.588 387， 499 122

6521

1433引
20,677 399，642

1654

126

20,879 415， 131

件
乖
唾
睡
眠
恥
鈍
函

６
６

６
６

７
７

８
２

２
３

７
１

８
５

，
，

，
夕

，
分

，

件
2，116

件
諏

”
詔

汐
妬

”

件
9，678

8,910

8,097’

7,5071

件
珂
知

末度
〃

〃
〃

〃
〃

〃
倖

十０
１

２
３

４
５

６
３

３
３

３
３

３
３

１
１

１
１

１
１

１
74， 100

５
３

１
４

７
１

“
皿

零
⑲

銘
帥

，
，

，
，

夕
７

２
２

２
２

２
２

乙 9873，

208

963

001

106

808

74， 99

地 103

109

117

124

，
，

，
，

６
１

７
２

７
８

８
９

６
４

９
９

８
３

４
７

８

１
１

Ｆ

６
５

４

区

381

最近7カ年の井戸汚水使用件数

｜甲 地

動｜動

区
一
力

乙 地 区

手動動力
湧井

専用|併用浴場用|その他

手

専用
湧井

’|併用|浴場用|その他、

件
1,257

件
967

件
認’

1

件
釦
６

件
巧

件
０

件
調
１

件
904

件
妬 件

216末
〃

年
度
０

１
３

３

5， 1，

378

396

429

448

464

1，294 069 9456， 18 297I， 134 9241111 2

32〃 1，325 196， 156 395 130 928118

927124

1,0081128

3872， 2

33〃 1,308 1676， 633 25 1382， 455 2

1，3021 6，34〃 221 3， 136 501 028 218

35〃

36〃

1，11716， 0941 3， 573 596 0200

2121

1,024 12746

’1,00416， 052 473 3， 120 666 0

，ｱ51
1,00374
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支 所 別 徴 収 件 数 調
(37年3月末）

､…種別 甲
、～、

支所､、 徴収現在数

乙 地 区地 区

便 器
i件数 徴収現在数 井戸件数

大便謡｜小便器
件 件 件 件 件

11，578 491，522 173，197 92，808 2，001全支所’4,5,43＄鮮血
’中

II
40

７
７
２
８

６
２
５
８

７
７
４
５

，
，
，
，

６
８
７
０

８
１
５
１

189，211

53,230

103,906

32，075

811央

０
２
４
４

９
９
８
１

７
８
６
２

，

２
Ｌ

０
１
５
４

印
弱
艶
翠

，
７
１
１

６
２
８
５

２
４
５
２

１

堅
一
妬

中 央
鎌倉河岸
大 木 戸

妬
一
餡

５
２

’ 18

沁
露
肥
一

７
６
１

，
，

２
２

東部第一

東部第一
千 才 町
江 戸 川

媚
お
お
－

０
１
８

１

７
ｑ

ｌ
ｌ

237

露
調
弱
一

１
７
４

１

９
＆

５
５

珂
如
皿
一

３
２

５
５

，
，

口 ｜
’

18

二
４
謁
一
２

’’ 273

123

150

東部第二

東部第二
足 立
葛 飾

函
記
”
’

４
１
３

１
７
７

妬
巧
印

“
“
｜
’

８
８
７
，

５
５

和
銅
一
一

３
３

売
記
一
一

６
６
１
Ｊ

２
２

３
３

渥
氾
一
一

７
７
夕
，

７
７

３
３

１
，
１口

183

95

65

23

定
お
沌
翠

２
５
７
９

１
，
Ｊ

８
３
３

部

巧
唱
一
一

３
３
１
ヶ

６
６

西

万
万
一
一

３
３

１
１

“
“
｜
’

３
３

７
７

顕
錘
一
一

４
４

７
７

部
野
並

西
中
杉

I
380南部第一 10，583296110 737819

南部第一
荏 原
雪 ケ 谷
蒲 田

38010,583737 296

三

110

二

819

|’I
’ 194，310南部第二 80091 2，6642,424

｜

’

南部第二
目． 黒
渋 谷 19

45

4，265

一
沁
娼

８
８

｜
帥
詞

２
５

一
お
“

｜
印
銅

７
６

１

３’ 11

’’’ 334

331

3

北部第一

北部第一
神楽河岸
三 筋 町

麺
弧
弱
－

，
，

５
５

７
７
５
５

９
９
５
４

４
０
５
８

３
８
翠
璽

５駈
串
”
だ

０
６
２
１

，
，
夕
，

６
２
２
１

179，059

30,324

75，319

73，416

６
６
８
２

ｍ
釦
空
銅

，
？
，
，

５
５
２
７

６
３
７
５

１

’

４
１
３

５
３
２

７
１
６

⑩
”
“

２
３
８

，
，

４
３
２
２

’

口
北部第二

北部第二

王 子

12,023

”1

11,822

567

“
刀
妬

６
１
４

Ｊ

０
ｑ

ｌ
ｌ

８
０
８

６
４
２

６
６

９

２
ａ8

559

｜

’1



55

行 政 区 別 徴 収 件 数 調

(37年3月末）

、

’
甲

徴収現在数

地 乙 地 区区種 別

、~～ ’ 而…、
便 器

徴収現在数区

大便器｜小便器
件 件

411,522件’173， ,"件’
件 件

全 区 415，433 11，578 92,808 2,001

千 代 田

中 央

港

新 宿

文 京

型
ａ
“
垂
”

３
５
４
１
９

１
１
分
Ｊ
，

謎
謎
誕
塁
蛤

372

312

1,314

2，776

1，“0

弱
“
“
だ
記

１
７
９
６
３

１
１
１
，
９

妬
昭
鉛
”
印

，
，
，
，
，

５
ｚ
４
７
６

２
３
２
１
１

440

012

004

935

｜
’
皿
印
副

８
５

１

３

’
一
⑩
妬

246 3

台
墨
江
品
目

東
田
東
川
黒

２
８
９
９
１

３
９
０
１
６

４
４
８
８
７

１
３
，

７
７
５

５
２
２

６
２
５
０
５

７
５
８
１
２

１
１

１

１

１

73，416

32,641

26，544

737

816

84522，

10，

6，

｜
喝
一
師
一

３

７
３
３
５

９
７
８
４

４
２
５

Ｊ

２
ｑ

ｌ

213

835

296

280

大
世
渋
中
杉

田
谷
谷
野
並

｜
一
面
一
一

，

１

“

｜
龍
巧
諺

２
７
９

４
３

1，848

一
一
”
弱
電

520

田

島豊 35，316

11，822

37，772

201

5，301

23，841

15，1詔

399

記
豹
和
８

６
５
３

１

２ ４
５
６
１

２
９
５
７

３
４
６
１

１
１
，

０
０
２

３
１
３
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０
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０
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８
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第3節 下水道使用水量

生活水準の向上による電気洗濯機，水洗便所の普及や，産業・人口の集中，高層ビルの激増及び冷暖房装置の普及などから，水の使

用量は年,々増大しっ践ある。

36年度水道汚水の比較はつぎのとおりである。

36年度業種別使用水量表 （水道汚水）
(甲 地 区）

｜

’ 般 用｜営 業、、業種
､､

月Eu、

計

件数'&嵯豊
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６４１
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36年度業種別使用水量表 〔水道汚水）

(乙 地 区）

浴 場

使用水量｜
㎡’

930，177，

71,165

用｜営 業 用股

件 数
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"M."<
㎡
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第4節 下水道料金

下水道事業は，昭和27年10月地方公営企業法適用以来，水道事業とともに企業の経済性を発揮するとと

もに，その本来の目的である公共の福祉を増進するよう運営に努力してきた。その経理も，企業特別会計

により，事業の経営に伴う収入をもって充てるようになっている。

したがって，下水道料金は，下水道事業の基本的収入であって，その料金を決定するにあたっては地方

公営企業法の料金決定原則はもちろんのこと，下水道法にかかげられる料金原則がある。（1）使用者の態

様に応じて妥当なものであることc(2)適正な原価であること。{3)定率又は定額をもって明確に定める

こと｡(4)特定の使用者に対し，不当な差別的取扱をすべきでないこと，という趣旨により適正に算定さ

れたものである。

なお，これらの原則によった下水道料金は，戦後の経済状況に従って，めまぐるしく改正されてきた

が，昭和36年度におL､ては，31年1月制定の料金を，36年6月30日開会の第2回東京都議会定例会に提案

された上下水道料金等の改正に関する条例改正案により，7月12日に一部修正の上可決され8月分より実

施した。

この際，水道料金の合理的体系を確立するため，学識経験者を加えた水道料金及び下水道料金制度調査

会を設置して，業態別料金の不均衡を是正すること等の付帯決議がされたのである。

現行下水道料金は，次のとおりである。

下 水 道 料 金 表

A甲地区（し尿を下水道に流せる地区）

水道汚水｜水道料金の 3/10
井戸|浴場営業用|排出量'方立米につき4円50農
汚水|その他｜〃 〃 5円

B乙地区（甲地区以外の下水道地区）

汚水｜水道料金の 2/1･
浴場営業用|排出量'立方米につき3円

水 道

器|'個1月につき ”'］

井
汚

戸

水

水 洗

便 器

大 便

その他｜〃小便器｜〃 〃 3円30賎" 20n

第5節 料 金 徴 収

料金の徴収制度の適否は，使用者に対しても，また事業の経営にも重大な影響をおよぼすものであるの

で，上下水道料金の徴収にあたっては，常に同時徴収による制度をとってきた。

従って，納額告知害又は集金制度による毎月又は隔月徴収制度は水道料金と全く同様である。

昭和36年度の下水道料金の収入状況はつぎのとおりである。
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支所別下水道料金調定収入調

(昭和36年度）

収 入 未 収 入
種 別 調 定

’支 所 前年度未収繰越
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南部第一 64，988 30,046,701 152,817

南部第一
荏 原
雪 ケ 谷
蒲 田

64，988

二

30,046,701 152,817

二

田
一
睡
だ

４
４
９

３
も
＆

‘

３
８
４

３
７
５

１

４
ｚ
Ｌ

１
１

配
一
蛇
列

７
４
２

１

４
坐
ｑ

記
氾
師

，

４
ｚ
Ｌ

Ｉ
１

南部第二 21，315 14,282,606 72，177

南部第二
目 黒
渋 谷

二’
2''3151

一
元
卵

３
２
７
，

２
０

７
１
７
５
，
，

２
１
１

12，116

60，061

斑
潅
錨
釦

２
５
６
０

，
ラ
タ
タ

０
９
７
３

２
９
９
２

３
１

１

Ｊ

１

１

却
却
恋
恥

タ
ァ
タ
リ

２
５
３
３

５
４
４
６

４
５
４
４

１
，
，
，

５
４
２
８

０
０
１
８

５
１
２
１

３
８
０
５

記
的
記
”

夕
，
，
，

２
５
５
０

３
４
４
４

１
４
３
３

，
，
，
，

４
４
２
７

０
０
１
８

５
１
２
１

３
２
８
３

６
６
１
８

０
３
３
３

，
，
夕
，

沼
妬
叱
刀

２
９
０
２

，
，
，
夕

２
３
２
６

０
０
１
８

５
１
２
１

北部第一

北部第一
神楽河岸
三 筋 町

７
８
７
２

５
１
２
１

５
０
９
６

，
，
Ｊ
砂

９
０
６
２

７
５
３
９

１
５
４
１

Ｊ

３
３

５
８
７

２
８
３

９
７
１

Ｊ
１

１
１

８
８

琢
唾
型

２
２
０

９
，
，

”
ぬ
頭

５
易

，

４
４

北部第二

北部第二

王 子

前 年 同期

比 較 増 減

２
５
７

８
７
０

６
６

１

４
坐

４
４

９
５
４
５
ロ

６
３
３
８
ヶ

５
８
７
６
異

り
，
，

９
２
６
２
口

２
０
２
３
○

９
６
３
８
，

９

５
＆
ａ
‐

４
４
４
昼

１
０
１

５
１
４

２
９
３

３
ウ
タ

４
２
１

町
⑩
”

９

５
島

４
４

ｊ“
“
，
，

４
１

０
３

８
７

１
１

６
５

143,839,685

351，093，678

1,443,644,3271 1,430,991,946

356,825,1541 343,551,603

１
１

８
５

３
５
Ｊ
，

２
３

５
７
６
２
１
１

２
３

１
１
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第5節 排 水 設備

近代的な文化那市を建設するための要素はいろいろあるが，何といっても完全な下水道を施設し，衛生

的で快適な環境をつくることが第一である。それに，生活環境が清潔になれば，必然蚊。／､エ・寄生虫等

の発生を防ぎ，その他の悪疫の流行も予防できる。

本都においては，大正13年はじめて排水設備の設置をゑて以来，下水道施設の実施と相まって，排水設

備の普及は漸次進み，昭和15年には施設面積1,893.2ヘクタール，施設済戸数200,961戸，使用大便器数

95,582個に及んだが，第二次大戦の激化に伴ない本部における排水設備の施設数は急激に減じた。その状

態が昭和18年。19年に最もひどく，20年には極少を示した。昭和21年に入り僅かであるが排水設備の施設

数が増加しはじめた。戦災による排水設備の被害は相当ひどく，昭和20年の終戦当時は，戦災前の排水設

備施設済の最高戸数の約5割の減少であったため，その復旧にはかなりの日時を要した。

しかし，戦災復興計画に沿って下水道の応急復旧工事，増補改良工事が実施されたので，排水設備施設

の成績は着禽と上昇し，昭和23年には一応，戦前の排水設備済最高数なみの回復がぷられた。

昭和24年には5カ年水洗便所助成改造事業（昭和24年～28年）を計画し，甲地区告示区域内のくゑ取り

便所110,000個を水洗化する目標で，水洗便所助成規則(昭和24年8月）を制定し，助成金（大便器1個当

り改造費の一部4,350円）を交付し実施したが，昭和28年度末には目標を上廻る成績をおさめて完了し，

その後もひき続き実施中である。

水洗便所助成状況表

｜
'

塵I 行 済施改 造 計 画年

個
蕊
鍵
酩
迦
理
遜

０
７
０
４
４
８

１
３
２
２
２
１

１
１
，
，
夕
９

１

個
10,000

25,000

25,000

25,000

25,000

110,000

度
度

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃

年
計
年
計

和
小

″
″
″
″

昭 ４
５
６
７
』
８

２
２
２
２
２

10,400

9,032

9,997（内1個は全額助成）

9,821（ 〃 ）

7,535（ 〃 ）

9，977

7,165（内18個は全額助成）

5，761

188，614

15，000

15，000

10，000

11，389

12，000

10,000

12，000

9,000

204,389

日禾

″
″
″
″
″
″
″

召日 ”
和
訓
粟
記
弘
弱
記

’合

なお，助成金額は昭和34年4月より5,500円に増額し，告示区域内（甲地区）のくみ取便所の解消をは

かっている。

一一，
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水 洗 便 所 助 成 金 額 表

ゞ’年 金 額
円
麺
函
皿
迦

４
２
３
５

１
１
３
１

年
年
年
年

型
調
卵
弘

月
月
月
月

昭 和

〃

〃

〃

大便 器1個当り

〃

〃

〃

9

４
０
１

4

年度別告示面積・水洗便器設置数

水 洗 便 器 数
告 示 面 積

’大 便 器 小 便 器

ヘクタール

5，428．35

5，433．70

5，433．70

5，446.”

5，477．90

個
旧
釦
犯
釦
鰹

７
８
９
５
８

１
９
１
１
分

釦
鎚
拓
串
”

個
邪
郵
醒
翠
咽

，
う
り
〃
，

調
妬
釦
距
”

如
郡
翠
郡

24

釦
、
泥
哩
妬

む
●

３
８
６
６
３

“
鑓
”
印
詔

少
７
７
，
夕

５
５
６
６
７

25

沌
釦
顕
配
鑓

２
５
７
７
３

＄
＄
，
，
，

”
”
胆
弱
恥

１
１
２
２
２

５
２
４
４
９

釦
副
旧
妬
”

，
，
９
１
β

把
竪
顕
、
哩
１
１

記
”
．
詔
”

卵
釦
詑
謁
鍵
弱

嘔
釦
額
記
駈
弘

●
■
●
■

■
●

如
鍛
皿
錘
迦
麺

８
９
０
０
０
１

Ｊ
，
，
，
７
０

■
Ⅱ
哲
八
利
４
利
１

９
０
６
６
４
４

銅
ａ
％
“
妬
沼

，
，
，
夕
，
日

調
“
蝿
喝
如
錨

３
３
３
４
４
４

９
６
８
２
８
３

堅
銅
碗
調
顕
、

，
９
Ｊ
，
，
，

、
妬
緬
粟
弱
句

１
１
１
１
１
１

36 11，547．39 491,522 173，197
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区別告示面積・水洗便器設置数
昭和36年度末

示 面 積

’｜
別

－－－－
~言一読更

水 洗 便 器 数
告

大 便 器｜小 便 器

個個ヘクタール

’ ０
２
４
弱
緬

磐
、
、
９
２

１
Ｊ
－
７
１

あ
ぬ
型
”
焔

弱
⑬
“
だ
記

１
７
９
６
３

１
夕
，
，
，

妬
記
餡
”
印

千 代 田

中 央

港

新 宿

文 京

840．02

733．11

1，594．05

1,156.07

1，080．97

媚
喝
記
％

８
２
８
２

＄
９
，

２
０
６

２
１

６
１
４
７
６

１
４
４
３
１

４
６
５
７
８

１
３
，

３
２
６

７
３
２

東
田
東
川
黒

“
塁
婚
姻
“

車
■

卵
細
”
鉋
、

８
７
７
３

台
墨
江
品
目

280

2．79

1“､58

99．11

21．86
大
世
渋
中
杉

田
谷
谷
野
並

5”1，848

田

７
８
６
０

”
錘
釦
４

１
う
１

８
２
５

島 30,324

10,495

32,656

17】

971．01

954．07

862．92

21．44

豊

北

荒
板
陳

川
橋
馬

立
飾
川

388．69

足
葛
江

戸

計 491，522 173，19711，547．39

’

I

一
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第6章設

第1節管

備

渠

(1)下水管渠施設状況

管 渠

’
種 別

年度別 暗 渠（畑）

|枝線
人孔｜汚水桝数

ｍ
鋤

唖
麹

蛭
却

釦
畑

嘔
錘

謬
郵

認
罪

劾
理

分
，

，
刃

，
１

７
，

，
，

，
９

１
少

，
〆

く
印

印
豹

加
顕

幻
々

銅
麺

妬
如

％
顕

帥
印

９
９

９
９

９
０

０
０

１
１

２
３

４
５

６
１

り
，

，
，

，
〃

，
，

，
，

，
，

分
夕

総
－

１
１

１
１

１
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２

２
２

２
２

２
渠
咽
ぷ
ぷ
纈
錘
ぷ

く
１

１
１

１
１

１
１

１
１

ｌ

開

総数｜幹線 ｜

’

ｌＩｌｌｌｌｌ１１ｌｌ‐Ｉ！。‐｜
個

函
汕

涯
羽

理
芯

芯
麺

麺
麺

理
罪

妬
理

唾
，

り
り

，
，

９
Ｊ

，
，

，
，

分
り

？
，

⑲
⑲
⑲
印
印
印
顕
竪
弱
”
ぬ
“
旬
的
沼

個
咽

御
班

蝿
韮

却
碑

報
却

哩
理

皿
距

理
牢

，
９

１
，

，
分

，
９

Ｊ
９

１
‘

〃
ｐ

９
暉

唾
唖

堰
嘔

妬
画

唖
哩

麺
却

却
聖

郵
詔

７
７

７
９

銘
銘

鉛
緬

空
電

翠
堅

１
１

１
１

９
８

１
０

％
印

印
印

，
，

，
，

記
”

お
釣

９
９

９
９

１
１

Ｉ
１

ｊ
ｌ

ｊ
ｌ

度年副
空

調
竪

奉
記

”
お

”
釦

釦
顕

記
弘

顕
和召日

1，816，272

1,816,821

1，825，914

1,835,051

1灘::’、

1，972，878

1，999，458

2,035,756

釦
館
率

９
８

３

分
り

，
，

，
〃

，
，

３
分

，
塑

記
才

調
釦

釦
釦

釦
妬

諏
妬

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１

２
２

２
２

２
２

２
２

２
記
銘
鎚
妬
弱
お
鍋
弱
弱

夕
‘

９
７

分
，

，
，

９

Ｔ
ｌ

１
Ａ

利
１

屯
１

１
入

１
４

Ｔ
ｌ

で
Ｉ

１
１

利
４

朴
１

１
人

利
１

１
４

で
１

勺
１

１
１

利
１

錘
釦

唖
理

唖
池

率
亜

率
８

２
９

２
８

３
２

１
５

１
，

，
２

，
，

り
，

７

”
餌
”
“
哩
奉
竪
掲
砲

１
１

１
２

２
２

２
２

２
Ｊ

＄
９

，
Ｊ

，
タ

ー
，

睡
却
吻
叩
恥
唖
壺
却

，
，

，
，

，
，

夕
，

別
叩
鍋
汐
顕
沌
観
刀

０
１

１
２

３
４

５
６

１
１

１
１

１
１

１
１

２
２

２
２

２
２

２
２

096

901

994

9941

２
２

０
１

錨
璽

妬
鎚

’ 10,052

区別管渠施設状況 昭和36年度末

｜

’

下

汚水桝

個所

水 道

|人孔 ’数

（畑）

76ｱ,8821

ｌ
｜；

Ｊ
｜沈
線
く

渠
枝

２

１
詞

銅
矧

測
謝

謝
ｌ

鶏
調

劉
割

ｌ
｜

｜
線
，
，
，
‐
‐
，
‐
，
，
，

仰
空

６
垂

心
刻

如
４

７
２

３
８

４
２

１

｜
｜
幹
一

区名 暗
渠 人孔

(畑）個所

告示面積

（鯵）

開

|総
’2，

幹｜
｜

’

総

数
一

“
趣計

千代田
中央

港
新宿
文京
台東
墨田
江東
品川
目黒
大田
渋谷
中野
杉並
豊島

北
荒川
板僑
足立
江戸川

鈎
陀

皿
鮪

的
ｗ

“
竪

嬉
銅

函
汐

記
皿

距
、

飯
蛇

“
印

●
●

■
●

●
■

ｄ
ｇ

ｃ
ａ

ｅ
■

■
Ｆ

●
ｑ

■
申

。
■

却
却
函
理
唾
唖
却
油
池
翠
ｍ
２
錦
豹
、
輌
理
錘
郡
麹

１ １

１

１
Ａ

１
１

ｌ
△

，
，

ｐ

ｌ

１
５
９
７
２
５
７
７

７
７
９
５
４
１
８
７

９
４
５
９
８
４
２
４

１
，

，
７

，
，

分
，

５
５

５
７

７
７

８
５

７

2,764, 3,40 〃
夕

９
，

３
，

日
夕

加
副
翠
釦
釦
記
加
詑

却
醒
錘
恥
娠
邪
麺
唖
寒
猛
唖
恥
銅
亜
加
盟
恋
唾
翠
率

，
，

，
７

Ｊ
，

，
ｊ

ｆ
－

夕
ｌ

，
９

３
，

，
９

麺
型
弛
乖
韮
評
垂
唾
釦
２
７
３
８
６
８
９
１
４

４
２

釦
巧

ｍ
Ｉ

６

，
，

，
タ

ー
リ

ー
，

ｐ
，

１
１
１
８
５
９

２
２
０
２

詔
塾
釦
訂
認
頭
麺
鳩
８

3，772

1，624
19,"1

8,鑿’
6241
881
171

512

7871
233，
423

1441
417

277

623

2

５
０

４
３

８
９

３
１

錘
”
哩
汐
哩
喝
“
駈

り
，

，
，

，
７

６
３
１

４
７

１
２
１
２

‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
１
１
１
■
１
１

１
１
１

‐
１
１

‐
Ｉ
ｐ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

１
Ｉ
Ｉ
■
１
１
１

恋
恥
姻
亜
冠
認
秘
唾
翠
聖

７
３

８
３

８
９

１
４

夕
，

，
〃

‘
，

，
，

４
２
、
巧
記
１
６

｜

’ ’
1，

鰯’
'391
“3

謡’
861’
20

3,404 ，
，

，

６
５

６’
1， 6

一 一
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(2)管種別内訳

別 大 き さ
昭 和 36 年 度 末

種 ’

合割長(汎）延

３
７
５
０
５

飴
加
鮨
ａ
粥

■
■
？
■
●

０
０
０
０
０

上
下
以

以
〃
〃
況

伽
Ｃ

鄙
０
０
１

４
９
４
４
１
１

1,834,270

572,536

151，978

27，411

2，586，195

円 形 管 内径

〃 〃

〃 〃

〃 〃

計

馬 蹄 形 渠 巾

〃 〃

〃 〃

。：。’”
〃 〃

〃 〃

計

0.006

0．017

0．002

0．025

15,306

48，134

4，778

68，218

'50”以下

釦0 〃

301C側以上

0.008

0.018

0．008

0．034

２
６
６
４

“
“
記
〃

３
１
９
，

翠
副
型
”

150C例以下

3“ 〃

301Cm以上

0．001

0．002

0．003

0

3，404

4，907

7，684

0

15，995

150CW以下

301C例以上

渠

市
中
″

開

″
形
越
計

渠
渠

卵
伏

0.006

｜

’

1.0002,767,882計合 一

第2節 ボンプ所

（1）銭瓶町ポンプ所

所在地 千代田区大手町2丁目8番地

創 設 昭和6年3月

敷地面積 13,332㎡（4,040坪）

設置目的 千代田，中央両区の大部ならびに文京，新宿両区の一部の汚水を吸揚して，大手町幹線，

中段幹線，銭瓶幹線等により芝浦処理場へ送る。

計画排水面積汚水 1,440.19ヘクタール

計画人口 242,000人

計画排水量 晴天時4.259㎡/S(368,000㎡/D)
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別 形 状 其 他 数量製作所名 備 考種

巾
｝:識矩形高

径 1.22加

径 0．915加

径 0．600畑

長 12.15加
巾 6.10沈
深 7．62畑

巾
猫％馬蹄形高

長 21.33況
巾 5.18畑
有効水深 1.88畑
有効容量 207.7㎡

門型移動グラブパケツト式

ドル式S型 巾 1.88汎
機械掻上式高 2.424汎

目巾25”

電動機直結横 口径 4'0”
軸型両吸込式揚水量0.28㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 9.75沈

馬 力 "IP

ディーゼル ロ 径 400”

息鍾両溌驚水鳥oW錫》／
式渦巻ポンプ馬力 751P

電動機直結横口径 610”
軸型両吸込式揚水量o､70㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 9.75畑

馬 力 1401P

〃 口 径 810”
揚水量1.40㎡/S
場 程 9.55”
馬 力 2751P

入口阻水扉 月 島 機 械1

池水

″
〃
〃
集

１
１
１
１

″
″

集水池阻水扉

沈 砂 池

日立製作所2

2

揚 泥

炉 格

機
機 桜

三

田 機 械

機 工 業

１
４

汚水ポンプ ロ立製作所1

〃 1 〃

〃 3 〃

〃 ワ
ー 〃

径
量
程
力

〃 水
口
揚
揚
馬

810測例

1.40㎡/S
9．8畑

2711P

1〃 〃

』弓

昇 降 機

沈砂飾澄搬出機

荷物用 能力 1ton

フラットコンベア式

日本エレベータ

理研金属工業

１
１

（2）和泉町ポンプ所

所 在 地 千代田区神田和泉町1番地

創 設 大正11年8月

敷地面積 452.1㎡（137坪）

設置目的 国電山手線，秋葉原駅より御徒町に至る周辺，即ち台東区仲御徒町1，2，3丁目及び松

永町西ならびに千代田区花岡町等より以西の大部の汚水を吸揚し，浅草幹線により三河島

処理場へ送る。
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計画排水面積 汚水 47.60ヘクタール

計画人口 11,000人

計画排水量 晴天時0.138㎡/S(11,900㎡/D)

備 考’ 製 作 所 名形 状 其 他種 別

入口阻水扉

沈 砂 池

径

長
巾
有効水深

手掻上式
Ｓ
況
腔
伽
Ｓ
加
配

”
〃
唖
心
麺
劔
唖
巧

畑
叩
５
２

２
８
４

沈
況
加
郷
叩
怨
”
Ｄ
Ｊ

印
”
”
砲
生
２
ｍ
０
０

０
８
４
１

ａ
■
Ｄ
Ｆ

径
量
程
力
径
量
程
力

巾

巾
高
目

1格炉

1 |荏原製作所電動機直結
横軸型片吸
込式渦巻ポ
ンプ

〃

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

汚水ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

2 〃〃

（3）田町ポンプ所

所在地 台東区浅草日本堤2丁目1番地

創 設 大正11年11月

敷地面積 3,769.88㎡（1,142.39坪）

設置目的 豪雨時，台東区の大部，千代田区，文京区の一部より流集する雨水を吸揚し，山谷堀に放

流する。

計画排水面積雨水 259ヘクタール

計画揚水量 雨水量16.54㎡/S(992.4㎡/min)

量 製作所名 備 考種 ’ 形 状 其 他 ｜数別

｜

’

高 諾烈矩形巾

長 8.0"
巾 7．8沈
深 3．5那

手掻上式 高 2沈
巾 1.82加
目巾 75”

認機直結口径300噸込鶏騨驚水鳥o.198,f/S3．05畑

ンプ 馬 力 151P

灘蕊蕊蝿；
プ 馬 力 2mlP

３
１

阻 水 扉

沈 砂 池

6格炉

荏原製作所1補助ポンプ

6

1

雨水ポンプ 〃

’
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（4）山谷ポンプ所

所在地 台東区浅草橋場町3二丁目2番地

創 設 昭和29年3月

敷地面積 542.55㎡（164.41坪）

設置目的 地盤沈下のため，雨水放流不能となった荒川区南干住2，3丁目，台東区三の輪町，浅草

日本堤4丁目，浅草田中町3丁目，浅草山谷3，4丁目，浅草清川町3丁目，浅草石浜町

2，3丁目，浅草橋場2，3丁目方面の雨水を吸揚して荒川に放流する。

計画排水面積雨水 45.06ヘクタール

計画排水量 雨水量3.510㎡/S(210.6㎡/min)

数量 製作 所名 備 考

1 日本燃化機

1

種 別 形 状 其 他

入口阻水扉 高
巾 2粥矩形
長 11．0沈
巾 4．6畑
有効水深 1.75畑
有効容量 88.cwi

バケット・エレベーター式

手掻上式高 3．4沈
巾 1.95加
目巾25”

電動機直結横 口 径 700”
軸型固定羽根揚水量1.05㎡/S
式軸流ポンプ 揚程 43沈

馬 力 lOOlP

〃 口 径 900”

揚水量 1.8㎡/S
揚 程 4．1沈
馬力 1501P

デイーゼルエ ロ 径 900”
ンジン直結横揚水量 1．8㎡/S

鶏黙騨驚腎 梛

沈 砂 池

揚 泥 機

炉 格

守住土木機械

〃

１
１

雨水ポンプ 1 電 業 社

〃 1 〃

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃
1 〃

（5）橋場ポンプ所

所 在 地 荒川区南干住3丁目190番地

創 設 昭和13年3月

敷地面積 542.19㎡（164.3坪）

設置目的 荒川区南干住3，4丁目附近の汚水，雨水を吸揚し，雨水は荒川へ放流し，汚水は南千住
幹線により汐入ポンプ所へ送る。

計画排水面積 汚水32.17ヘクタール

雨水 32.17ヘクタール

計画人口 11,000人

計画排水量 晴天時0.090㎡/S(7,776㎡/D)

雨水量3.627㎡/S(217.62㎡/min)
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蕊垂|饗_企重宝”ゞ
鯛

】｜

‘’

．’
１
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
’
】
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
■
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

他其形 状別種

’

式
深
量
上

水
容
掻

効
効
械

高
巾
高
巾
長
巾
有
有
機

}:靴矩形入口阻水扉

::淵正方形
〃

沈 砂 池 10．0畑

4．0畑畑
３
ｍ
沈
沈
伽

４
６
２
４
１

・
５
ａ
ｚ
４

１

２
２

１
１

巾
巾

高
巾
目
高
巾
目

炉格機｜

炉 格 手掻上式

加
沈
”

２
２
５

．
．
２

３
１

荏原製作所口 径
揚水量0
場 程
馬 力

電動機直結横
軸型片吸込式

”
Ｓ
加
配
”
Ｓ
加
配

５
Ｊ
１
０
５
０
〃
ノ
８
７

”
３
肌
臥
１
輻
３
肌
２
２

印
”

０
４

●
■

０
０

汚水ポンプ

渦巻ポンプ

電動機直結横
軸型可動羽根
式軸流ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

雨水ポンプ
〃

1口 径
揚水量0．4
場 程
馬 力

ディーゼルエ
ンジン直結横
軸型可動羽根
式軸流ポンプ

450

00㎡／
2．8

30

〃

”
Ｓ
況
腔

〃

’’ ’

(6)汐入ポンプ所

荒川区南千住10丁目20番地

昭和16年5月

915.22㎡（277.34坪）

荒川区南千住10丁目附近の汚水，雨水ならびに橋場ポンプ所より送られて来る汚水を吸揚

し，雨水は荒川に放流し，汚水は南千住幹線により南千住ポンプ所へ送る。

汚水80.87ヘクタール

雨水48.70ヘクタール

27,000人

晴天時0.191㎡/S(16,500㎡/D)

雨水量4.829㎡/S(289.74㎡/min)

所 在 地

創 設

敷地面積

設置目的

計画排水面積

計画人口

計画排水量
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－

種 形 状 其 |数ゞ ’別 他 製 作 所 名 考

ゼネラル商会 雨水用

〃 汚 水用

入口阻水扉

〃

沈 砂 池

高
｜:訓矩形巾

高
：:::％正方形巾

長 14.m加
巾 2.50畑
有効水深 0．82汎
有効容量 28．7㎡
機械掻上式高 2．9況

巾 2．2加
目巾 41”

手掻上式高 2．9沈
巾 ’沈
目巾 25”

電動機直結横口径 250”
軸型片吸込式揚水量0.15wi/S
渦巻ポンプ 揚程 7沈

馬力 251P

電動機直結横口径 500”
軸型固定羽根揚水量0.50㎡/S
式軸流ポンプ場程 3．5沈

馬 力 401P

１
１
．
２
１
１
２
２

炉 格 機 雨 水 用

汚 水用炉 格

汚水ポンプ 荏原製作所

雨水ポンプ 酉島製作所

一

（7）南千住ポンプ所

所在地 荒川区南千住8丁目89番地

創 設 昭和9年3月

敷地面積 1,610.4㎡（488坪）

設置目的荒川区南千住5，6，8丁目一帯の汚水および雨水と汐入ポンプ所より送られて来る汚水
を吸揚し，雨水は荒川に放流し，汚水は南千住幹線により三河島処理場へ送る。

計画排水面積 汚水156.48ヘクタール

雨水58.00ヘクタール

計画人口 46,000人

計画排水量 晴天時0.299㎡/S(25,800㎡/D)

雨量水1.982㎡/S(118.92㎡/min)

I 数量 製作

2

2

種 別 形 状 其 ・他

所名｜備考
入口阻水扉

沈 砂 池

高
巾
長
巾

}:灘矩形
13．64畑

3．64沈

1．36況

67.5㎡
有効水深
有効容量

移 動 式

機械掻上式

揚
炉

泥
格

機
機 油谷製作所

浅 野 物 産

１
１

巾

高
巾
目

２×

沈
加

脆
廻
”

．
・
５

４
２
２

’
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他 数 量 製作所其状別種

’’｜汚水ポンプ 荏原製作所2機直結横
片吸込式
ポンプ

1_1 径
揚水量
揚 程
馬 力

,庖動
軸型
渦巻

450"肌

0.40㎡/S
4．55沈

351P

7“Ⅷ、

1.13㎡/S
3．95畑

901P

7“呪汎

1.08㎡/S
5況

1151P 1
2口 径

揚水量
揚 程
馬 力

電動機直結横
軸型可動羽根
式軸流ポンプ

〃

雨水ポンプ’

’
1口 径

揚水量
揚 程
馬 力

〃
電動機直結ディ
ーゼルエンジン

切替駆動竪型斜
流ポンプ

〃

（8）地蔵堀ポンプ所

所在地 荒川区南千住7丁目122番地

創 設 昭和24年3月

敷地面積 572.42㎡（173.46坪）

設置目的荒川区南千住7丁目及び三河島8丁目附近の汚水及び雨水を吸揚し，雨水は荒川に放流
し，汚水は三河島処理場へ送る。 ここ

計画排水面積汚水34ヘクタール

雨水25ヘクタール

計画人口 7,488人

計画揚水量 晴天時0.027㎡/S(2,333㎡/D)

雨水量1.0㎡/S(60㎡/min)

製作所名 備 考

一
形 状 其 他別種

入口阻水扉

沈 砂 池

共栄精機所
文 珠 興 業

式
”
Ｓ
況
呼
”
Ｓ
沈
距

沈
池
印
〃
６
℃
迦
御
銅
塁

閉開
５
０
０
５

動
加
況
汎
３
ｍ
蛇
押
卿
０
０

手
０
０
０
．
．
Ｏ

卿
０
０
９
３
２
１
３

径
量
程
力
径
量
程
力

癖
加
叩
■
■
Ｇ
申

皿
９
３
０
４
２

水
水

巾
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬

１

高
巾
目
横
式
横
根
プ

式
結
込
プ
結
羽
ン

直
吸
ン
直
定
ポ

癖
霊
上

機
片
ポ
機
固
流

効
効
掻

認
艫
諏
鶏

径
長
巾
有
有
手

１
１

1格炉

1 1水 野 組汚水ポンプ

2|荏原製作所雨水ポンプ

’
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（9）業平橋ポンプ所

所在地 墨田区吾蠕橋3丁目17番地

創 設 昭和4年7月

敷地面積 4,435.2㎡（1,344坪）

設置目的墨田区中部，即ち向島，吾蠕橋，東駒形の地域の汚水，雨水を吸揚し，雨水は北十間川に
放流し，汚水は業平橋幹線により，三ノ橋ポンプ所へ送る。

計画排水面積汚水302.00ヘクタール

雨水302.00ヘクタール

計画人口 83,000人

計画排水量 晴天時0.528㎡/S(45,600㎡/D)

雨水量12.228㎡/S(733.68㎡/min)

別｜膨伏其他 製作所名数1

L二
8

4

種

|安入口阻水扉

沈 砂 池

高
テ:鋤矩形巾

長 18.28沈
巾 4.55郷
有効水深 3.73"Z
有効容量 308.5㎡

バケツトエレベーター式

機械掻上式 高 5.44沈
巾 1.67畑×2
目巾 25”

電動機直結槙口径 500蝿
軸型両吸込式揚水量0.5㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 6．4沈

馬力 6O1P

〃 口 径 510”

揚水量0.45㎡/S
場 程 5．8沈
馬力 55IP

デイーゼルエ ロ 径 300"耐
ンジン直結横揚水量0.183㎡/S
軸型両吸込式揚程 6.5汎
渦巻ポンプ 馬力 271P

電動歯車掛横口径 1,140WW
軸型両吸込式揚水量2.83㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 3.2加

馬 力 1701P

電動機直結横口径 1,140""
軸型両吸込式揚水量 2.83㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 4．0沈

馬 力 2301P

電動機直結横口径 1,140""
軸型固定羽根揚水量 3.m㎡/S
式軸流ポンプ場程 3．0加

馬 力 1801P

傾斜路型 1ton

治川鉄工所

揚
炉

泥
格

機
機

米
桜

井商店

田 機 械

２
４

汚水ポンプ 1 立製作所日

〃
2 〃

〃
電1 業 社

雨水ポンプ 原製作所2 荏

’
〃

1 〃

〃 3 〃

｜

’
捲揚機’ 内外エ1 レベーター
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(10三ノ橋ポンプ所

所 在地 墨田区竪川町4丁目1番地

創 設 昭和4年7月

敷地面積 4,674.94㎡（1,416.65坪）

設置目的 墨田区南部，即ち亀沢町，錦糸町，江東橋他及び，江東区西北部即ち森下町，高橋，猿江

町，他の地域の汚水，雨水ならびに業平橋ポンプ所より送られて来る汚水を吸揚し，雨水

は竪川へ放流し，汚水は木場ポンプ所へ送る。

計画排水面積 汚水724.00ヘクタール ●

雨水 422.00ヘクタール

計画人口 189,000人

計画排水量 晴天時1.378㎡/S(119,000㎡/D)

雨水量21.443㎡/S(1,286.58㎡/min)

|､ゞ製 作 所 名形 状 其 他別種

桜田機域’’ $’’ 形
叩

埋伽繩押“岬祁岬班鋤継呼諏岬糀郡呼岬祁邪諏岬繩押班吐
矩
，
３
，
３
，
０

沈
汎
”
弱
沌
６
１
８
１
８
３

郷
加
沈
加
況
３
ｍ
“
α
記
０
０
０
２
２

式
０
０
８
６
３
６
。
．
卜

０
５
１
０
１
．
６
１

経
量
程
力
産
量
程
力
径
量
程
力
径
量
程
力
径
量
程
力
径
量
程
力
シ
カ

■
●
●
●
由
刀
圭

３
１
８
６
２
３

１
２
水
水
ヶ

水
水
水
水

巾
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬
口
揚
揚
馬
・
ハ
能

吉
同
命
叩
再
凰

ブ

箇
式
エ
横
ン
横
式
横
式
横
根
プ
ラ

式
結
込
プ
、
訊
醗
赫
韓
唾
〃
醍
睡
”
識
認
識
諏
用

深
量
上
直
吸
ン

水
容
掻
機
両
ポ
一
ン
斜
歯
両
ポ
機
両
ポ
機
可
流
移
物

効
効
賊
動
型
巻
イ
ジ
型
動
型
巻
動
型
巻
動
型
軸
型

高
巾
長
巾
有
有
機
電
軸
渦
〃
デ
ン
軸
ブ
電
軸
渦
電
軸
渦
電
軸
式
門
荷

入口阻水扉

沈 砂 池 ’
4

月 島 機 械4炉 格 機

日立製作所2汚水ポンプ

2 〃〃

1 〃〃

荏原製作所1雨水ポンプ

3 〃〃

3 〃〃

’
日本機械貿易

内外エレベーター

機
機

２
２

泥
降

揚
昇
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（Ⅱ）木場ポンプ所

所 在 地 江東区深川豊住町3丁目2番地

創 設 昭和4年12月

敷地面積 8,906.7㎡（2,699坪）

設置目的 江東区南西部即ち白河町，扇橋，木場，平野町，東陽町他の地域の汚水，雨水ならびに三

ノ橋，月島各ポンプ所から送られて来る汚水を吸揚し，雨水は十間川に放流し，汚水は木

場幹線により砂町処理場へ送る。

計画排水面積 汚水 1,385.00ヘクタール

雨水 436.30ヘクタール

計画人口 314,000人

計画排水量 晴天時2.984㎡/S(257,800㎡/D)

雨水量17.735㎡/S(1,064.10㎡/min)

数量 製作所名 備 考形 状 其 他種 別

入口阻水扉

沈 砂 池

高 8 桜 田 機 械
淵％矩形巾

長 】8.03畑 4
巾 5.23畑
有効水深 5．91畑
有効容量 557㎡

門型移動式 2 日鍛製作所

機械掻上式高 6.65沈 4 米井商 店
巾 1.82汎×2
目巾 25加呪

デイーゼルエ ロ 径 250” 1 荏原製作所
ンジン直結横揚水量0.11㎡/S
軸型両吸込式 揚 程 7．0畑
渦巻ポンプ 馬 力 18IP

電動機直結横口 径 510W" 1 日立製作所
軸型両吸込式揚水量O.42㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 7．6沈

馬 力 "1P

〃 口 径 600"〃 1 〃

揚水量0.70㎡/S
揚 程 7.8汎
馬力 10OlP

〃 口 径 610” 1 〃
揚水量0.70㎡/S
場 程 7.5況
馬 力 lOOlP

電動機直結横口 径 810W" 2 "
軸型両吸込式揚水量 1．4㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 7．1沈

馬力 1801P

電動機直結横口径 1,140"" 2 荏原製作所
軸型可動羽根揚水量 3．0㎡/S
式2段軸流ポ揚程 6．5汎
ンプ 馬 力 4001P

電動機直結横口径 1,140” 4 〃
軸型斜流ボン揚水量 3.0㎡/S
プ 揚 程 7．5沈

馬 力 4501P

揚
炉

泥
格

機
機

汚水ポンプ

〃

〃

〃

〃

雨水ポンプ

〃
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⑫ 吾嬬ポンプ所

所 在 地 墨田区吾嬬町東5丁目35番地

創 設 昭和16年3月

敷地面積 5,890.5㎡（1,785坪）

設置目的 墨田区隅田町の一部，寺島町の大部，吾嬬町の全域の汚水，雨水を吸揚し，雨水は中川に

放流する。将来は千住，隅田各ポンプ所より送られてくる汚水を吸揚し，砂幹線により大

島ポンプ所へ送る。

計画排水面積 汚水 1,005.60ヘクタール

雨水 402.90ヘクタール

計画人口 224,000人

計画排水量 晴天時1.314㎡/S(113,500㎡/D)

雨水量23.001㎡/S(1,380.06㎡/min)

数量 製作所名 備 考形 状 其 他種 別

久保田鉄工 雨 水 用

汚 水 用

高
巾

高
巾

長
巾
有効水深
有効容量

移 動 式

機械掻上式

入口阻水扉 4

粥％矩形

弼％〃
18．00畑

5．60畑

2．96汎

”8.0㎡

I〃

沈 砂 池 4

守住土木機械

浦賀船 渠 雨水用
揚
炉

泥
格

１
２

機
機

巾
巾
巾

吉
同
命
中
ロ
ロ
古
同
市
叩
ロ
ロ
吉
同
｛
叩
ロ
ロ

5．267沈

2．15郷×2

58肌加

汚 水 用12．11沈

2.1加×2

21加汎

〃〃

東 興 造 機｜雨 水用25畑

2.0汎×2

25"肌

〃 〃

東 興 造 機
五十嵐鉄工所

荏原製作所

飾 澄 脱 水
搬 出 装 置

汚水ポンプ

1
圧 縮 式

電動機直結横
軸型両吸込式
渦巻ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

2

”
Ｓ
況
脾
”
Ｓ
沈
距

卸
ｗ
９
ｍ
麺
伽
、
釦

５
７

２
■

０
．

０

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

ディーゼルエ

ンジン直結横
軸型両吸込式
渦巻ポンプ

電動機直結竪

鶏漂雰

1〃 〃

雨水ポンプ 口 径
揚水量
揚 程
馬 力

21,6(X)脚伽

5.5㎡/S
5．7況

mlP

〃

’
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’

一

種 数量 製作所名 備 考｜‘“ 其 他別

’荏原製作所電動機直結竪 口 径 ’'6m伽
軸型斜流ボン揚水量 5.57f/S
プ 湯 程 7汎

馬 力 7mlP

デイーゼルエ ロ 径 1,000""
ンジン直結横 揚水量 2．3㎡/S
軸型両吸込式揚 程 7畑
渦巻ポンプ 馬 力 "OlP

電動機直結横 口 径 150”
軸型片吸込式揚水量0."4㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 記.5沈

馬 力 271P

2雨水ポンプ
’

1 〃〃

2送泥ポンプ 〃

’’ 所1ホイ ス ト’ 荷物用 能 力 2ton ’

(13町屋ポンプ所

所 在 地 荒川区三河島9丁目1,895番地

創 設 昭和30年3月

敷地面積 3,867.6㎡（1,172坪）

設置目的 荒川区町屋の大部，尾久町，三河島町等の一部の汚水，雨水および荒川区尾久町の大部，

北区昭和町の全部，田端新町，堀船町，上中里町，中里町，田端町等の一部の汚水を吸揚

し，雨水は荒川に放流し，汚水は尾久幹線により三河島処理場へ送る。
：

計画排水面積 汚水・494.80ヘクタール 、

雨水142.58ヘクタール

計画人口 140,000人

計画排水量 晴天時0.817㎡/S(70,600㎡/D)

雨水量11.811㎡/S(708.66㎡/min) . ゞ、

数量 製作所名 備 考種 別’ 形 状 其 他

雨水用21安 藤 鉄工高 2.16加
巾 2.70況

高 0.98加
巾 1．40郷

長 20.0沈
巾 6．0加
有効水深 2.10汎
有効容量 252㎡

長 10．0況
巾 3．0畑
有効水深 0.49汎
有効容量 14.7㎡

走行式グラブパケツト型

入口阻水扉

汚 水用
Dも

雨 水用

1 〃〃

沈 砂 池 ワ
LJ

汚 水 用1〃

11関 東 鉄 工揚 泥 機 一
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－

数 量 製 作 所名 備

，‘｜鯵
種 状 其 他 考

｜機械掻上式 雨 水用炉 格 機

巾

巾
高
目

関 東鉄工

皿
那
”

９
５
２

４
１
２

２
３

機械掻上式 巾 3．00汎
高 3.70加
目巾 25”

電動機直結横 口 径 1,1m”
軸型両吸込式揚水量 2.5㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 6．4卿

馬 力 3001P

デイーゼルエ ロ 径 1.100"卿

ンジン直結横 揚水量 2．5㎡/S
軸型両吸込式 揚 程 6汎
渦巻ポンプ 馬 力 3201P

電動機直結横 口 径 500”
軸型両吸込式揚水量0.55㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 14．5沈

馬 力 1501P

汚 水用〃 〃

雨水ポンプ 日立製作所

1〃 〃

汚水ポンプ

２

〃

’
⑭ 月島ポンプ所

所 在 地 中央区新佃島東町1丁目13番地

創 設 昭和30年4月

敷地面積 503.25㎡（152.5坪）

設置目的 中央区佃島，新佃島西町，西河岸通，西仲通，月島通，東仲通，東河岸通，晴海町他の汚

水を吸揚し月島幹線，三ノ橋幹線等により木場ポンプ所へ送る。

計画排水面積 汚水 188.00ヘクタール

計画人口 27,000人

計画排水量 晴天時0.586㎡/S(50,600㎡/D)

数他
”
Ｓ
沈
腰如
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副
卸

叩
叩
岬
加
沈
沈
３
脚
叩
叩
”
銅

９
８
０
０
５
８
０
５
４
２
０

其
Ｑ
Ｑ
６
Ｑ
Ｌ
〃
１
Ｌ
ａ

Ｏ
径
量
程
力

水
巾
口
揚
揚
馬

状
高
巾
径
巾
高
目

横
式

式
式
式
結
込
プ

閉
閉
深
量
上
直
吸
ン

開
開
水
容
掻
機
両
ポ

形
睡
到
長
巾
識
諏
齢
調
廻
繕

別
扉
扉
池
機
プ

水
ン

阻
水
砂
格
ポ

ロ
水

種
入
阻
沈
炉
汚

量 製作所名 備 考

守住土木機械

〃

1

１
１

土谷製作所1

’酉島製作所1

’
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量 製作所名 備 考

21西島製作所’

種 別 形 状 其

汚水ポンプ 電動機直結横 口 径 300W加
軸型両吸込式揚水量0.184㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 21沈

馬 力 851P

バケツトエレベーター式 1KW

パケットコンベアー式 2KW

ローペツト懸垂型電動ホイスト付
1ton3KW

泥
泥
降

揚
掻
昇

機
機
機

土谷製作所

〃

日本エレベーター

１
１
１

、

⑮ 越中島ポンプ所

所在地 江東区深川越中島町8番地

創 設 昭和30年10月

敷地面積 808.5㎡(245坪）

設置目的 高潮時に江東区深川越中島町一帯の雨水をポンプ吸揚により越中島川に放流する。

計画排水面積 雨水36.70ヘクタール

計画排水量 雨水量2.328㎡/S(139.68㎡/min)

量 製作所名 備 考別 形 状 其 他種

’入口阻水扉

放流阻水扉

炉 格

電動開閉式 高 1．40加
巾 1．40郷

〃 高 1.40沈
巾 1.40沈

手掻上式 高 3.40加
巾 4.00沈
目巾 30”

長 ’2.0加
巾 4．0沈
有効水深 1.26畑
有効容量 60．5㎡

デイーゼルエ ロ 径 800堀
ンジン直結横揚水量 1.4nf/S
軸型固定羽根 湯 程 4．2況
式軸流ポンプ馬 力 1301P

電動機直結横 口 径 600”
軸型斜流ボン揚水量0.78㎡/S
プ 揚 程 4．5加

馬 力 751P

日鍛製作所1

1 〃

1 〃

沈 砂 池 1

雨水ポンプ 荏原製作所1

2〃 〃

I
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（1＄中洲町ポンプ所

所在地 中央区日本橋中洲町2番地

創 設 昭和32年8月

敷地面積 201.65㎡（61.0坪）

設置目的 地盤沈下のため高潮時に雨水の自然放流が不可能となった，中央区日本橋中州一帯の雨水

を吸揚し箱崎川に放流する。

計画排水面積 雨水3.35ヘクタール

計画排水量 雨水量0.476㎡/S(28.56㎡/min)

製作所名 備 考形 状 其 他別種

1 江戸川機械炉 格 機 機械掻上式巾 1.50沈
高 3．5況
目巾 25脚〃

雨水ポンプ 電動機直結及口 径 500”
デイーゼルエ 揚水量0.48㎡/S
ンジン歯車掛揚程 3況
竪軸型斜流ポ電動機馬力 301P
ンプ エンジン馬力401P r､~

1

（11箱崎町ポンプ所

所在地 中央区日本橋箱崎町4丁目18番地

創 設 昭和32年9月

敷地面積 85.455㎡（25.85坪）

設置目的 地盤沈下のため高潮時に雨水の自然放流が不可能となった，中央区日本橋箱崎町4丁目付

近の雨水を吸揚し荒川に放流する。

計画排水面積 雨水5.02ヘクタール

計画排水量 雨水量0.640㎡/S(38.4㎡/min)

其 他 数量 ” ゞ’ 製 作 所 名状種 別 形

江戸川機械機械掻上式

巾

巾
高
目

炉 格 機 1

況
沈
”

Ｏ
３
５

Ｂ
ｚ
２

１

電 業 社口 径 550”
揚水量0.63㎡/S
場 程 3．7汎
電動機馬力 471P
エンジン馬力601P

電動機直結及
びディーゼル

エンジン歯車
掛竪軸型斜流
ポンプ

雨水ポンプ 1
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（13砂町ポンプ所

所在地 江東区南砂町5丁目1番地

創 設 昭和35年4月

敷地面積 8,785㎡（2,657.52坪）

設置目的 砂町系統のうち，砂町排水区（江東区の半分）の汚水，雨水を吸揚し東京湾に放流する。

将来，汚水は大島ポンプ所より来る汚水をあわせ砂町処理場に送る計画である。
計画排水面積 汚水2,238.57ヘクタール

雨水488.86ヘクタール

計画人口 462,000人

計画排水量 晴天時3.573㎡/S(308,700㎡/D)

雨水量25.482㎡/S(1,528.92㎡/min)

計｜“α""、”形 状 其 他種 別

’
汚 水 用1

1

入口阻水扉 高 1.80加
巾 2．00加

高 1.80加
巾 2.95畑

長 20.m沈
巾 3．00畑
有効水深 1．80汎
有効容量 '08.0,f

長 20.00沈
巾 4.50那
有効水深 2.77畑
有効容量 249.3㎡

機械掻揚式 高 5.,沈
巾 2．0沈
目巾 25”

〃 高 6．1況
巾 3.0沈
目巾 2”汎

デイーゼルエロ径 1,2“”
ンジン歯車掛揚水量3.33㎡/S
竪軸型斜流ポ揚程 9郷
ンプ 馬力 6"IP

電動巻上式 7.51P

長 2．3沈
巾 0.6畑

グラブバケツト式

バケツトコンベアー式 、

油圧開閉式 容量 5.6㎡

スイングハンマー式処理能力3㎡/h

〃
4 雨 水 用

汚 水 用沈 砂 池 1

〃
4 雨 水 用

炉 格 機 桜田機械8 雨 水 用

〃 1 汚 水 用〃

雨水ポンプ 2 荏原製作所

ス キ ツ プ
ホ イ ス ト

箭澄用脱水機

桜田機械

〃

１
１

揚 泥 機

砂 洗 機

高架ホッパー

飾澄用破砕機

３
１
１
１

″
″
″
〃
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（19浜町ポンプ所

所在地 中央区浜町2丁目浜町公園内

創 設 昭和36年4月

敷地面積 580㎡（176坪）

設置目的 地盤沈下のため，高潮時に雨水の自然放流が不可能となった中央区浜町付近の雨水を吸揚
し荒川に放流する。

計画排水面積雨水27.71ヘクタール

計画排水量雨水量4.120㎡/S(247.2㎡/min)
｜

’数量 製作所名 備 考

｢､｡…”

一

状 其 他形別種

雨水ポンプ ン共用
,mOW"
1㎡/S
4．5汎

1871P

2001P

電動機ディーゼルエンジン
竪軸型軸流口 径 1，〔
ポンプ 揚水量2．17

揚 程 当
電動機馬 力 ’
エンジン馬 力 2

’

２
２
２

守 住 土 木

〃

沈砂掻揚用

機械掻揚式

掻 集 機

炉 格 機

沈
加
”

函
唖
奉
加
加
加
３
ｍ

ｍ
わ
⑩
剣

３

●
●
●
寺
Ⅱ
凸

巾
埴
１
２

高
巾
目

長
巾
有効水深
有効容量

沈 砂 池

’

㈱ 汐留ポンプ所

所在地 中央区銀座東8丁目19番地先

創 設 昭和37年4月

敷地面積 2,396.8㎡（725坪）

設置目的 地盤沈下のため高潮時に雨水の自然放流が，不可能となった千代田区内幸町，有楽町及び
中央区銀座西，銀座，銀座東，築地一帯の雨水を吸揚し築地川に放流する。

計画排水面積雨水88.47ヘクタール

計画揚水量 雨水量15.511㎡/S(930.7㎡/min)

’数 量 製 作

2｜久保

1

2

31

種 別 形 状 其

入口阻水扉 油圧開閉式 高
巾

〃 〃 高
巾

放流口阻水扉 〃 高
巾

炉格室 〃 高
入口阻水扉 巾

－ － － －

所名|臓慧
田織工｜
〃

〃

〃

他

沈
沈
汎
沈
畑
加
沈
加

０
６
２
４
５
５
５
０

．
．
９
．
・
４
．
。

３
１
・
２
２
．
２
２

１
２
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口 ’種 別 形 状 其 他 数量｜製作所名 備 考

’ ｜
’

炉 格 機 機械掻上式 高
巾
目巾

デイーゼルェン

５
４
０

・
・
４

７
２ 日 立 金 属畑

"Z,×2

nm

３
３
３

雨水ポンプ

〃
Ｓ
沈
距

伽
〃
／
６
０

”
３
肌
４
詔

，
屯
Ⅱ
４

句
Ⅱ
且
●

３

径
量
程
力

水
口
揚
揚
馬

荏原製作所
ジン及電動機歯
車掛竪軸型斜流
ポンプ

ディーゼルエ

ンジン歯車掛
竪軸型斜流ポ
ンプ

Ｆ
加
Ｓ
加
彫

却
却
伽
報
知

勺
Ⅱ
且
●

９
Ｔ
ｌ

３

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃
〃

⑳桜橋ポンプ所

所在地 中央区西八丁堀4丁目6番地先

創 設 昭和37年4月

敷地面積 2,512.23㎡（760坪）

設置目的 地盤沈下のため高潮時に雨水の自然放流が不可能となった千代田区有楽町，丸の内および

中央区日本橋，京橋，室町，兜町，茅場町，西八丁堀，銀座東，新富町附近一帯の雨水を

吸揚し，桜川に放流する。

計画排水面積 雨水117.61ヘクタール

計画排水量 雨水量24.989㎡/S(1,499.34㎡/min)

’ 数量 製作所名

2 荏原製作所

’ 2 〃

’
種 別 形 状 其 他 備 考

’

入口阻水扉

放流口阻水扉

油圧開閉式 高
巾

〃 高
巾

沈
沈
那
況
加
沈
沈
沈
”

６
３
３
６
５
５
５
１
０

■
●

。
●

■
。

●
●
・
釦
坐
《

３
２
３
１
３
２
７
２

炉格室
入口阻水扉

巾

高
巾
高
巾
目

〃 3 〃

炉 格 機 機械掻上式 31桜 田 機 械

雨水ポンプ ディーゼルエン

ジン及電動機歯
車掛竪軸型斜流
ポンプ

ディーゼルエン

ジン及歯車掛竪
軸型斜流ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

3｜荏原製作所

”
Ｓ
郷
Ｐ

Ｏ
ノ
／
５
０

ｍ
句
抓
生
印

？
丘
』

１

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃

汎
Ｓ
加
配

迦
耐
唖
迦

Ｉ

夕
巨
〉

3 〃

’

幻
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⑫ 小松川ポンプ所

所在地 江戸川区平井1丁目2,185番地

創 設 昭和37年4月

敷地面積 4,662㎡（1,410坪）

設置目的 墨田区吾嬬町の一部及び江戸川区平井，逆井，小松川等の汚水，雨水を吸揚し，雨水は中
、：

川へ放流する。将来汚水は小松川幹線，砂幹線により大島ポンプ所へ送水する。

計画排水面積汚水274.33ヘクタール

雨水274.33ヘクタール

計画人口 37,000人

計画排水量 晴天時0.273㎡/S(23,600㎡/D)

雨水量21.826㎡/S(1,309.56㎡/min)

ト 製作所名数形 状 其 他別種

入口阻水扉 桜 田 機 械油圧開閉式高
巾

〃 高
巾

長 】2.0沈
巾 1．8加
有効水深 0.7"z
有効容量15．1㎡

長 20．0沈
巾 4.5沈
有効水深 2.7汎
有効容量 240㎡

非行ジブクレーン式

況
郷
沈
沈

０
０
５
６

．
．
２
．

勺
Ⅱ
▲
９
日
▲
●
Ｇ
８
且

３

4 〃
〃

汚 水 用1沈 砂 池

雨 水 用4〃

||“㈱““〃

走行ジブクレー揚 泥 機

炉 格 機

〃

機械掻上式高
巾
目巾

沈
沈
”

８
５
５

．
．
２

５
１

雨 水用〃 高
巾
目巾

油圧開閉式 容量

スイングハンマー式

｜

’

4 〃5．5畑

1．75汎×2

25加加

6㎡×2

処理能力3㎡/h

" 0.04㎡/畑

〃 3㎡/h

１
１
１
１

〃

三菱化工機

〃

〃

日立製作所

高架ホッパー

飾澄破砕機

〃 脱水機

砂 洗 機

汚水ポンプ 口 径
揚水量
揚 程
馬 力

1電動機直結竪
軸型渦巻ポン
プ

350%呪

0.25㎡/S
15沈

801P

デイーゼルエ ロ 径
ンジン歯車掛 揚水量
竪軸斜流ボン 場 程
プ 馬 力

21，400肌侃

4.33㎡/S
8沈

7001P

雨水ポンプ 〃

一
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第3節 下水処理場

（1）芝浦処理場

所 在 地 港区芝高浜町2番地

創 設 昭和6年3月

敷地面積 171,976.3㎡（51,811坪）

設置目的 本部区部のうち，港区の全部及び千代田，中央，新宿，渋谷の各区の大部ならびに文京，

品川，目黒，世田谷，豊島の各区の一部等の地域から集流する下水を処理し，東京湾に放

流する。なお発生する汚泥は汚泥処理工場で処理し，将来は一部を森ケ崎処理場に送って

処理する。

6,328ヘクタール

1,030,000人

晴天時1,020,000㎡/D

〃 633,000㎡/D

計画処理面積

計画処理人口

計画処理水量

現有処理能力

完成部分

■■

’ 厩珂沖二汚泥

室
適息段流砂,宮

"～
／
ノ

嘩爵郷土木11打伯寛所1噸
IIII111

赤

"＃

底
一
一
途
曝
圭
気
．
寅
殿
一
一

Ｐ
抄
訳
・
’
０
￥
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‘
旬
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・
“
・
卓
鴛
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宇
暁
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い
い
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’ '数重|製作所名|臆 老
一一

形 状 其 他種 別

伏越阻水扉

沈 砂 池

中山貫一商店巾 ｝:識馬蹄形高

E 30.00"
巾 2.40加
有効水深 1.85畑
有効容量 105,f

リンクベルト式

固 定 式

機械掻揚式高 4．0沈
巾 2．4汎×2
目巾 25”

巾 謂説矩形高

巾 ？:鍬矩形高

巾 蝿％矩形高

長 19.08沈
巾 6．06汎
有効水深 1.79畑
有効容量 200wi

移 動 式

テルハー型 1ton

機械掻上式高 3．8沈
巾2.424汎×2
目巾 26”

電動機直結横口径 410噸
軸型両吸込式揚水量0.28㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 5汎

馬 力 301P

〃 口 径 610”
揚水量 0.7㎡/S
湯 程 5汎
馬 力 701P

〃 口 径 810伽
揚水量1．40㎡/S
湯 程 5．0汎
馬 力 1"1P

〃 口 径 610”
揚水量0.555㎡/沈
揚 程 7汎
馬 力 701P

電動機直結横口径 700”
軸型両吸込式揚水量1.00㎡/S
渦巻ポンプ 湯程 7汎

馬 力 1301P

〃 口 径 810沈
揚水量’､11㎡/S
湯 程 7況
馬 力 130IP

〃 口 径 920加
揚水量 2㎡/S
場 程 7沈
馬 力 2401P

３
２

高 殿用

大 塚 工 場

〃

江戸川機械

２
２
２

機
機
機

泥
泥
格

掻
揚
炉

″
″
〃

関機械製作所 高殿用

江戸川機械 〃

日立製作所 中低段用

〃

１
２
２
２

入口阻水扉

〃

〃

沈 砂 池

２
１
２

揚 泥 機

汚泥搬出機

炉 格 機

″
〃

〃

日本エレベーター

日立製作所｜高殿用2汚水ポンプ

1 〃〃〃

1 〃〃〃

中低段用2 〃.〃

ワ
“汚水ポンプ 〃〃

1 〃〃〃

酉島製作所
日立製作所

3 〃〃

’
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鋤｜”“≦”亘堂|“”” 名|Ⅷ着甑

‘’ ’第1沈澱池 E 45.72wz
巾 45.72脚
有効水深 3･飴加
有効容量 7,650jf

ドル式45.72畑 隔丸方形辺
電動機直結横 口 径 2m"加
軸型片吸込式揚水量0.035㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 37汎

馬 力 471P

長 81.20沈
巾 9.80汎
有効水深 5.60汎
有効容量 4,150ni

シンブレツクス式

長 80.00加×4回路
巾 6．70畑
有効水深 4．10畑
有効容量 8,000㎡

電動機直結横 口 径 450”
軸型ターポブ風量 4.17㎡/S
ロワー 段 5

圧 力 5．3沈
馬 力 4501P

長 40.00沈
巾 20.00加
有効水深 4．40脚
有効容量 3,520f

走行横桁サイホン式

電動機直結横 口 径 5m”
軸型両吸込式揚水量 0.53㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 6沈

馬 力 601P

電動機直結堅 口 径 500"加
軸型片吸込式揚水量 0.55㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 7．6汎

馬 力 781P

長 40．“加
巾 ’6．00加
有効水深 4.9況

東洋パブコツクア
ンドリユース商会

日立製作所

掻 集 機

汚泥ポンプ

４
６

第1沈澱池用

曝 気 槽
（シンプレツクス式）

8

関機械製作所

三井物産機械部
三 井 建 設

８
ｍ曝 気 機

曝 気 槽
（散気式）

送 風 機 101荏原製作所

第2沈澱池 14

桜 田 機 械
安藤鉄工所
関機械製作所

日立製作所

採 泥 機

汚泥ポンプ

狸
３

第2沈澱池用

〃 3 久保田鉄工 〃

エバライン
フイルコ

高速曝気沈澱槽 2

高速曝気槽用
汚泥ポンプ

電動機直結竪口径 ’“”
型 揚水量0.033㎡/S

場 程 ’5汎
馬 力 WIP

径 22．00畑
有効水深 4.56汎
有効容量 1,540㎡

径 14.55畑
有効水深 3.“汎
有効容量 5"ni

磯村式MSV型真空滅菌機5.6kg/1'

D.V.G型真空滅菌機6kg/h

内径 20．m畑
有効水深 4．2郷
有効容量 1,5307f

電動機直結横 口 径 ’60”
軸型片吸込式 揚水量o.042,f/S
渦巻ポンプ 揚 程 20郷

馬 力 281P

2｜荏原製作所

汚 泥 槽

２

〃 1

滅
〃
濃

菌 機

縮 槽

８
１
２

磯 村 産 業

水 道 機 工

汚泥処理工場用

〃
濃縮槽ポンプ 21荏原製作所

’ ’



86

製“”、|”篝
汚泥処理工場用

別 形 状 其

量
１
２
２
２
８
８
３
３
８
２
２

種 他

貯 留 槽 内経 15汎
有効深さ 3．5汎
有効容量 63Oni

電動機直結横I1径 180”
軸型片吸込式揚水童 0.06㎡/S
渦巻ポンプ 揚 縄 ’4沈

馬 力 281P

内径 20肌
有効深さ 3脚
有効容量 940ni

電動機直結横 口 径 130加
軸型片吸込式揚水量 0．03㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 6加

馬 力 281P

内径 25汎
有効深さ 9恥
有効容量 4,500㎡

電動機直結横口径 ’60m加
軸型ブレード揚水量0.042㎡/S
レスポンプ 揚 程 ’2秘

，馬 力 201P

三胴水管式 圧 力 25"ZAq
出 力1,583,0mkcal/h
伝熱面積’40㎡

,屯動機直結横 口 径 ’60脚
軸型渦巻ボン揚水量0.052㎡/S
プ 揚 程 ’4.5沈

馬 力 151P

二重管式 出 力920,m0
kcal/h

圧 力1．59/cM2

辺 2．5×2.5汎
有効深さ 3汎
有効容量 20ﾉﾎ

辺 2.0×2.0"z
有効深さ 2郷
有効容量 8㎡

容量 4ni

連続回転式円筒型
炉過面積 32㎡
馬 力 31P.

手動開口式 容量 57f

電動機ベルト容量 1.09㎡/S
掛横型水冷プ真空度 600"Hg
レート弁式 馬力 1001P

電動機ベルト容量 0.27㎡/S
掛竪型1段式圧力 2kg/c"2

馬力 1001P

電動機直結片口径 ’60卿
吸込式2段タ 容量 24㎡/沈
一ポブロアー 圧力 550Im.ﾍq

馬力 7.51P

認撫錯驚駕’6鋤＃
複動1段式 馬力 IOOIP

乾式 容量30,000㎡/D

球形 直径 13.15汎
容量 1,3007f
圧力5kg/cm2

貯留槽ポンプ 荏原製作所 〃

洗 瀧 槽
〃

洗瀧槽ポンプ 荏原製作所 〃

消 化 槽

汚泥循環ポンプ 荏原製作所

″
″
″
″
″
″
〃
″
〃

ポ イ ラ ー 安藤鉄工所

温水循環ポンプ 荏原製作所

熱 交 換 器 安藤鉄工所

薬品溶解槽

汚泥混和槽

Alｪ鰯ﾝ掌ｲ器。消石灰ホッパー

真空炉過機

成 鉄 工

国 重 工

大

三

４
６ケーキホツパー

真空ポンプ

3

″
″
″
〃
〃

〃
空気圧縮機

2 荏原製作所ガスプロワー

21大 都 工 業ガスコンプレツサ

口
1 石 井 鉄 工

1 〃

脱 硫 器

ガスタンク
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河島処理場

荒川区荒川8丁目25番地

大正12年3月

（2） 三

所 在 地

創 設

敷地面積

設置目的

184,571.64㎡（55,932.25坪）

本部区部のうち，台東，荒川両区の全部及び文京，豊

島両区の大部ならびに千代田，新宿，北各区の一部等

の地域から流集する下水を処理して荒川へ放流する。

なお発生する汚泥は全部を砂町処理場へ送って処理す

る。

3,936ヘクタール

1,120,000人

晴天時520,000㎡/D

" 267,400㎡/D

－－」 ’’
エ
ハ
ら
ふ
い

ロ

8
計画処理面積

計画処理人口

計画処理水量

現有処理能力

H
＝

余
話
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択

■

１
１

’

一

1
1

1
函
望
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岨
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竃
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０
Ｊ
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ｌ
６
１

蝉
隅
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・
馬

□ ン
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悸堂’ 製作所名｜傭 考種 形 状 其 他別

’
ゐのくち式機械
事 務 所

入口阻水扉

沈 砂 池

巾
洲％馬蹄形高

長 19.70〃
巾 5.45"Z
有効水深 1．21郷
有効容量 117.3㎡

チェーン走行バケツトスクレツパー式

機械掻上式 高 3.64"z
巾 2.00加×2
目巾 25”

デイーゼルエ ロ 径 410噸

ンジン直結横揚水量 0.28ni/S
軸型両吸込式揚程 ’0.5汎
渦巻ポンプ 馬 力 751P

電動機直結横口 径 410M加
軸型両吸込式揚水量 0.28㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 ’0.5汎

馬 力 6OIP

〃 口 径 560”

揚水量 0.56㎡/S
場 程 10．3沈
馬 力 ’201P

〃 口 径 7“獅

揚水量 1．11㎡/S
場 程 10.2沈
馬 力 2301P

〃 口 径 800”

揚水量 1．14㎡/S
場 程 10．2沈
馬 力 2301P

〃 口 径 800”

揚水量 1.417i/S
湯 程 10．5那
馬 力 2501P

長 84.00加
巾 21.21畑
有効水深 2.90加
有効容量 4,440耐

星型中心運転式

撹伴式 能力 3-5ni/h

スイングハンマー式能力 31f/h

油圧開閉式 能力 ’2㎡

2

2

揚
炉

泥
格

機
機 江戸川機械

束 興 造 機
２
４

11荏原製作所汚水ポンプ

1〃 〃

3〃 〃

3〃 〃

1〃 〃

1〃 〃

第1沈澱池 4

掻 集 機

洗 砂 機

破 砕 機

ホ ツ パ －

浦賀 船渠

五十嵐鉄工

〃

江戸川機械
三 菱 化 工

五十嵐鉄工
三 菱 化 工

荏原製作所

応
１
１
３

脱 水 機

汚泥ポンプ

１
２

ローラー式 2-31i/h能力

第1沈澱池用電動機直結横
軸型片吸込式
渦巻ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

300”

0,056㎡/S
22加

50IP

曝 気 槽
（パドル式）

長
巾
有効水深
有効容限

パ ド ル

長
巾
有効水深
有効容量

12

加
況
沈
３
肌

石
和
印
叩

．
・
・
４

４
１
１
，

８
２
２

機
塚

川
大
ル

戸
所
一

江
作
ロ

機
工
木

鋼
谷
青

谷
油
揚

岡
械
工撹 拝 機

第2沈澱池

式

型
８

汎
郷
沈
３
肌

０
０
７
０

０
０
．
９

．
，
３
１

３
８
，

３
１
２
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考|凝鐘|“〃 ｜”所 名其 他

|鶴難
採 泥 機

汚泥ポンプ

走行横桁型サイホン式

電動地直結槙口 径 3m獅
軸型片吸込式揚水量 0．2㎡/S
渦巻ポンプ 湯程 4.5沈

馬 力 201P

長 “､67沈
巾 30.30況
炉材深さ 1．49－1．印加
炉床面積 2,020㎡

ハートレー式

内径 36．0郷
有効深さ 3．2郷
有効容量 3,260wi

星型中心運転式2本アーム

電動機直結横 口 径 ’50”
軸型片吸込式揚水量0．04㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 15沈

馬 力 201P

D.V.G真空式 6kg/h

径 21.82況
有効深さ 4．09汎
有効容量 1,000ﾉｶ

内径 ’5畑
有効深さ 4.5"Z
有効容量 1,000,f

直径 ’0沈
高 4．0汎

容量 310If

電動機直結横口 径 800加
軸固定羽根式揚水量1.38㎡/S
軸流ポンプ 揚程 3"z

馬 力 1001P

電動機直結横口 径 700”
軸型斜流ボン揚水量 1.07㎡/S
ブ 揚 程 4汎

馬 力 801P

電動機直結横口 径 500”
軸固定羽根式場水量 0.5㎡/S
軸流ポンプ 揚 程 3沈

馬 力 401P

電動機直結横口 径 150”
軸型片吸込式揚水量0.024㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 26．5畑

馬 力 271P

長 40況
巾 ’6郷
有効水深 3畑
有効容量 1,920ni

リンクベルト式
主コレクター 長83．6沈
クロスコレクター 長32．5邪

電動機直結竪口径 150"卿
型ブレードレ揚水量0.033㎡/S
－スボンプ 揚 程 7郷

馬 力 101P

長 75”×4回路
巾 7.35汎
有効水深 4．20畑
有効容量 9,2607f

作所

作所

８
４

第2沈澱池用

炉 床 12

散 水 機

最終沈澱池
散水炉床用

型
２
２
２
３
２
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

掻 集 機

汚泥ポンプ
桜 田 機 械

荏原製作所 最終沈澱池用

滅
汚

菌
泥

機
槽 水 道機工

消 化 槽

ガスタンク

吐口ポンプ 荏原製作所

〃 ″
″
″

〃

送泥ポンプ

第1沈澱池 尾久幹線用

掻 集 機 日 立 金 属 〃

汚泥ポンプ 電 業 社 〃

気 槽
気 式）

曝
（散

〃
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’．’数量’種

送 風

利
一
割

備 考製作 所名

日立製作所

其状形

1450肌況 ， 3

4.17㎡/S
5段 ’

5．2wIAq l
u"|

尾久幹線用電動機直結横、 径
軸型ターボプ風量
ロァー 段

圧 力
馬 力

〃
長
巾
有効水深
有効容量

リンクベルト式

主コレクター
クロスコレクター

電動機直結竪口
軸型片吸込式揚
渦巻ポンプ 場

第2沈澱池

加
畑
地
３
肌

扣
謡
韮
却

７

３

3

属
械日 立

住 友

金
機3掻 泥 機 〃

沈
沈
”
Ｓ
郷
腰

８
７
０
ノ
”
８
０

７
２
釦
３
肌
４

２０

長
長
径
量
程
力

水
一
口
揚
揚
馬

汚泥ポンプ
電 業 社

’
3 〃

一

（3）砂町処理場

所在地 江東区南砂町9丁目2,473番地

創 設 昭和5年2月

敷地面積 247,500㎡（75,00坪）

設置目的 本都区部のうち，墨田，江東両区の全部及び中央，足立，江戸川各区の一部等の地域から

流集する下水を処理して東京湾に放流する。なお発生する汚泥は三河島処理場より送られ

て来る汚泥と併せて処理する。 ‐

計画処理面積 3,977ヘクタール

計画処理人口 840,m0人

計画処理水量 晴天時630,000㎡/D

現有処理能力 〃 225,000㎡/D

数量 製作所名 備 一考

2 電業社原動機

2

種 ’ 形 状 其 他別

’ 式上掻

巾
高
手

入口阻水扉

炉 格

形
伽
Ｓ
沈
鵬
伽
Ｓ
沈
腰

蹄
加
劔
喝
沁
皿
御
咽
鉦

馬
７
０

汎
沈
獅
２
恐

れ
加
Ｊ
錘
扣
０
１

０
０
３
．

８
８
２

径
量
程
力
径
量
程
力

●
■

１
１

巾

吉
同
市
叩
ロ
月

』｜酉島製作所’口 径
揚水量
揚 程
馬 力

ディーゼルエ
ンジン直結横
軸型両吸込式
渦巻ポンプ

〃

汚水ポンプ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

4 〃
〃

４
’直径

有効水深
有効容量

況
加
３
肌

ｐ
〃
“

６
３
７

３
，
３

第1沈澱池

’
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－－－－－－｢肩|数量|製””．脇‘｜形“≦“ 考種

’
江戸川機械
守住土木

荏原製作所

十字型中心運転式

４
３

掻 集 機

汚泥ポンプ 第1沈澱池用電動機直結横口 径 160”
軸型片吸込式揚水量0.035㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 5．0沈

馬 力 6.71P

電動機直結横口経 200”
軸型片吸込式揚水量 0.14㎡/S
ブレードレス揚 程 5汎
ポンプ 馬 力 14.81P

長 80汎×4
巾 6.30汎
有効水深 4.80汎
有効容量 9,677㎡

電動機直結横口径 400”
軸型片吸込式容量 4．17㎡/S
ターボブロア段 5段

圧 力 5．3沈
馬 力 4401P

〃 口 径 450獅
容量 5.00㎡/S
段 5段
馬 力 5331P

長 45"z′
巾 25汎
有効水深 3.80汎
有効容量 4,275㎡

リンクペルト式

主コレクター 長 83汎
クロスコレクター 長 25郷

電動機直結横口径 350”
軸型両吸込式揚水量 0.25㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 4.5汎

馬 力 251P

〃 口 径 350”
揚水量 0.375㎡/S
揚 程 4.5沈
馬 力 341P

電動機直結横口径 250”
軸型片吸込式揚水量0.125㎡/S
ブレードレス揚 程 4．5卿
ポンプ 馬 力 201P

磯村式真空スーパー滅菌機
20kg/h

〃 〃

5.6kg/h

内 径 25汎
有効水深 4.5郷
有効容量 2,200肺

電動機直結横口径 ’60伽
軸型片吸込式揚水量0.042㎡/S
ブレードレス揚 程 20"z′
ポンプ 馬 力 301P

内 径 25沈
有効水深 9．5汎
有効容量 3,300wi

電動機直結横口径 130”
軸型片吸込式揚水量o､028㎡/S
ブレードレス揚 程 ’4沈
ポンプ 馬 力 151P

3 〃〃
〃

6
気 槽
水 式）

曝
（散

石川島重工業

３

送 風 機

荏原製作所

２

〃

6
第2沈澱池

第2沈澱池用日 立 金 属6
掻 泥 機

日立製作所3 〃

汚泥ポンプ

1 〃

〃

1 〃

〃

磯 村産 業1

滅 菌 機

汚泥処理工場用

川
云
ワ
白

〃〃

濃 縮 槽

電 業 社 〃

濃縮槽ポンプ 3

〃

消 化 槽 8

安藤鉄工8 〃

汚泥循環ポンプ

’ ｜’一一一

一
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種 別 備 考｜”状 |数1
1

3

名’其 他 製 作 所

内径 18畑
有効水深 3．7郷
有効容量 9107f

認博蕊豊島水豊｡ ･錘㎡/8
l60W伽

プレードレス 揚 程 16汎
ポンプ 馬 力 251P

内径 25汎
有効水深 3.5沈
有効容量 1,72Owi

電動機直結横 口 径 ’60”
軸型片吸込式揚水量O.042㎡/S
ブレードレス 揚 程 7.5畑
ポンプ 馬 力 101P

三胴水管式
圧 力 2.5k9/cwi
出 力 5.5t/h
伝熱面積 1707f

電動機直結横口 径 150”
軸型片吸込式揚水量 O.05㎡/S
渦巻ポンプ 湯 程 ’4沈

馬 力 151P

二重管式 出 力400,mOkcal/h
圧 力 1.5k9/C7f

有効容量 22ni

〃 16㎡

蕊回転式多炉過面穣’2㎡馬 力 5IP

電動機ベルト 容 量 1.08㎡/S
掛横型往復式 真空度 600MwHq

馬 力 1001P

電動機ベルト容 量 0．3㎡/S
掛横型水冷式 圧 力 3kl/cm2

馬 力 IOOIP

電動機直結タ ロ 径 160噸
－ポブロワー 容 量 O.6㎡/S

圧 力 600""Aq
馬 力 7.4IP

電動機ベルト容量 0.2㎡/S
掛横型水冷式圧力 5樽/”2

馬 力 801P

貯 留 槽 汚泥処理工場用

貯留槽ポンプ 電 業 社 〃

洗 准 槽

２
３

〃

洗准槽ポンプ 電 業 社 〃

ポ イ ラ ー 安 藤 鉄 工1 〃

温水循環ポンプ 日立製作所1 〃

熱 交 換 器 安藤鉄工8 〃

薬品溶解槽

汚泥混和槽

真空炉過機

２
１
廻

三菱化工機

宇野沢鉄工所

〃

真空ポンプ 6 〃

空気圧縮機 3 〃 〃

ガスプロワー 荏原製作所2 〃

〃

ガス圧縮機 大 都 工 業ワ
ー

脱 硫 器

ガスタンク

乾 式

球 形

60ni

直 径
容 量
圧 力

石川島重工業

〃

１
１

″
〃

15況

1,7707f
5坪/”2
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（4）小台処理場

在 地 足立区宮城町24番地

所
創
敷
設

計

計
計
現

、 ＝ 一 － ，－ '一 今一一
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種 ｜別 |数量|““蕨．'”零形 状 其 他

’ 油圧開閉式矩形型 高 2．0加
巾 】.8沈

辺 高20．0畑×巾4.0加
有効深さ 2.9畑
有効容量 232㎡

固 定 式

処理能力 3㎡/h

油圧開閉式 容量 3.5㎡

機械掻上式 高 2．9沈
巾 1.5沈×2
目巾 25”

スイングハンマー式処理能力3㎡/h

〃 3㎡/h

電動機直結竪 口 径 700”
軸型片吸込式揚水量 I.25㎡/S
渦巻ポンプ 揚 程 13加

馬 力 3001P

入口阻水扉

沈 砂 池

桜田機械3

3

揚 泥 機

洗 砂 機

高架ホッパー

炉 格 機

桜 田 機 械

五十嵐鉄工

桜 田 機 械

〃

３
１
２
３

飾澄破砕機

〃 脱水機

汚水ポンプ

五十嵐鉄工

住友機械

荏原製作所

１
１
２

前曝 気槽 長 51．5沈
巾 6．0汎
有効水深 4.5加
有効容量 2,7m㎡

長 50．0沈
巾 20．0那
有効水深 3.6汎
有効容量 3,500if

リングベ主コレクター 長さ96畑
ルト式 クロスコレクター〃24汎

電動機直結片口 径 ’60獅
吸込式プレー揚水量0.033㎡/S
ドレスポンプ 揚 程 6加

馬 力 101P

1

第一沈澱池

２

掻 集 機

汚泥ポンプ

日 立 金 属

電 業 社

第一沈澱池用2

3 〃

曝 気 槽 長
巾
有効水深
有効容量

汎
沈
加
３
肌

０
３
２
０

ｑ
①
●
。
Ⅱ
凸

０
６
４
４

７
，

７

2

送 風 機 電動機直結横 口 径
軸型ターボ一風 量
ブロアー 段

圧 力
馬 力

荏原製作所5m卯加

6nf/S
4

5.3mAq
5331P

3

第二沈澱池 長
巾
有効水深
有効容量

リンクペ

ルト式

畑
加
沈
３
肌

Ｄ
Ｃ
Ｃ
叩

印
加
４
夕３

2

日立金属’掻 泥 機 主コレクター長さ97.5畑
クロス 〃 〃 23．5畑

2
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ml数量|製'膳所、|"=，‘｜〃”種 其

2

’
第二沈澱池用電動機直結型 口 径 350”

斜流ポンプ 揚水量0.217㎡/S
場 程 4沈
馬 力 201P

DV型真空滅菌 30kg/h

辺 巾10汎×長40那
有効深さ 4伽
有効容量 1,660,f

電動機直結型 口 径 ’60”
片吸込式渦巻揚水量0.035㎡/S
ポンプ 揚 程 ’8呪

馬 力 251P

汚泥ポンプ

水 道 機 工 〃

汚泥処理工場用
１
２

機
槽

滅 菌

濃 縮

電 業 社

２

濃縮槽ポンプ
〃

消 化 槽 内径
有効深さ
有効容量

電動機直結横
軸型片吸込式
渦巻ポンプ

423．0畑

12．0洞

5,0007f

〃

電 業 社口 径 150”
揚水量0.047㎡/S
場 程 12沈
馬 力 201P

汚泥循環ポンプ 4 〃

1貯 留 槽 内径
有効深さ
有効容量

〃

”
Ｓ
加
配

卸
劔
旧
奉

０ ４ ２

加
況
３
肌
０

０
０
０

●
色
（
》
（
）

７
３
６
径
量
程
力

ｌ

水
口
揚
揚
馬

電 業 社電動機直結横
軸型片吸込式
渦巻ポンプ

1貯留槽ポンプ 〃

洗 准 槽 2内径 19．0郷
有効深さ 3.0畑
有効容量 850㎡

謂鶴蕊臘水畳o.02If/S
l”肌汎

渦巻ポンプ 揚程 5況
馬 力 7.5}P

三胴水管式圧力 25WZAq
出力3,000,000kcal/h

伝熱面積 170㎡

電動機直結横口径 180”
軸型片吸込式揚水量 0.06㎡/S
渦巻ポンプ 揚程 14沈

馬 力 201P

二重管式 出力680,"0kCal/h
圧力 1.5kg/Cm2

有効容量 17㎡

〃 20㎡

容 量 5㎡

連続回転式円炉過面積32㎡
筒型 馬力 21P

油圧開口式 容量 5㎡

〃

電 業 社2洗准槽ポンプ
〃

安藤鉄工1 〃
ポ イ ラ ー

電 業 社1 〃

温水循環ポンプ

安 藤 鉄工4

″
″
″
″
″
〃

熱交換器

２
１
１
６

薬品溶解槽

汚泥混和槽

消石灰ホッパー

真空炉過機 機 工 業

機工業

三

’

２

三ケーキホツパー
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種 別． ”｜”“≦“
真空ポンプ｜ 電動機ベルト容量1.09㎡/S

掛横形一段プ真空度 600"Hg
レート弁式 馬力 IOOIP

空気圧縮機 電動機ベルト容量 0.5㎡/S
掛横型水冷式圧力 3jfl/c"2

馬 力 l451P

ガスプロワー 電動機直結タロ径 ，60脚
－ポプロワー容量 O.42㎡/S

圧 力 700"Aq
馬 力 7.5IP

ガス圧縮機

認謹懲霞暑：郷，
気筒複動1段馬力 721P

数量 製

’31三

作所名｜職 考

国重工｜汚泥処理工場用

1 〃 〃

21荏原製作所 〃

認謹懲霞暑
尋筒複動1段馬力

大 部 工 業

２

〃

11石 井 鉄 工

″
〃脱 硫 器

ガスタンク

乾 式

球 形

30,000If/D

直 径
容 量
圧 力

1 〃
15．6沈

2,omnf
5kl/c"2一

第4節尿尿消化槽（清掃局委託）
所在地 江東区南砂町9丁目2,473番地砂町処理場内

建設開始 昭和24年9月1日

建設完了 昭和35年3月31日

尿尿消化処理量計画2,700㎡/D(ほかに種汚泥として下水汚泥20%を混入）

’ ．’ 備数量|≦”所ゞ
］｜荏原製作所

’種 別

尿尿ポンプ

形 伏 其 考

I
電動機直結横
軸型片吸込式
特殊渦巻ポン
プ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

”
Ｓ
加
距
”
Ｓ
沈
僻

如
耐
即
釦
却
耐
和
⑩

０
０

９
９
１

Ｏ
Ｑ

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃 〃 3 〃

尿尿沈砂槽 長
巾
有効水深
有効容量

加
加
加
３
肌

９
３
９
０

Ｑ
Ｌ
〃
釦

１
１

1

炉 格 機 ドル型機械
捲上式 巾

市
叩
音
戸
ロ
刺

脚
加
”

０
０
５

・
・
３

２
２ 機 工 業

３

三

炉 格 機

巾

市叩吉同ロ月

加
加
”

０
０
９

●
●
□
Ⅱ
品

２
２ 3〃

〃

’シサ脱水装置 ロール式圧縮 31五十嵐鉄工所

’
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製作所名 | ＝

量
１

数他

加
や

０
戸

其一塁幸一

状一《
濯
一
蛭’別

整

種
調

空.0れ

4．75汎

',800nf

槽
有効深さ
有効容量

三機工業

荏原製作所

１
２翼 車 式撹 拝 機

調整槽ポンプ 口 径
揚水量
揚 程
馬 力

電動機直結横
軸型片吸込式
特殊渦巻ポン
プ

電動機直結横
軸型片吸込式
特殊渦巻ボン

伽
Ｓ
加
配
”
Ｓ
加
配
”
Ｓ
加
腰

麺
御
即
奉
却
御
潅
奉
却
劔
、
“

９
９
９
２

０
０
Ｃ

Ｏ
ｑ
Ｏ

■ ’

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

1 〃
〃

プ
〃

〃 口 径
揚水量 0．09，
揚 程 2
馬 力

勾経 25．0沈

冒蕊畠 ‘,郷
電動機直結横口径
軸型渦巻ボン揚水量0.008
プ 揚 程

馬 力

〃 口 径
揚水量0.025
場 程
馬 力

廻 転 式

電動機ベルトロ径760獅
掛横軸型真空揚水量 1．13
ポンプ 真空度 5mワ

馬 力

3 〃

消化槽ポンプ

20消 化 槽 内経

喜蕊畠
汚泥ポンプ 電動機直結横

靭型渦巻ボン

三菱化工機
酒井製作所

280刊加

7f/S
5 畑

31P
プ
〃

1釦呪況

,f/S
1 〃

〃

ni/S
15畑

1.51P

三菱化工機
ウノサワ組鉄工所

ウノサワ組鉄工所

４
４真空脱水機

真空ポンプ 7“祁況×3“祁那

1.13ni/S
5""/Hg

1001P

２岳
肌
２
脱

却
皿
９
１

１
釦

床
床
泥
置
ク

再
乾
乾
掻
ガ

乾 燥

燥

燥 汚
取装

スタ ン

走行速度
4.08"/min

軌間10沈
横桁自走式

浦賀ドック1

{I::2鍬容量{職＃内径 |討島軽
石 井 鉄 工

〃

岡谷鋼機

荏原製作所

日立製作所

４
２
２
１
１

Ｄ
Ｄ
Ｄ

ノ
ノ
／

３
肌
３
肌
３
加

皿
皿
皿

５
５
１

〃
夕
，

２

式
式
乾
湿
〃

乾式脱硫機

ガス洗礁塔

〃

洗雅ポンプ 電動機直結横
軸型片吸込式

口 径
揚水量
揚 程
馬 力

2印刊汎

0.1㎡/S
12沈

301P

2“噸

0.125㎡/S
16沈

301P

渦巻ポンプ

〃 口 径
揚水量
揚 程
馬 力

〃 1

式廻

式
力

転
管
出

掻 集 機

ポ イ ラ －

第1，第2洗
蘇槽用

住友機械

岡谷鋼機
大阪ボイラー

ｚ
５

ｈノ

２
ａ
〃

伽
は

瑚皿皿
ｚ
⑩
叩
７
９

睡詫毒Ｉ胴水三

’
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第7章 作

第1節 管

業
渠

管渠掃除実績表 (昭和36年度）一

管 理 事務
部

II区）

(月島）
、 管

所
、
、
別

、
種 合 計｜

’

修 理 延 長
（畑）

190．60 116．00 73．00 379．60

補 修 個 数
（個）

2，275 1,048 519 3，842

’

’

’１

口

掃 除 延 長
（郷） ’ ’442，182 263,269 255,837 961，288

汚 泥 Ｊ

量
㎡く 10,391．63 9，116．00 6，528．02 26,035,65

’掃 除 個 ｊ

数
個く 9,644 6，647 4,807 21,098

汚 泥

Ｊ

量
３
抑く 239．83 333．58 312．90 886.3】

管渠掃除延人員
（人）

32，695 16，107 17,839 66，641

’

’
補 修 〃〃

（人）
5，563 3，525 1,512 10，6”

’一 ’

管 理 延 Ｊ

長
沈
く 1,624,831 755,763 387,288 2,767,882

管 理 個 ｊ

数
個く 213，342 103,151 50,385 366,878

’
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作業費実繊累年比較表

(過去5年間）

一一一＝一一一一一一一一一一一一一一一一一

珂量 修繕員

（&）

’管理延長(綱)|掃除延長(蝿）~＝--- 作 業 費

(直接費のみ）

（円）

__ －－分 類

管渠 一一
人孔桝

｛
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
一

一
、
ノ
｜
お
駈

一
嘔
一
剖
〃

｜
数
一
哩
汐

’
’

一噸一一ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

詞
繊

汚 泥

（㎡）

｜

’

同
一
一

一
－
’
’
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
－
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
↑
’

一
率
姉
一
邪
知

Ｊ個く
一
夕
分
一
り
，

｜
究
評
一
趣
訓

数個
－
２
－
２｜

同
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ

ｌ

年 度

55，700

2,053

’26,7,21
2，195．15

25,415.68,

2,143.401

｜

’
管 渠

人孔桝

１
１

110,120,455
昭和32年度

昭和33年度

’
1

958,919

34，246’’
293.”

3，036

管 渠

人孔桝

122，261，367

280.00

3，683

26,836.30

1，759．45

976,979

29，587

815，930

26，148

961，288

21，098

管渠 2,580,907
123,707,299

昭和34年度
人孔桝 328'3661

2，681，332

348,071

654．00

3，805

６
５
９
６
申
＆

７
４
８
３

７
４

勺
夕
も

翠
１管 渠

昭和35年度
人孔桝

管 渠
昭和36年度

人孔桝

104,920,367

379．60

154,312,002

3，842

５
１

６
３
■
■

５
６
３
８

０
８

７

６２

2,767,882

366,878

ン プ 所第2節 ポ

プ作業状況ボン
(昭和36年度）

揚水量内訳

|ゞ｡．’勾訳
シサ量

放水量

内 訳

｜
’

量一刻飼
電
ン

受
ポ
運シサ量｜沈砂量揚水量

５
５

９
９
８
５

。
■
■
●

械
明
弱
哩
翫
帥
砲

７
９
３
９
４

機
ｑ
乃
久

５
２
３

諸
照
２

送水量

；

に認Ⅲ篭
63．4

“0,200

瀞総2鮒
“鱈7．3饗･''"｡1．"｡‘，…‘
17,038,40212,4760512,97175110,727,…‘

１
１
１

割
副
記
３
釦

０
３
８
６

夕
烈
生
タ

ー ２
７
７
６

ma70!,741
25,,,81
4，774

49,9251

』
4,307,10

602,73

4,178,6781
623，86

』6，841，41
964,08

；
1，953，

328，

70,652,
89，

8,063,

640,200

36，373，565
16,442,620

29,861,474

282,704,925

銭瓶町
箱崎町
中 洲町
浜 町
南 千 住

田 町
和 泉町
地 蔵堀
町 屋
橋 場

汐 入
山 谷
木 場
越中島
月 島

砂 町
三 ノ 橋
業平橋
吾 嬬

合 計

3，91
9

9

15，
55’

34

84

‘蟻|澱:：
387.9

7.3531 4，839
′ ’

7:諺’縦＆
3雛:’12,997
4,,2861］3'0247，188

6;63514;323

35,322.34

838,5351301,045

413,2741242,806

1,053,870i180,714

,"…|"""4“

4,069,1241

4，178，678

．灘796,284

1,722,830,
328,850：

65,693,389

8,063,654

；
33，472，1
14，566，8

27,404,1

265,666,5

I

2001

涜’
474

925
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101水撞及危力丘最近5年間の推移（ポンプ所）

|：

9/
／年

000 ’

ｍ
（
ＵＯＯＯＯ３

ポンプ所経常費

過去5年間の比較

’ |”＊‘’
揚水量
当り

100f
作業費

度

詑
弱
銘
記
弘
一

年 費
円
配
拠
“
蛇
叫

９
６
７
０
３

業
．
，
，
‐
，

唾
翠
壺
か
ｗ

作
氾
忍
硯
私
鯛

円
”
蛆
錘
“
Ｗ

Ｇ
Ｇ
●
■
●

９
７
６
６
３

２
２
２
２
３

3

打Z

243,630,749

258,268,809

200,000, 000卜

妬2,752,707

274，571，節9

282,709,165 受電量

Kwﾘ幸
,000‘000－110

第3節 下水処理場

」
I ’

32 33 34 35 36年庇処理作業状況

I
薬品 受電量内訳

シサ量沈砂量 受 電 量
荷属ポンプ所

使用量 処理用
ポンプ運転

2,752f|3,294y:|24,,7i:|,6,3,3,"H|7""HIERUM㎡'249,70#0"::
kll kwkfl kwH| kwHI kwH

876.5512,167116,26Q12,729,968.614,077,076.618,652,892

"““……""…』‘｡" “
|3,7826515,46M,|314,274i41,827,41Z6|16,673,92a6125,153,569

処理水量内訳
処理水量

簡 一~‐ ~‐
処理水號理水豐|汚汚泥量

、

693,850

436，051

794,”7

1,924,198

｜
●
減
ね
、
“

３
１
３

２
３
７

９
Ｆ
。
Ｆ
・
げ

ぷ
、
侭
釦

５
８
７

２ １
６
０

諦
銅
島
”

㎡’ ㎡
131,785,648119,333,774

4,033,39582,161,864

’

汚泥処理作業状況

汚泥処理量 ｜臆"脈ゞ消化汚泥量
|薬品使用量
|消禰灰|鉄蠕剤

処理場名 受 電 量

㎡ ㎡

391，448 391，448

77il 77il "7､ 〃1 坤

172,6331 1,766.51 111,942

k9

167,008

kwH

芝 浦 1,092,631

処 理 場 経 常 費 過去5年間の比較

“｜処．＊＆’”“。”※“’ 処理水量1m㎡
当り作業費

年

3

畑

㎡

円

’
円

34．91

37．75

39.04

47.50

55.41

昭和32年度

的
〃
打
餡
極

９
６
５
７
３

４
１
５
３
８

１
１
１
？
●

刀
“
”
記
刈

郵
翅
誕
却
岬

1,284,005

1,396,016

1,373,030

2,043,041

1，924，198

118,605,100

123,832,115

142，172,508

180,781,094

226,507,385

〃 33 〃

〃 34 〃

〃 35 〃

〃 36 〃
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水量及び電力量最近5年間の推移

芝棚処理場全 処 馴 場 叶

ロツを
釦0,噸,咽

f

200,000.000

０

発岬
００４

300‘”0,000

●4■‐＝－－■e■
‐

産幽腿哩水量 多""･″
、‘・"･･、
ク

タ

タ

ー■■白－－.■－－●夕

100,000,“0 KWH／
／句

0'000,000

200.”0,000

息組見IT木昼 ，
、．･・

J2

0

100‘000，000

Kw%
40,000‘000 受電＆

0

30.000,000
10，000．000

● ■

渇水用

一一一
遍
，
重

遙
凪

ア
″
型

量
ヘ
ー
ノ
ヘ

カ
ー
ー

庵
一
一20,000,000

〆｡～●一一
一一

量
ウ

哩
一
ウ

ク』ラダ，竺
一タグ〈

’一》
且力、銅
一
一
一

場
一
一
一 10,000‘000

’
c － さ － － － 画 ＝｡●

1 1 ’
0

32 33 型 35 36淳良

0
32 33 34 35 36年度

砂町処埋場
三河島処皿場

炉

蝿
8L,000，000’兜

100,000,00 0卜

受水B
－

P●
夕

50,000,000

皇…､/、

Kw%
0‘000．000

KwH4
20,000,000

1230，000，000

50,000,00

10,000‘000

10,000,0000

〃タ
グ
一
／

．
．
『
ラ

壺
一

娠
一
一

電
》
一〆一

ｆＩ処
っ
。〆
一》一

‘1 32 33 34 35 鋤年度
0

32 33 34 35 36年度
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第4節水質 試 験

理 場(11芝 浦 処

(昭和36年度平均）

水

澱池入口

麓！

、
川’

活性汚泥法

処 理 水

試 料 名

採 取 個 所

一

ヌl 温

水 温

透 視 度

色 相

臭 気

P H 値

蒸 発 残 留 物

熱 灼 残 留 物

熱 灼 減 量

溶 解 性 物 質

浮 遊 物 質

溶存酸素(D.O.)

生 下

第一沈

〃

第一沈澱池出 第二沈澱池出口

19．8 19．76

17．85

64．8

17．7

4．8

7．1 7．1

０
８

申
■

７
釦
蝿
弱
喝

９
６
２
９

’
1，034 710

691．2 554.3

418 306

755 802

233 108

1．71

16 "｜
鰯’
27．97

11．65

14

1．71

印
万
お
“
記
”
酌
奉
才
沌

色
●
申
■

■
■

■
■

４
４
９
５
１
８
０
０
０
２
８

５
１
１
０

４

酸素飽和百分率

B、 O、 D.

C.O.D.(高温法）

総 窒 素

アンモニア性窒素

16．23

197．83

191．35

38．75

17．38

6．91

0．27

0．39i

20．78

284

29.26’

12.83

4,075,W

80,000

アルプミノイド窒素

亜硝 酸 性 窒 素

硝 酸 性 窒 素

有 機 性 窒 素

却
塞
郡
妬

４
０
０
３
３
１
２
３

塩 素

琉 化’

油

一 般

遠 藤

素 イ オ ン

上物（ヨウ素消費量）

類

般 細 菌 数

藤 赤 変 菌 数

22．75 5．6

9．17 2．00

26，500

1,088

4,145,000

149，800

’
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河 島 処 理 場12） 三

(昭和36年度平均）

散水ろ床法
河 水

処 理 水
試 料 名 生 下 水 〃 〃

第一沈澱池第一沈
沈 砂 池

入 口'出

18．8 18．8

17．4 17．5 1

１
１
１

活性汚泥
散 気
処 理

活性汚泥法
パドル式
処 理 水

鴬|散
水|処

Ｉ
｜
馳
副 終沈澱普|篇}Ⅲ第二沈澱池

出 口
第二沈澱池
出 口

冒
取
中
山採 取 個 所

気 温

水 温

透 視 度

色 相

臭 気

P H 値

蒸 発 残 留 物

熱 灼 残 留 物

熱 灼 減 量

溶 解 性 物 質

浮 遊 物 質

溶存酸素(D.O.)

酸素飽和百分率

B. O、 D・

C.O.D．（高温法）

総 窒 素

アンモニア性窒素

アルプミノイド窒素

亜硝酸性窒素

硝 酸 性 窒 素

有 機 性 窒 素

塩 素 イ オ ン

硫化物(ヨウ素消費量）

油 類

一 般 細 菌 数

遠藤赤変 菌 数

’
18．8

18．0 ’
18．8

18．0

18．8

17．6

3．9

８
１
７

ｅ
ｅ
ｏ

８
８
７

１
１

18．8

17．8

10．736.531．33．61 2．2

6.77．0 7．0

1,193 1,607

810 1,101

383 506

1，178 1，544

15 63

3．42 4．36

35．7 42．6

16．4 19．5

1冤:’
35．0

24．64

'QIS
12．77

0．92 1．記

0．42i 0．41

3．38 6．24

3．12 5．22

4記 665

2．5 8．3

2．9 5．7

117,000 2,070,000

890 10,150

6．9 6．9 6．8

1，398 1，644 1，533

843 965 1，014

555 679 519

1，093 1，158 1，378

303 486 155

4．43 3．99 3．23

42．6 38．8 31．0

207．7 229 170．6

170．1 186．1 138．2

妬.21 42．77 34．53

16．60 17．71 18．08

°458.6515.38
0，18 0.率 0．23

2．15 2．14 2．00

17．28 22．70 14．22

381 422 537

29．1 41．0 22．9

13．7 14．9 9．4

園'，:淵 風;::::|‘''::::：

7．1

2,090

1,479

611

1，970

120

1．58

16．2

61．3

73．0

10．77

5．03

1，404

974

430

1,371

33

2．89

29．6

11．4

21．6

18．55

14．11

0．94

0．26

0．59

3．59

560

3．6

2．8

134,000

850

1．71

５
９
０

０
４
２

◆
■
●

０
０
５

897

17．1

6．0

5,030,000

186,000
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(3)砂 町処 理場

(昭和36年度平均）

名 生 下 水 〃 〃 活性汚泥法
散気式処理水

誠 料

※駁””｜々ｼ*-‘'第一死澱繼入。 |篤一沈澱池出｡’ 第二沈澱池出口

気 温 19．0 19．2

水 温 18．2 18．2

19．1

17．9

4．8

０
２

口
●

９
９
１
１

透 視 度 ’ 6．0 3.8 32．4

色 相

臭 気

P H 値 7．1

ウ

7.3 7．2 7．4

蛇
詞
泥
弱
妬

１
３
８
８
３

３
２
２

４
２
２
４
０

％
翠
汚
元
”

２
２
２

物
物
量
質
質

留
留
減
物

物

残
残
性

発
灼
灼
遊解

蒸
熱
熱
溶
浮

８
５
０
７
９
０
９
２

４
６
１
８
８
５
０
１

●
Ｐ

。
■

ｐ
■

●

５
５
０
３
２
１
旭
妬
”
ぬ
”
５
０

６
５
１
７
９

９
２
７
７
１
１

夕
，

２
２
ａ

０
２
０
０
６
９
７
８

１
６
３
５
０
２
０
０

甲
。

●
●

由
●

■

２
２
０
９
３
４
姪
”
麺
必
〃
３
０

⑲
粥
記
“
４

１
１

夕

２
１
２

溶存酸素(D､0.) | 2.53 ".7 1

酸素飽和百分率 24.38 16．4 1

B、 O、 ，． 144．05 217．2ロ

C.O.D.( ) 86.051 127. 50

総 窒 素 ’ 24.62 49． 68

アンモニア性窒素 | 11.181 30．4 1

アルプミノイド窒素 ’ 4.181 6

’
28

13亜硝 酸 性 窒 素 0．1’ 0

硝 酸 性 窒 素

有 機 性 窒 素

塩 素 イ オ ン 1,2231 1,266

硫化物（ヨウ素消費量) 33.071 59

９７
９
■
■

謬
妬
８
皿
皿

１

Ｊ

８
９
７
１

０
７

２

１ ３
，

1,099

17．7526

油 類 ’ 7．1 10．6 6．5

一 般，細 菌 数 2,871,0001 1,015,000

遠藤赤変菌数 263,0001 476,000

87,000

2,900
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第5節 降 水 量

(1)銭瓶町ポンプ所及び三河島処理場降水量月別累年比較概要
(最近10年間）

’343536 10カ年

27128 ” 30 31 32 33
平 均

'"''39w"""':".ww991:|-2""4W"""5wMw"
加加 加獅 ” 汎加 ” ”’ ” ” 加卿

188．8 44．4 170.4 77.8 122.8 108.71､26.81135．4 155．9 148.1117．91

121.7140.4111.6 131.70279.6 133.1 65.0|162.0 99.9 42.6128.76

118.3152.9125‘0144．7●306.4145.9 69.5186.5112.2147.8140.92

●206.9177.8●253.6 71.5 95.4e274,1 55.0 95,6 69.50271.1157.05

●228.1179.3●275,2 62．6 96．2●287.3 56.2126.6 62．3272.8164.67

189.0164.91 92.8 55．2 78.5128.9168,3 54.1-27.2 25.898,47

219．3 171．9 125.01 68.5 89．0 108．7 2調．1 66．0▲29,3 29.5113.33

64.8192.3111.31178.0 96.4430.3 69.2113.2･196.1 23．7107．53

49.7232.8115.31178.8 91.2434．5 72.8135.0●翠6.8 24．1116．10

128.30206.8222.4156.4169.1215.80574.3139.2143.7 28．10198.41

132.7●245.4234.3183.1176.2214.1●687.8163.8135.6 35．2●220.82

92.6128.7117.90252.4259.3105.3 286.3e176.5150.5263.7183.32

101.2135.4147.80316.3267.9117.1267.0O199.4182.30302.6203.70

102．7▲13．2122．2 86．6 56．4 43．3 65．0 99．1102．9 43．873．52

114．1420.5133.0102．3 65．4 57．1 82．8 97．8 110．2 47．0 83．02

17．6 35．7 73．24M．1 1.9 109.9 86．3 131,2 63．2 32．4 57．15

▲16．2 43．1 68．2▲22．9 2．9 109．6 93．3139.0 72.7 33.0 ".09

34．0 62．9▲37．6 74.914 0.5 59．2 30.3 50．7 31.1 "．2▲41．74

31．4 91．2▲38．0 88.0l4 0.3 "．8 54．0 49．5 m.0 33．0447．22

▲17．2 35．9 71．4 35．81 74．3 54．4 89.34 5．2 34．94 8.8 42．72

34．6 43．8 74.2 44.9 80.8 62.0 107．7▲ 3．6 37．7412.0150.13

、 年度

熊

娼’

5月｜

‘周’

7月 ’

8月 ’

9月 ｜

''｡|

11月 ｜

‘調’

1月 ’

2月 ’

3月｜

合計’

、
瓶
島

、

河
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同
同

所
銭
三

109.2 90.61166．1 118.5 62.7 48．1 67.9 51．7 79．5 54．0 84.83

139．2 118.61149.2 128.8 67．7 50.7 86.6 49.4 83．6 48.5 92.23

1，263．41，288．81，517．51，256．71，290．21，302．21，581．51，202．61，142．41，005．91ラ285.12

1,373.61,479.31,655.61,418.71,366.81,352.51,83｡611,35Z0l1,23a6,1,033611,410E

(注）●.．…最大降水量、▲･…･最小降水量
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第6節 汚 泥 処 理

（1）概 要

処理場において，汚水処琿過程に発生する汚泥の処分方法としては，戦前まで海中投棄によっていた

が，戦時のため汚泥運搬船の運行は不能となり，他方資源活用の見地から汚泥の肥料化が得策であるため

処理場内に汚泥乾燥床を設け，天日乾燥のうえ売却していた。汚泥処理工場の完成後は，機械力を利用し

て脱水乾燥し大半は肥料として販売している。

沈澱汚泥の大部分は全購連及び東那有機肥料株式会社へ売却，また三河島処理場の汚泥消化槽から排出

する消化汚泥も同様日本有機肥料株式会社に売却していた。

また，砂町し尿消化槽から排出するし尿消化汚泥は真空脱水機または乾燥床で脱水乾燥し，清掃局にお

いて売却している。

(2)汚泥処分状況
(単位㎡）

｜
’

垂印年
度

|売却量 乾燥量|売却量|乾燥量|売却量|乾燥量|売
|25,71:

|

｜
' 乾燥量|売却量

4,707 ↑'2,‘2, ‘

売却量乾燥量|売却量

272，895．11，343．51，560．3

’

2,鼠311,070.5

｜” 。595.72812,132.411,394.811,303.0 4,245.5934.2 252.3 2,598.3214．4

’
2912,664.911,638.411,845.2 1,786.1 232.0 3，411．87，163．7241．2 2,421.6 7,077.5

垂
Ｑ
Ｊ

5,743.010,329.3

10,858.015,383.3

i10,222.015,172.5

287 21.433012,676.511,698.61,622.6 1，429．4 5,743.0 9，114．3

０
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８
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０
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２
８

８
０
７
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Ｚ
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３
３
３

2110,858.01，454．6 324 14,407.4246.3

873.0.1,665.0,1,520.0 97．1 10.22201ll0,222.Oil0,222.0,15,172.5

6113,015.0113,015.0,17,802.4

715,479.0il5,479.020,579.0

14．381．9127．1

137314．1 222.1 16,997.7

0|1,642.0|1,544.0 131226.7 19,036.03

2,305.011,393.0』

，!．…|''7"&1，602．5

一ll－ 119s8120'057
198．38

-｜－
120.021,601158.0

’ ’

沈 澱 汚 泥

芝 浦 三 河 島 砂 町

消 化 汚 泥

芝 浦 三河島

し尿消化汚泥

砂町（消化槽）



110

第7節 処理水の利用

処理水は，従来そのまま河海に放流していたが，これら未利用資源を活用して事業運営の効果をあげる

ため，処理水の工業用水化を実施している。

すなわち，三河島処理場におL,ては，汚泥活性法による処理下水を，急速濾過施設により更に濾過して

供給するもので，昭和30年2月から千住製紙工場と供給契約を結び送水中であるが，逐次拡大する計画で

ある。

三河島処理場急速砂濾過施設 当初施設 3池

昭28-12起工 昭29－8 竣工

工事費 25,462,171円

増設施設 3池

昭34－6 起工 昭34-11竣工

工事費 25,121,725円

〆

/
､!

'、

濾過池 6池その他一式

’ ’ 収 入 金 額 （円）送 水 量 （耐）

” 年 度 936,476472,650

7,582,4523,879,14030 〃

8，513，3‘24,399,09031 〃

9，267，4864,815,27032 〃

10,176,8285，3”’4“33 〃

11，307，9485,948,8“34 〃

13，037，1846,642,88035 〃

36 年 度 15,778,5197,392,020

第8節犀尿消化槽

昭和36年度作業実績

｜軽油消費量

‘,84’
｜鍵入濡腿一尿尿量 ’繍鱸堂|鱸麓永|消化瀞腿。

㎡’ ㎡’ ㎡’

5,3651747,85811",8671

ガス発牛量

㎡’

4,540,3001

１
－
側
引

電 力 量

kwH

2,805,896

乾燥量

㎡
810,729

－

3

畑．

805,364

’

1

3

m

21,601．5
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第8章 工事施行状況

第1節 拡 張 工 事

総 括 表

種 別 施 行 内 容

幹線延長

枝線〃

側灌〃

設計委託

試 堀

5，123．25 畑

50,683.59 "

麺,“7．39 畑

8件

6件1,527個所

管 渠 敷 設

2,731,523,1"円

大島ポンプ放流渠

藍染，日本堤ポンプ所上家

千住ポンプ所，流入渠門塀

千住，隅田，上家新築

日本堤仮事務所

小松川ポンプ所 汚水ポンプ

〃 雨水ポンプ

小松川ポンプ所 配電盤

6件

構築物

構築物及び建物基礎

ボ ン プ 所

587,715,981円

建 物

施 設 拡 張

8,805.196,087円

台
台

１
２

機械装置

電気設備

設計委託，その他

構築物砂町処理場消化槽8槽， 曝気槽4槽

沈澱池4池， 散気板取付6,048"

小台処理場ガスタンク1基洗牒槽2槽

貯留槽1槽，消化槽4槽，前曝気槽1槽

沈澱池3池

芝浦処理場散気板取付6,048枚第2沈澱池8池

落合処理場 曝気槽 4槽

建 物 落合，小台，砂町処理場上家

ポンプ小合処理場汚泥ポンンプ2台，排水ポンプ2台

砂町処理場 汚泥ポンプ2台，排水ポンプ1台

芝浦処理場 汚泥ポンプ3台，給水ポンプ2台，排水

ポンプ2台

機械装置小台処理場 ボイラー1総循環ポンプ5台，真空炉

過機6台,汚泥ポンプ14台,真空ポンプ3台

芝浦処理場 ターポプロワー4台，採泥機6台

処 理 場

4,308,636,659円

、
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｜別 施 行 内 容種

砂町処理場炉過機4台，真空ポンプ2台，熱交換器4

基，循環ポンプ4台

電気設備芝浦，小台，砂町処理場，配電盤配線各1式

付帯工事 9件

設計監理委託10件

施 設 拡 張 ｜ 処 理 場

管渠用地

ポンプ所用地

処理場用地

件
件
件

２
３
３

用 地 買 収

672,834,948円

そ の 他

504,485,379円

失業対策管渠施設

90,758,632円

事務費，補償費，鋼矢板,I型鋼，計算器，乗貨自動車購入
その他

枝線延長 6,547.07沈

就労人員延 65,746人

特別失業対策管渠施設

215,683,756円

枝線延長

就労人員延

14,344.9m

70,365人

(1)管 渠 敷 設

工 事 名 数 量|､“ 着
竣 |､

手
功種 別 考

円

’094|"""f|
l枝 66.251

｜幹170.23

1枝65.70

幹95･101

”‘""’

１
１
１
１
９
５
１
７

３
１
１
１

，
■

■
●

由
●

●
■

４
３
４
０
５
２
５
１

１
１

①
■

Ｇ
町

Ｇ
Ｕ

Ｕ
ｂ

距
幻
妬
妬
妬
〃
妬
妬

Ｊ
〃
詮
釦
胡
弱

Ⅱ
《
〕
〃

０
９
０
９

９
，

，
分

４
３
９
３

鉛
銘
沌

０１

Ｊ
９

３
９

０
２
３
６

８
３
１
２

幹 線 尾久幹線その5工事

岩渕幹線その3工事

石神井川下幹線その7工事

戸越幹線その3工事

膳
一
ト
ー
催

一
弘
顕
妬
”
託
諏

“
｜
》
認
麺
嘔

Ｌ
｜
＆
乳
＆

４
４
７
７

３
８
６
６

０
ａ
乳
乳

１
２
１

１
１
１
１
，
１
Ｊ
訓

”
２
”
９
９

８
８
９
．
．

由

列
加

２
７
翠
５

l
l
l

神田川幹線その5工事 日本国有鉄道委託

6． 5

12．11
桃園川幹線その5工事

石神井川下幹線その6工事
6．16

1．20

1

幹
枝 6．14

1．31
神田川幹線その7工事

砂幹線その9工事
36

278.61 96,727,689
37

"""\
136

I

僻
一
驚

２
０
１
３

●
●

７
３

’

２
０

１
３

①
④

７
３

宇田川幹線その2工事
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'数コ・“|息爵|“ゞ
陸§蕊|孟墨忠'零:粥
|鴬鮒|“…|龍瞬鰕織騨….
|鶯矧|"…･棒:躯
””"|"…|態続旙|縦蕊"溺阿

別｜工 皇_且
線|亨閏川幹線その3エー

王子幹線工事

神田川幹線その8工事

種一幹

渋谷川幹線その'2工事

６
竪岩渕幹線その4工事幹

"|静:！
"陸’

"""I'…“
｜幹‘"，｡'…“
鴬，強!≦6'090'8551

”""|"…塵’

0．16

3．31

0． 9

3． 6

神田川幹線その9工事

戸塚西幹線その1工事 』． 9

3． 6

1． 釦

施行
渋谷川幹線その13工事 '37．】

|継続1
続額
49,909

継

,145円

’
36．11． 6

37． 3．31
桃園川幹線その6工事

｜
和
訓""'s|"\3:"

鷲‘脇|ゞ…‘|静:’矧
幹229 25152,446,891 36．11．18

37． 7．31

幹,"8‘‘7,7"’7"|撫鴻

１
１
１

渋谷川幹線その14工事

岩渕幹線その5工事

36．11．

37． 7．

18

31
岩渕幹線その6工事

継続額'瀦濡’岩渕幹線その7工事
4,805,271円

０
１
０

４
’
１
９

。
●
■

４
４
５

１
１

１

１
僻
ｌ
幹
肢

’
’
’
１
１

４
－
４

’
’
１

戸越幹線その4工事

》｜榊坪

2，143，48 行電鉄委託

8041篭 燃存千駄ケ谷幹線その1工事 35，505，
694,196円

’幹2z,0|!1,672,
’ ’

36．

％．

5．23

10．31
神田川幹線その6工事 280

’ ’ ’
36．10．12

1，377，681
36．11．鉛

岩渕幹線危険防止工事

｜渋谷川幹線その'2工事に伴う擁壁築
造工事 ‘“｡｡｡’ 西武電鉄委託

…|"｡'…橇

到
一
剣

10．釦

3．31

11． 4

2．23

枝 線 江東区木場3，4丁目付近枝線工事

板橋区志村本蓮沼町付近 〃

罫
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
叫
‐

36．
534

37．
345．90

109．67

5,475

‘‘｡…･'瀦鵬|継蕊,…．墨田区吾嬬町東7丁目付近 〃

’ 51,736,0481静:』;:3？ ’,85.951墨田区隅田町1丁目付近枝線その1
工事
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着
額

竣 爵'億量'。|数種”｜
枝 線’

考事 名工

…薔嬬町東‘丁圓付近横線工≦”“”書"｡温'溌締総蕊"‘"・
沈

墨閏区書嬬町東‘丁員付“， …|"…。
託．12． 1

37． 3．19

墨田屋書嬬町東‘丁同付”〃，銅“"…，|静:‘澱
”庵|“…|離続鮴“鱸…"・墨田区隅田町1丁目付近枝線その2

工事

北区田端町付近枝線その2工事 27a10|4,086"f:1::f:37． 3．15

，…中烏町付近横線工“ ”｡"'．,雪‘,｡,.|器:'::号

４
６
１，軍",｡．…陸

'"“’…|:;：
34z6｡|3,"7,9821\

’37．

'"．。‘"｡，"|羅
忽蘂”“"，｡‘"|:;；

37，
87.“ 1，258，頭7

37

"，“．‘｡'"|:；
18z35l2,367,06219z

137

’

豊島区目白3丁目，雑司ケ谷】,6,7
丁目付近 〃

1．

3．

’1． 6

3．26
渋谷区原宿2丁目付近枝線その1工
事

新宿区西大久保1丁目中里町付近枝
線工事

北区王子本町1，2丁目付近 〃

新宿区戸山町付近枝線その5工事

文京区関口町付近枝線工事

豊島区西巣鴨2丁目付近枝線その2
工事

37． 1． 8

37． 3．17

37．1．16 継
継続施行

37． 2．13

37． 3．31

1－
37． 2．26

37． 3． ”

鶴， ,014円

l
l
l

2．10

3．31

港区芝白金三光町付近枝線その8工
事

2． 6

13．22

’
2．24

3．31

一一一一一一一一一一一一一一一一一一

豊島区堀の内町付近枝線その4工事 ！
’

488.釦
’37

4'29111901"

’
2．24

3．30|“‘’ “4137
137北区豊島3丁目付近枝線工事 2，511，

’
5．18

8． 8

36
147，817

託

’

681.031]1,
墨田区吾嬬町西2丁目付近枝線その
4工事

江東区南砂町5，6丁目付近枝線工
事に伴う電話線人孔仮施設工事

江東区南砂町5丁目付近
迂回路築造並びに撤去工事

東京電気通信局委託

論

．…‘’
2…‘’

5．

11．

。
●

弘
託

江東区南噌羅獺豊

の,ｴー …｜江東区南砂町5，6丁目付近枝線そ

江東区南砂”‘丁園付近綾線そ｜”“の2工事

｜《識一一
一
年
印
一

一
度
〃
｜

ｌ
展
」
１

，釦一頭釦一頭”
ｚ
Ｌ
ｌ
ｑ
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封
’
一
率
一
理

＄
夕
，
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判
恥

１
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１
，
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’一一

工 事 名 ｜数ゞ|、．|富雷
警匿"町2,3T圖睦…l…&|'･',zd悪鳫厩

備
種 別

考

枝 線 35年度より繰越
71,067,899円

建設局へ委託

州
一
割 “‘｡。12…|爵:淵

ﾙ…|""…'”，｡”’37．2．6

渋谷区中通1，2丁目付近

”
麺①
由

９
３ 一

渋谷区常盤松町中通2丁目付近枝線
その2工事

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
Ｉ
ｌ
Ｉ

36．10． 2

37． 3．10

36，10． 9
37． 2．10

36．10． 9

37． 2．22

36．10． 2

37．3． 31

36．10． 2

37． 3．19

36．10．19

37． 3． 8

36． 9．”

37． 3,17

錨．10． 3

37． 3．”

36．10． 2

妬．11． 6

36．10． 9

37． 3． 6

36．10． 3

継続施行

０
５
１
６
５
５
５

錘
》
８

町
一
ｍ
４
印
７

４
２
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○

孟
錘
池
狸
切
圭
蓉
蝿
套
哩
歴
兎
潭

Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

３

ｑ
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一
一
一
一

一一

剖
当
ｌ
刺
ｌ
ｌ
銅
ｌ
湖
詔
Ｉ
函
１
１
吋
ｌ
ｄ
１
ｌ
科
ｌ
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１
副
１
１

釦
４
錨
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記
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塾
如
泌
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》
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Ｚ
Ｌ
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詔
１
９
０
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４

鯛
０
９

魂
一
晩
呪
い
，
＆
Ｚ
川
，
，
‐

釦
一
詔
２
１
麺
一
喝
６

－

新宿区西落合2丁目付近枝線工事

北区西ケ原3，4丁目付近 〃

新宿区戸塚町3丁目下落合1，
目付近枝線工事その2工事

2］

足立区宮城町付近枝線工事

中野区上高田1，2丁目付近〃

中野区神明町，本郷通3丁目付近〃

渋谷区下通2，3丁目付近

″
’
″
″
″
〃

渋谷区代官山町付近

台東区上野桜木町付近

渋谷区緑ケ丘町羽沢町付近

渋谷区千駄ケ谷2丁目付近 継続額
18,688,4“刃

１
１
４
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
１
１
Ｊ
『一 36．10． 9

36．12．27
新宿区早稲田鶴巻町馬場下町付近〃

一
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塞
錨

，
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９
釦

足立区千住緑町2，3丁目千住柳町
付近 〃

品川区大井伊藤町，大井森前町付近
〃

８
９
’
１
’
１

I,42,,".|:::2’

２
７

港区麻布笄町付近 〃

".10.24 継続額
12"8113185 継続施行 41,988,815円

’江東区南砂町5，8丁目付近〃
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杉並区馬橋2丁目付近 〃

豊島区池袋5，6丁目付近 〃

目黒区下目黒2，3丁目付近〃

中野区八島町新山通2，3丁目付近
〃

港区芝白金三光町付近枝線その7工
事

杉並区和田本町付近枝線工事

神田川幹線その8工事外1件に伴う
幹 線 地質調査工事

石神井川下幹線その8工事に伴う
地質調査工事

神田川幹線その10工事外1件に伴う
地質調査工事

石神井川下幹線その8工事

枝線|杉並区高円寺4丁目付近枝線工事

板橋区熊野町付近枝線その2工事 338 551
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託
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北区赤羽町2丁目付近枝線その3工
事

墨田区吾嬬町西7，8丁目付近枝線
工事
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十

寒'篭：

９
１

１

●
●

５
８

新宿区西落合2，3丁目付近〃

板橋区大山金井町，大山町付近〃

581．”

寒
塞
録

９
１

１

７
８
５

ｍ
副
列

，
，

，

６
４
６

１
２

と
い
Ｅ
卜

’
’
１
－
１

５
７
’
３
９

１
２
１

，
●

●
●

６
０
６
８

１

●
●

●
●

妬
距
託
妬

05585

中野区江古田4丁目付近 355.印〃

中野区向台町，本郷通1丁目付近〃 ’
6．19

10．27

申
ｅ

妬
顕

935．95 16,311,131一
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種 別 工 事 名
備

９
０

手
功
１
３６
１

着
竣
鐙
鎚

円
巧

額
ｐ

９７

金
”

量
加
配
６３８｜

数

考

中野区千光町，宮園通3丁目付近枝 線
枝線工事

|_豊島区"町‘′‘丁員付延〃_｜”罫"|蕊'…|器:‘::'：
港区芝白金三光町芝白金志田町付近 3646127,766,204155:!2:-214枝線工事 1,160.“27,7“'”436．】2．4

皇島腫同白町3丁園付近辮工一 …|≦"‘’7"篭:;:晶
北風聞細付近癖工≦ ，…|’‘"．,，‘‘|爵:‘『:召
ﾖｴｰ ‘… ""…|篭:粥
渋谷区本町2，3丁目付近枝線その

溌繕属西落…付近… …"|""…|純:&？
T園付近穏鵜ｴー ”"卜璽‘… ,"1．
豊島区長崎1，2，3丁目，千早町1 136．8．17

中野屋本町通‘丁圖,小耀町付近〃“3","｡"…繩:'：
｜，‘，｡'…|器：603.妬 測’品川区平塚町2，3丁目付近〃

|－
’

’
8．詔

3．12

36

37
中野区前原町，栄町通2丁目付近〃 845.91128,535, 235

’
633.90

’

21,872,3621 ’
11

13

。
①

妬
諏

９
１渋谷区富ケ谷町，神山町付近〃

妬
5，544，空7

37

渋谷区竹下町穏田3丁目付近枝線そ
の1工事

9．”

1．11
33．95

1

…I ’38,2s4,so71w:

６
１３

ｅ
Ｇ

９
３北区豊島7，8丁目付近枝線工事

2'131,426136.2.2 日本国有鉄道へ委託
’36．9．”I北区栄町付近枝線その3工事 31．50

｜冊 ｡|職淵 ’
豊島区池袋1丁目，椎名町1丁目付
近枝線工事

継続額
8,360,0“円

’20,670.39

。
■

７
７
３
３

２

皿
麹

４６兵
〕
，皿
麺

，

８１垂
Ｌ

，峰聯仲原3｡‘丁口付近側溝エ
新宿区下落合1，2丁目付近

枝線工事外1カ所設計委託

江東区南砂町1，2丁目付近
枝線工事設計委託

側 溝

設計委託 ｜
’

12．29

3．31

|u*国有鉄道へ惨※
'

’
’
’
’
１

江戸川区平井1丁目付近
枝線その2工事設計委託 331，585 〃

杉並区馬橋3，4丁目付近
枝線工事外1カ所設計委託

障
陣
一
睡
陣

３
３
２
２

■
●

２
６

780，

皿
一
皿

江東区大島町6丁目付近
枝線工事外1カ所設計委託

３
３

２
２

●
●

２
６

805,
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鳶|” 考｜※ゞ|・“
着

工 事 名 竣種 別

》》｜雫靹》》
円
亜
皿
皿

０
０
０

７
０
７

５
９
７

少
，
夕

１

１

2．23

6．23

2．23

6．23

2．23

6．23

1．17 継続額
続施行 2,100,000W

１
１
１

設計委託墨田区隅田町1丁目付近
枝線工事外1カ所設計委託

江東区南砂町7，8丁目付近
枝線工事外1カ所設計委託

中野区上高田1，2丁目付近
枝線工事外1カ所設計委託

｜渋谷区青葉町穏皿2丁目付近枝線工事外4カ所設計委託

’
0X･
｜継’

I.13 継続額
施行 3,243,

’

渋谷区代々木深町付近
枝線工事外4カ所設計委託

0’37．
，継続 mO円

l
l
l

｜
’

続額
2，62

継品川区大金子町付近
枝線工事外4カ所設計委託

渋谷区恵比寿1丁目伊達町付近
枝線工事外4カ所設計委託

1．17

続施行
0137．
｜継 450円1,

｜
’

’37.

01継
継続額

2,100,0003

８
行2．

続施

試 堀 ''261
6件 6544，

'2）ポンプ所建設

|傭種 別 工 ｜、“量

手
功
一

着
竣 考数事 名

,｜大島ﾎﾝﾌ所放流渠工事 円'36．11．301継続額放流渠 ’'7郷
その他 17,461,0571継続施行|58,043,943円

｜

’
築 造 物

｡'職綿|継親｡,｡．｡｡

ｌ
に
一
億

!

江東区大島6丁目住宅公団下
水管渠移設その他工事

藍染ポンプ所ポンプ井
放流渠及び上家下部工事

36． 7．12
125，139，“9

37． 3．12

上家基礎
1,545.57㎡ ’’藍擢農ぴ 碓錘卜”’日本堤ポンプ所建設その2工事
骨鉄筋コ
ト造り
06㎡その

’36．7･】21継続額
41,940,000|継続施行|88,876,415円

ン
他

’’

'1,650,00OW:鰯’|甥

渠
他千住ポンプ所流入渠門塀その他

工事

9． 4

2．28

9．3

’二家及び付帯設備|上零謝ｺﾝｸｿ ”"…|器：｜延2,045㎡その他
建 物

’

L、 1

1．31

1． 1

1．31

)．25

1．22

千住ポンプ所上家及び
工事

4．

1．

|上零謝ｺﾝｸﾘ
|延5,590Wfその他

隅田ポンプ所上家及び付帯設備
工事

日本堤出張所仮事務所新築工事

4．

1．

事務所延面積
259.2㎡ 4，

その他 4,910,･･･|篭

５
２
２
２

●
●

９
１
１

小松川ポンプ所上半期維持管理 276,599 '

’

’小松川ポンプ所下半期維持管理 37'0491

"｡，"，｡･･|静：
ポンプ 2台
デイゼル機関2台

小松川ポンプ所雨水ポンプその
1工事

4． 1

3．15機械装置

63,400,0001gg.:.】炉格機 9台
その他 ’37．3．31|攪川ﾎﾝﾌ箭沈砂池機織設備 ’
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’

’ |‘

量
一
嗜

備

手
功
喝
調５
２

着
竣
鑑
鉱

円
卯

額
幻

印９

金
６種別｜エ 事 名

機械装置 小松川ポンプ所汚水ポンプ設備
工事

老

’
'ポンプ
1

1その他
日本堤ポンプ所雨水ポンプ設備
その1工事

小松川ポンプ所電気設備工事 配電盤その他

千住ポンプ所仮受電設備工事 屋内外の照明他

隅田ポンプ所仮受電設備工事 屋外照明40WIO灯
その他

’36．7．12

ol継続施行

’365!,SOO｡OOO|":5:35i151，500'000'37．3．3！
240,000|2z.9.､｡

137.3.31

，90，皿37．3．5
，37．3．28

継続額
98,3“,亜円

小松川ポンプ所電気設備工事｜

’
電気設備

千住ポンプ所仮受電設備工事

設 計

管理委託 ｜ ’
千住ポンプ所上

付帯設備工

家
事 垂叱

》 ぴ及 990,m0g9･4．1
，37．1．31

｜
家及び
事監理委託 "｡｡｡｡｡|:::':,'

隅田ポンプ所上
付帯設備工 ’

難雷“｡"“””’36．8．4

4,600㎡6,｡｡｡,｡｡｡|錨コア継輔",M円ポンプ所延面積

｜継続施行
’37．，．29継続額
O継続施行 3,M,0m円

’36．4．1

締切撤去1-'|9'700'0",5;．6．13
‘有刺鉄線"WI|,s｡,o｡oz:::2;，89.2棚28.,.0.篭::2;
その他

日本堤出張所仮事務所
新築に伴う設計委託

日本堤ポンプ所上家
新築工事の設計及監理委託

宮城ポンプ所上家新築工事
設計委託

その他 隅田ポンプ所締切撤去工事

大島ポンプ所仮人止柵工事

'3）処 理 場 建 設

！ 畠舌|”エー、｜““△“ ”
円

静:;:｡;｜
砂町下水処理場汚泥消化槽その 汚泥消化槽4槽
2工事 その他 182,412,607

器:;:．'｜
砂町下水処理場曝気槽及び第二 曝気槽 4槽
沈澱池その他工事 第二沈澱池4池 418,007,898

球形ガスタンク

‘≦“,雪"｡･･|紺,’
小台下水処理場ガスタンクその
他工事

その他

律垂到器:::’:｜
芝浦下水処理場曝気槽空気本管 空気本管230加
工事 その他

小合下水処麗場建…工≦ ‘‘","圃|静:粥
汚泥洗准槽2槽
その他

別種

構 築 物

小台下水処理場建設その5工事

散気板取付

|蹴 …|"…‘・器:澱 ’
砂町下水処理場曝気槽散気設備
その2工事

芝浦下水処理場曝気槽散気設備
その2工事

芝浦下水処理場高速曝気沈澱槽
工事

6

散気板取付
'89,025,888l2.

一一列37．

134,032,｡｡cjgg
137．

｜
’

２
５

１
１

●
●

７
３,368枚10

その他

高速曝
置 2
その他気沈澱鐘｜槽

7．12

3．31
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譽
,,0,333,@SJX.

｜継続

‘"．，…|撫

種”｜ェ事、｜数
第二沈澱池

構築物溌器水処理鰯第二沈澱池その 第二汚泥ポ
室

曝気槽 4楠
落合下水処理場建設その2工事 110,333,その他

“含ﾄ水処…識その‘工事|鑿謬池蝿",｡"。
睡芝浦下水処理場超高段沈砂池 知形渠62．5況

流入渠工事 その他

落合下水処理場送泥管その1工 鋼管 107.2"12,430,
事

”合下水処璽場選耀…工|"'ｲ猫瀞|ゞ､含“事

汚泥消化槽4槽
砂町下水処理場汚泥消化槽 汚泥ポンプ室1棟121,611)
その他工事 その他

手
功 備 考

＃
円’

,639i ｜
|職1.,"2刀

7．12

3．31

7．12

施行

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ⅱ
Ⅱ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
画
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
甲
１
１
１
１
１
１

継続額
2”,522

0． 6

施行 ,082円

恥
伊
原
隊

皿
一
唖

，
，

釦
鍋
４
２
７
－

２
２

２

８
４
２
２11．

3．

12． 8

3．31

35．
121,611,671

36．

01

'9:：｜
敏

一付胆
取
５

｜
板

一昔郡
散－
１

|継郷,800円
継続施行
37,884,800n

'3籍鍛瀞］

芝浦下水処理場曝気槽散気設備
その3工事 |その他

5，

散気板取付
5,184枚 O

その他

本館延面積15,080
35． 7．

編低段沈砂池64","2,8Ⅲ 37． 3．
池 その他

|溌処讓需|’…,‘｡ 35．10．

36．10．
｜その他

上家延面積 35．10．
5，899㎡118,979,474

36， 8．
その他

公舎延面積
713.16㎡ O

その他

汚泥ポンプ2台

5,800,000|:::::排水ポンプ4台

24,150,000'gg．9．汚泥ポンプ2台
その他 ，37．3．

暉亜澪::：
汚泥ポンプ3台
給水ポンプ2台

淨珂綿：
電動機 4台
その他

ボイラー 1罐

熱交換器‘基ア1,950,"･|W:f:その他

真空炉過機6台 ’36.4.

96,000,000157.3．真空ポンプ3台

”，‘"｡｡｡'器::：
真空炉過機4台
真空ポンプ2台

濡耀騒箪縄2池分 ‘…,｡｡．'器::：その他

瀦鶴‘基|…｡｡｡'雛

砂町下水処理場曝気槽散気設備
その3工事

建物｜
'

1

31落合下水処理場建設その1工事

。
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
二
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
Ｐ
Ｉ
ｉ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ⅱ
０
Ｊ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
上
０
１
２
１

４
１
３小台下水処理場その4工事

砂町下水処理場汚泥処理工場新
築工事

４
３

継続施行
28,560,000｢リ小台下水処理場公舎新築工事

ポ γプ鯨黙駕響露二沈澱池汚泥
砂町下水処理場第二沈澱池
汚泥ポンプ設備その2工事

５
５

１

６
１３

芝浦下水処理場第二沈澱池
汚泥ポンプ設備工事

５
１
２
３

l
l
l

磯械設備董浦下水処理場送風機その2工
小台下水処理場ボイラー設備そ
の他工事

小台下水処理場汚泥悦水設備そ
の1工事

砂町下水処理場汚泥脱水設備そ
の2工事

小台下水処理場第2沈澱池機械
設備工事

１
巧
一
１
１
１
卵

３

6． 7

3．31

1

8

灘謂縦譲
6．10

2． 8換器設附工事
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数 量 金 額 農訴|傭、

考種 別’ 工 事 名

’
6．15

3．31

採泥機 6台
阻水扉44組その他

芝浦下水処理場
第2沈澱池機械設備工事機械設備 50，650，0m

7 ｌ
Ｌ
ｌ

汚泥ポンプ
14台

その他

400KWターボ

プロワー 2台
その他

…孑姶|‘…｡｡｡'静：小台下水処理場消化槽
調整槽等機械設備及び管弁工事 その他

溌皿"蕗“｡璽…陸：砂町下水処理場
送風機その2工事

真空式塩素滅菌器 ’36'0'250'OOOl57:小台下水処理場消毒設備工事 ，台10,250,000137．その他

２
１
－
２
１
６
１

１
３
’
１
３
２
３

久
乱
｜
汎
ａ
８
３ ●
●

｜汚泥掻集磯2池分|‘｡,5..,"･静:荊砂町下水処理場第二沈澱池
機械設備その2工事 ’その他

I

|多段ターボブロワ

'一 2台
,その他

四
行
四
行

ｚ
施
ｚ
施

Ｉ
続
１
続

妬
継
妬
継

０
０

継続額
41,4m,M円

継焼願
16,480,000円

芝浦下水処理場送風機その3工
事

’芝浦下水処理場 採泥機 2台
第二沈澱池機械設備その2工事｜その他

｜汚泥掻集機2池分 36.】2．】9砂町下水処理場 O
第二沈澱池機械設備その3工事｜その他 継続施行

i400KWターボブ 136.,2.,9
砂町下水処理場 o継続施行｜阜施」台送風機その3工事

継続額
45,7",皿円

継続額
23,卸,“0円

芝浦下水処理場電気設備工事’竜気設備 ’芝繍下水処錘場電気設備エー|配奄鍵その総|で麺憐：
小合下水処璽場電気設備工＝|配電盤そ｡総45,"a｡｡･'静：

6．13

3．31
，

6．13

3．31

’"下水…場電気識備工≦｜配電螺そのi.|1",｡o･｡｡"|#:
7．12

3．31

|東京電力委託

’
SLケーブル

小台下水処理場受電線路新設工
事

砂町下水処理場特高受電線路引
替工事

砂町下水処理場汚泥消化槽電気
設備工事

45,.0.,...|継続施行|継続額| 7,194,8mn
！東京電力委託

46,OOO,OOOl i継蝿,Z4,m円

線
加
城

回
沁
哩

２
７
。

，
ｑ
Ｊ

２

｜
’

引替
その他

’
4

26配電盤その他|,30,000,000:::'::

そ画“ 。棒続濡
配線管11,297"

配電盤その他 ol"."Jak.E
1継続施行

|巾11.0況延長3641

℃"ｱｽﾌｧﾙ‘",8"｡｡｡'静:郷'コンクリート舗装

”,…|紺,↑
配水本管297.0畑

|配水小管306.0加
給水管814．9沈 36．8．9
その他 ’0，698，37836．，2．23

そぬ“ …，麺|龍:糊
面積20,000㎡

その“ ‘".｡’｡｡｡'寵’:::：
杭打 26,本

継続額
4,8“,皿円

継続額
18,8m,皿円

落合下水処理場曝気槽電気設備
配管工事

｜饗下水処蕊場電気設備その‘
付帯ｴ事｜落合下水処理場付替道路工事

落合下水処理場用
地内部道付替に伴う水道本管移
設工事

砂町下水処理場給水管新設工事

面積20,000㎡
その他

落合下水処理場
用地の除草ならびに柵囲工事

杭打 261本
その他小台下水処理場建設その7工事
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'．“|・“|菖蚕l
l l‘,琴,鐘l l
l l，… ｜
’ ｜”… ’

工 事 名

|熱騨謬鶏鍛工一

種 別

東京ガス委託

東京電力委託

付帯工事

落合下水処理場用地内
部道付替に伴う電柱及び電線移
設工事

落合下水処理
部道付替に伴

場用地内
う電柱及び電話線

H本電信電話
公社委託移設工事

砂町下水処理場埋立用地深浅測
量工事

”
”
銘
記

皿
皿

的
釦

６

深浅測量面積
43,283㎡

５
７
１
１

■
■

２
３

設 計

監理委託

本館床面積
9，“6

ガラス掃除
1，185

２
畑
２
畑

4． 1

9． 釦
小台下水処理場構内管理委託

…艤讓塗‘7,7m㎡

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ａ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
‐
‐
Ｄ
●
日
Ⅱ
０
１
１
９
ｔ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｒ
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
写
Ⅱ
０
１
１
１
１

森ケ崎西処理場本館新築工事設
計委託

9,650,(XX)'\･9･
‘37． 3，

”
釦
一
喝
皿
一
晒
哩

|上家建築面積

|その他約10,皿㎡
落合下水処理場曝気槽上家工事
設計委託

芝浦下水処理場汚泥処理工事
上家増築その他設計委託

小台下水処理場公舎新築に伴う
設計委託

●
●

４
８

|工場上家約1,600,f
|その他

鷺‘雪。

■
■

４
２

５
２
１
１
１
３
４
１
１
１

１
１
３
２
３
３

■
●

●
■

●
＄

■
●

寺
■

８
９
０
３
５
８
０
０
７
０

１
１
１

１

分
■

■
●

●
■

■
●

岳
■

記
銘
妬
諏
妬
妬
弱
妬
妬
妬

皿
皿
皿
皿
皿

、
皿
ａ
‐
泡

，

麺
５

配
７
９

Ｊ

２
ａ
ａ

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

本館
その他

9,“6㎡
小台下水処理場構内管理委託

汚泥処理場
延7,3“7

その他

砂町下水処理場汚泥処理工場
新築工事設計管理委託

小台下水処理場汚泥処理工場
新築工事設計管理委託

２
１
↓

″

落合下水処理場汚泥消化槽その
他工事

落合下水処理場建設その2工事
監理委託 loI |

継続施行
2,850,0(X)円

(41失業対策管渠敷設
－‐f一

種 別｜工 ｜△量I識 額|富

手
功

備 考事 名

沈 円
弱． 4． 1

1，5“.34 22,848,詔7
37． 3．31

渋谷区原宿1，2，3丁目付近
枝線工事

枝 線

文京区駒込神明町駒込西片町付
近枝線工事

荒川区尾久10丁目付近枝線工事

北区東十条‘,，目丁付近稜線工事

''-01
1，迄.771

妬
19,953,215

37

4． 1

3．31

鋸
30,338,901

37

1託

17,495,589,"

4． 1

3．31

●
①

記
諏 4． 1

3．31
1,497.妬 17,495,589

試 堀 T"謝読’ 122,690
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(5)特別失業対策管渠敷設費

舌｜傭種 別 工 事 名 数 ｜”量 額｜息 考

加 lリ
1，472．61 麺,794,211

1'36a45112'639'146

北区十条仲原3，4丁目付近
枝線工事

北区滝野川2．3丁目付近
枝線工事

渋谷区羽沢町永住町付近枝線そ
の3工事

8． 1

2． 8

8．17

12．13

記．

37．枝 線

'36.8.17
36．12．13

託． 8．18

妬．12．15
1，721．90 16，768， 863

！
北区豊島2，3，8丁目付近枝線
工事

豊島区目白町4丁目池袋3丁目
付近枝線工事

墨田区吾蠕町西7，8丁目付近
枝線その2工事

豊島区池袋2，4丁目付近枝線
工事

',428.10｡9,102,2831:F:

1,457.“】3,8",538136．
’

’37．

，…,‘，…|爵：
‘'8"8．麹,"‘,｡"隊

10．24

3．31

8．17

2． 6

9．15

3．19

9． 5

1．25

1,212.15126,742,542
1

’Ｌ
Ｌ
ｌ

新宿区柏木2，4丁目付近
枝線工事 679.52'31,323,3Z8\:::M

1

1,7･"｡,'',1",6"i$:;:3:
’妬．10．19

1,406．35115,338,103gy．3．16

豊島区池袋3丁目付近枝線工事

板橋区熊野町，中丸町付近技線
工事

第2節 改 良 工 事

総 括 表

種 別 施 行 内 容

枝線延長

人 孔

汚水桝

人止柵 1，”8汎

その他

2，203．13加

1O0カ所

419カ所

管渠施設 158,890,483円

中洲町，箱崎町ポンプ所炉格機 2台

蝶型弁電動装置 2組

木場ポンプ所 油入開閉器取付 1組

蓄電器移設 2台

20KVSLN60｡/回線

新設工事 取替工事

ポンプ所施設 33,939,4"円
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｜別 施 行 内 容種

況
郷

池
、
釦
基
台
組
組
台
台
台
台
式
台
式

１
記
略
１
２
２
１
２
１
１
４
１
２
１

沈澱池

流入渠

流 出 管

水 槽

給水ポンプ

グリトコレクター

砂洗 機

汚水ポンプ

塩素滅菌機

掻 集 機

高圧変圧器

蓄 電 池

渦巻ポンプ

雑 工 事

構 造 物 砂町処理場

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

三河島 〃

〃 〃

機械及装置 砂 町〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

芝 浦〃

〃 〃

処理場施設 195,777,973円

’
諸設浦 78,913,7m円

一一

(1)管 渠 施 設

種 別

管渠敷設

額

円’
263,940|

手
備

工

■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｊ
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
画
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
６
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

量 金

沈

記9．16 4，

’

着
竣
一
弘
鑓

考数事 名工

’
6． ”

8． 記
事台東区蔵前2丁目付近枝線工事

荒川区日暮里町7丁目付近
枝線工事

２
唾
釦
哩

。
■
■
●

０
２
０
２

１
１
１
１

●
●
●
●

妬
弱
妬
託

１
４

印
“
７
，

１
２

２
９
３
４
１
３

１
２

177．70

33カ所人 孔 台東区内人孔増設工事

６
８
Ｉ
Ｉ

Ｌ
２

屯
Ⅱ
＆
屯
Ⅱ
４

●
●

妬
妬

25カ所 1,341,709荒川区尾久町地内人孔改造工事

”劾蕨｜‘｡'…|篭:脇
‘勤所｜‘，塾…陸:'I:fl_－－
‘烏爾｜,,…"|:;:識｜
…’｡,"…陰'割
“ヵ所｜”｜,"|器:’繩’

東部下水道管理事務所管内
人孔上部改造工事

人孔増設工事〃

管内
新設

中部下水道管理事務所
人孔 工事

汚水桝並
同取付管

新宿区山吹町付近
汚水桝新設工事
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|”ゞ’|ゞゞ’
｜

’

手
功

着
竣
一金 額工 事 名種 別
叩
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

●
●
●
●
■
■

●
●

”
”
師
諏
鎧
説
鍋
妬

円
睦
一
函
３

皿
一
毎

９
１

四
一
妃

７
５

１
｝
４

２
’
７
９
６

８
目

１

，
，

l
l
l

Ｉ
１
ｌ
Ｉ

５
７
２

■
。

■
■
且
■
■
且105カ所汚水桝並

同取付管

｜”脇管内汚水鱗新設工事
その他｜谷端川幹線改良その3工事

５
３

●
ゆ

１
２

70カ所

11． 1

2． 3
】麺.00〃

中央区月島通4，5丁目付近
管渠改良工事

7． 1

10． 5
360．72畑

唖診中央区日本橋本石町4丁目付近
調8．00郷

管渠改良その2工事

託． 7．25

鎧．12．14

１
－
１

中央区鱸雛溺盤叩
谷端川人止柵工事

千代田区内幸町2丁目付近
管渠改良工事

中央区日本橋江戸橋3丁目付近
管渠改良工事

'2,"…|巽：
I

8． 5

11． m
653．50況

8． 記

11． 7

■
■

託
妬皿
一Ｆ
一

噸
一ター

ヘ
ク
角
二

1，”8.岫汎

恥．11． 7

37． 2．27
146．25畑

(辿聖,。

Ｑ
●

７
７

３
３ 2．27

3．31
77.80加

’外 ’2 件 “,918，101

試 堀 費 275,583

事 務 費

合 計

6,721,2331

|‘鯛…，
砂

'2）ポンプ施設

｜

’

工 事 名 数 量

・動運転備謹工事|磯嘗動装烏合｜中州町箱崎町ポンプ所

2組

油入開閉器取付木場ポンプ所
1組

蓄電器配電画改良工事
蓄電器移設 2台

着金 額
竣

8,s｡｡,｡M'gg
’37．

‘鍼‘"|静：

|㈱
’

手
功種 別 考

卸羽一い饗一》郡

ボ ン プ

11．

2．

i20KVSHW)Fw.｡|~,､,-､,､|3625,OOO,OOOl":.5:木場ポンプ所 25,000,000'37．5．特高受電線路引替工事|新設工事鰐櫻
392,8鑓

34,332,238

事 務 費

合 計
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(3)処理場施股

着 手金 額 備
竣 工

円
36． 6． 7

56,041,905
37． 2.28

,,2,0,｡｡｡|\::::

"，蘂｡"，陰:淵

種 別 エニ≦｜ゞ＆|、”|喜
騨雛辮拶唾び|#鴨:霧．．｡"・恩|器：

鳴永蕊曾ゞ雪"…|器：〃 給水設備改良工事

三洞島下水処蕊場沈砂鰯"瓢|＃縄し'霊，楓‘…"，陰：設備改良その他工事

外 3 件 23,145,皿

”水鍬ｼ''合≦…"|器：砂町下水処理場
汚水ポンプ設備その3改良工事

塩素滅菌機設備改良工事|塩素滅菌機】台3,300,OOOl9g.
〃

’37．

6,450,OOOl’3567:
〃

掻集磯改良その4工事|掻集磯］台。,450,000,37

篇…〃ﾌ改…工事I購童ｱf笂五'鋤驚：芝浦下水処理場

撫鵬霊気識備改良工事|喜警馬議割｡,"’｡"'麺’37。

考

構 造 物

7． 3

3．27機械及装置

10． 2

3．15

詔
釦●
Ｇ

８
３

可 10．22

6．24
10，7印，

ー

電気設備

事務費｜

合 計’

９
２

■
●

６
３

’

｜ 8,845,019

195,777,973

’

第3節 設備補修工事

総 括 表

｜、別
費工

雑 補 修種

件数｜金 額
円件’ 円 円

17,585,… 71,194,459管 渠 設 備 補 修 53,“9，19337

’ポンプ設備補修 17,676,m 21，271，716

40,317,884

15 3,595,716

処理場設備補修 17 28,137,309 12，180，575

’計 132，784，05969 ”,422,502 33，361，557
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(1)管渠設備補修

事 名種 別 引。
着額
竣

手
備

功|ゞ 考工

｜
’

円
制
叫
’
’
１
呵
ｌ
ｌ
Ｉ
蝿

江東区古石場3丁目付近
管渠補修工事 1,128,36ﾗ|$

7．14

8．23
管渠工事 108．65沈

墨田区横川橋1，2丁目付近
外1カ所管渠補修工事 9671寵:!::男190．05畑 3，454，

扇
8．10

8．31

中央区銀座4丁目1番地
管渠補修工事

港区赤坂田町2丁目付近
管渠補修工事

9481篭110．65況 3，733，

’37

1'640'!42157

麺
叫●
■

２
３

26.00加

雲…21:；
中央区銀座8丁目2番地先

管渠補修工事

新宿区新宿2丁目一四谷4丁目
付近管渠補修工事

2．24

3．31

’
3．10

3．311,616,370:;

36． 6． 5
73．00"| 875,414

36． 6．27

36． 9．11
30．45卿 925,446

36．10．10

89,'|｣2,651,8561

足立区千住元町付近
管渠補修工事

荒川区日暮里町9丁目
1,040番地先管渠補修工事

’その他工事

”渠繍修工“”，｡“‘｡…細'：
文京区柳町22番地先

墨田篭辮織離謹儒l!｡｡｡‘""|',,"｡"

損傷負担
工 事

●
●
■
■

７
９
９
０

句
Ⅱ
４

●
ｅ
申
■

妬
鏥
託
妬

卵
麺
３
５
３
‘

９
７
６
６

０
０
，
，

２
１

東部下水道管理事務所
人孔鉄蓋

管
補 内

修工事
17

22
193カ所人孔補修

｜
’

中部下水道管理事務所
中之橋出張所管内人孔補修工事

〃 大手町出張所管内
人孔補修工事

７
２
１50カ所

’ ｜
’
!…｡|詔

４
１

２
３①
■

２
３33カ所

その他工事 113カ所 2,511,638
'

東部下水道管理事務所管内 36．7．2510Oカ所 541,674
汚水桝補修工事 36．9．14

大手町出鰻瞬管内海水脚補修工一，｡"”…41紺,ラ
中部下水道管理事務所

“鋤””…雛:ゞ：
〃 上落合出張所管内

汚水桝補修工事

その他工事 138カ所 726,013

汚水桝補修

①
■

■
●

妬
記
”
”

妬
皿

５
分

３
も

３
２
４
３

１

‘

防潮扉補修
藍染川排水路吐口

防潮扉補修工事

ｃ
７

２
６

所
所
力
カ

ー
堰

’
中部下水道管理事務所管内

防潮扉補修工事

／
○
Ｆ
○

1

2

一

＝
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種 “｜エー、｜※ゞ|・”|畠謝
雑補修 管渠補修 ”･ ｡｡"|",'w1

人孔補修 ア…｜“‘雪…
｜人孔蓋補修 “〃！．‘，鼠",’

備 考

1管渠補修 380．00脚

１
１
１

防潮扉〃

雨水吐口〃

汚水桝並取付管補修

4 〃 113,336

｜
’

2〃 8，540

2,250" 6，931，887

｜
’

｜
’

そ の 他 2,713,236

計合 71，194，459

(2)ポンプ所設備補修

考種
手

備
功エ￥、｜ゞ＝|金与詞’｜別

着
竣

（血巍|弱:!洲渦巻ポンプ1台

|制水弁 1台

1,600,0001".5.25竪軸型軸流ポンプ
1台 ’36．9．6

銭瓶町ポンプ所
汚水ポンプ補修工事

吾嬬ポンプ所
雨水ポンプ補修その2工事

機械および
装置

機械及び
電気設備
補修工事

申
■
●
●

妬
諏
記
妬

皿
皿
９
３
７
２

４
４

夕
夕

９
１

，

５
４

汚水ポンプ1台

高圧動力取替
310．0畑

南千住ポンプ所
汚水ポンプ補修工事

木場,三ノ橋,業平橋ポンプ所間
高圧線連絡補修工事

Ｑ
●

７
１

如
釦■
。

７
７

羽根車取替
電動機補修

炉格子取替

揚泥機

●
●

■
由

■
。

６
７
６
７
６
７

３
３
３
３
３
３

皿
皿
皿

，

０
ｑ
３

ｊ

５
４
６

２
９
４

２
２
Ｌ

，

式
式

１
１木場ポンプ所

汚水ポンプ補修工事

三ノ橋ポンプ所炉格機補修工事

４
４

２
２

。
■

８
２

’

５
１

●
甲

９
２

炉格子取替 4面

I
10． 9

1．20業平橋ポンプ所揚泥機補修工事 2台

●
■

妬
諏
妬
”

０

皿
⑩印
幻

，

６
７

雨水，汚水用炉格
橋場ポンプ所炉格補修工事

各1組

走行駆動軸台手摺
木場ポンプ所揚泥機補修工事 2台

ガーター 2台

10．17

2．28

12． 1

2．27

田町ポンプ所 高圧ケーブル
高圧ケーブル補修工事 “.o加

銭瓶町ポンプ所 渦巻ポンプ2台
汚水ポンプ補修其の2工事

11．30

2－ 2

12．26

3．31

一
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|

|

’

工 事 名 数

木場三′鱸繍鰹|高圧電力

|金額

着
竣

雷|”
話’

種 別 量

151沈

考

｜
叫
叫7s7，｡H|::：’

1
機械及び
電気設備
補修工事

間騨塙｜
|ｾﾙ'繍ｻ｜
木造長尺鉄板葺

594㎡

認5,｡"|:;：
｜

｜

和泉町ポンプ所
汚水ポンプ補修工事

1．29

3．31

495，00036．12．19
137．1．10

'…･|$:｣?:z

建物及 砂町ポンプ所放流渠補修工事
構 築 物

建物補修 木場ポンプ所汚水ポンプ室
屋根補修工事

、－－－=，’

’15件 17,676,0001
1’ I主工事計

J |雑補修｜作業用営造物補修 194"| 675,421

"諸機械補修 2，599，

構築物補修

錘
印
４
２

３
７

２
頭

｜

’

そ の 他

１
１ ’716雑工事計 1,090件|3,595,

1,105件 21,271,716 ’
合 計

'3）処理場設備補修

|数‘。．．．1”ゞ着 手

|ﾂ鴬織;蕊｜“’"，
円

龍:::封

種 別’ 工 事 名

砂町下水特約1番線
事故復旧工事

建
構
そ

物
築
の

及
物
他

490,000

’
三河島下水処理場

周囲築堤補修工事
36． 8．

36．10．

２
３

砂町下水処理場
汚水ポンプ補修工事

替羽根車取羽根車取替 2台
マウスリング

その他 2台
"｡,0"|::: 9．15

3．31

10．17

3， 5

10．10

3．31

11． 1

3．15

一－－‐
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

車
分
分
一
分

根
台
受
台
一
台

額１軸２｜
替２

枠伊一識
揚
給
一
羽

〆

芝浦下水処理場高置水槽
圧力ポンプその他補修工事

〆

芝浦下水処理場
汚水ポンプ補修工事

－

／2，320，
（

窓枠補修
162.25㎡

外壁色モルタル
吹付 1,700nf 圖…．；，

砂町下水処理場汚水ポンプ室
補修その他工事

排水扉塗装1式
（3池分）

補修工事配水管床モルタル
塗 1式 …細:‘： ’

三河島下水処理場
急速炉過集水管並排水樋
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|※＝|、”|畠苛|“｜別 考工 事 名

物
築
の

種
建
構
そ 器:‘灘｜

竣功
36． 7． 7

‘3．，．用’
245,406|

2基

10畑

三河島下水処理場 給水タンク
給水タンク補修工事

木場（砂町）下水特約1番線 赤相接地
（小名木川線）の事故復旧工事

及
物
他

廼斗"．”芝傭下水処趨場散気板繍修工甑|散気““職，，蜂‘“
！｡｡"｡"|:;:謝砂町下水処理場汚水ポンプ室 排水溝工事130汎

周囲排水溝補修その他工事 雑工事 1式

｜

’
I98P,OOO’|,3"7:5:5258980,0901,β7．3．29〆’

砂町下水処理場
沈砂仮置場整備工事

95．2沈

芝浦下水処議渠人孔補修工事 ，鋤” “|/撫:’ﾁｰ
ﾉ 42,7301

●
。

●
○
○
●

妬
”
妬
”
妬
諏

一
皿
皿
皿

一
Ｑ
ｑ
昌

一
弱
弱
％

５
３
Ｌ

９ ’機繊補修|三河島下水処遜場撹伴機補修工事 |蝋捧“”糎I
l彊篁綴減適零台

11．25

3．31

Ｉ
Ｌ

台
ン
個
本

置
８
シ
錘
堅

装
一
速
ヶ
減
受
軸

認
卿
輪

掻
車
グ
車

10．

3．

９
６

掻集機補修工事〃

’ 10．20

3． 3撒水機補修工事〃

採泥機トロリー線’

“野" :：
防護金網取付

8台分
その他

1．12

3．31芝浦下水処理場採泥機補修工事

主工事計

雑 補 修

’7件 28,137,309

’
2,133,0491,045件作業用営造物補修

‘’"‘,"’
’3,424,599

１
１
１

l
l
l

諸機械補修 1,602"

’構築物補修 375〃

そ の 他 481，789

雑工事計

合 計

｜
’

‘｡｡雲“”｡’‘…
3,039件 40,317,884

’
1

｜

'



131

第4節 その他の工事

総 括 表

｜－
及び工事費種別及び工事費 施 設 内 容

建設局の委託による区画整理に伴なう移設 27件

延長 8,067.83畑 汚水桝 18カ所
’管渠移設工事 68,212,515円

新 設

移 設

人孔移設

桝排水管

桝 工 事

沈
加
所
所
所

空
的
カ
カ
力

ａ
乱
１
５
ｍ

７
３

７
３
４

２

｜

’
管渠改造工事 96,002,238円

｜
’

清掃局よりの委託による砂町下水処理場消化槽補修工事

工事件数 ’6件

｜

’消化槽工事 50,859,269円

（1）管渠移設工事

量|､．|蚕 考

Ｉ

｜議名

手
功種 別 事工

|備
’

円

：：2，521，977

’

文京区駒込動坂町駒込
神明町付近管渠移設工事

枝 線 6．28

9． 7
第24地区

｜

’
…32‘|:::::｜；第13地区豊島区西巣鴨2丁目付近

管渠移設その2工事

第"地区糾区羅灘鰔盟

’

|3'z9｡
759．64

５
６’36

822136
8．

11．
6,838,

｜

’
愚…扇|::：

｜

’

豊島区池袋2丁目付近

管蕊穆設その2工事|…。
豊島区西巣鴨2丁目付近

管渠移設その8工事 244．25

豊島区豊島5丁目付近
管渠移設工事 222．57

新宿区角筈1丁目付近
88．27

管渠移設その5工事

新宿区柏木5丁目付近
管渠移設工事 127.0o

渋谷区宇田川町付近
396．80

管渠移設工事

｜

’

9．26

12．11
第10地区壼

第13地区豐

第31地区豊

第9地区新

４
３
２
１
９
４

２
３
２
１

‘…･健：
，…，|篭！

36．
886，595

36．

1．

3．

■
●

６
７

●
①

６
８

，…|:::鯏 ’
新宿区柏木5丁目付近

管渠移設工事
第40地区

…,8"|:::’：
｜

'

渋谷区宇田川町付近
管渠移設工事

３
０
５
９

３
２
２

第8地区

墨田区吾蠕町西2丁目向島
押上町付近

管渠移設その3工事

！

’ ‘率|::：

■
①

毎
Ｊ
（
ソ第25地区

42L]91｣'251'
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|“薯工 事 ｜数ゞ|ゞ”|蔓鳶名’種 別

’
円｜

|’

〃2

駒込動坂町付近
管渠移設その2工事 …,8ｹｩ|:::,::塁 ｜第24地区文京区｜

’

418．20枝 線 ’

36．10．21
516.451 7,357,333

37． 2．12
渋谷区大和田町付近

管渠移設その3工事第8地区

36．
1，220．669

36．第21地区新宿区山吹町付近管渠移設工事 ’77.20 ’
10．11

11．28｜
|

’ "’｡"｡'純’第30地区杉並区高円寺7丁目付近管渠移設工事 ’

１
７

92．30

’
36．12． 6

96．80 1，019，411
37． 1．16第5地区品川区五反田1，3丁目付近管渠移設工事 ’

｜

’ ”｡‘'41:::脇墨田区向島請地町30番地先 汚水桝
汚水桝新設工事 1カ所

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
画
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

"7 4．，，…71静:!；
加

第8地区渋谷区北谷町宇田川町付近管渠移設工事

８
３

１

2，019，319豊島区巣鴨2丁目付近
管渠移設工事

豊島区巣鴨7丁目，西巣鴨
2丁目付近 管渠移設工事

４
５
一
喝
喝

’
1

第31地区

｡,‘‘，｡潅・陸:‘：’ ’
第13地区

第24地区

373．25

l

l

l

巳
●

Ｂ
、

６
７
６
７

３
３
３
３

９
５

９
１

６
一
８

２
ｚ

７

０
１

７
８

２
乳

，

区駒込神明町，駒込
町付近 389.95
管渠移設その4工事

文京
動坂

８
９

１２
２

１

叢''！辰｡雲鰄鉦副‘…付近

５
８
１
２

２
２

１

第34地区

”氷…側管工事|吋狗所｜”"“墨田区押上町189番地付近 36．12．21
37． 1．12

｜

｜
’

…|:;：｜汚水桝品川区五反田2丁目313番地先
汚水桝新設工事’ 5カ所

’ ５
２
１
４

●
●

軒
１
１
４

"“‘｡｡"，"|鰡
沈1

｜
I

28第2地区新宿区新宿1丁目付近管渠移設工事

翠詔一汚水桝新設ｴ事情水，ヵ所
品川区五反田1丁目270番地先 ■

■

７
７
３
３２
５
３
２

０
６

１

３
２

２
５

６
１

２

３
３

’

〃I

組合地区北区田端町付近管渠移設その14工事
432．75

’ ｜“"望,"･I356．85その15工事 ’〃

'｡…，'’
｜

|

’

’

’工事費計

’｜’試嘱費’ 86，224

’
68，212，515計’合
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'2）管渠改造工事

｜“分 別 数量又は件数 金 額 着
竣

手
功区 備 考

円
ｗ
理
知

，
９
，

８
２
２

８
４
９

５
６
１
，

３
３
３

沈
翠
”
●
、

５
９

７
３

３
４

新 設

移 設

そ の 他

管 渠改造工事費

|人孔“‘ヵ”’

|鯏割 s僻’ ,,483,7731汚水桝並に排水管工事

受託 工 事

計

’

１
丁その他 桝 工 事 2,7'0fF 57，194，926

合 96,002,238

(3)消化槽設備補修

着 手事 業 内 容 執行額
竣 功

駁替1ゞ㈱修』垂”，"品|繩}：
三胴水管型温水ボイラー

工 事 名

砂町処理場し尿消化槽ボイラー補修工事

既設配管の取替及び補修2槽分 3，“3,唖温水管補修工事〃

’ ""･催：
墨田区吾嬬町東6丁目5番地先

送泥管補修工事
鋳鉄接手取替
8K圧管

4カ所
4．0加

”
９●
●

７
８

所
加
式
式

力
ｐ
２
２
１
１

！
Ⅱ
Ⅱ
Ｒ
Ⅱ
Ⅱ
ｉ
ｌ
ｌ
ｂ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
画
日
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

１
６
７
１
５
１
５
８

１
１
３
１
３
２

■
■

■
■

●
Ｂ

■
。

９
９
９
３
８
８
０
１１
１

■
争
●
母

■
巳
●
ｅ

妬
妬
託
諏
妬
鈴
妬
託

却
皿
函
宛

，

３
，
‐
ａ

、
４函
５

３

４
１

８１

〃 7丁目72番地先
送泥管補修工事

砂町処理場し尿消化槽炉格機改良工事

鋳鉄接手取替
8K圧管

炉格機工事
排水桝工事
そ の 他

8K圧管

１
１
１

江東区亀戸町1丁目130番地先
送泥管補修工事

3.5沈

砂町処理場し尿消化槽排水管補修工事 敷 設 替 32.0加

９
随
”
釦
奉
瓢
４
”

■
■
■
申
。
●
。
●

１
１
１
３
２
３
１
１

●
■
＆
ｑ
■
且
。
■
ユ
ロ
■
且

●
。
■
●
●
。
●
●

妬
妬
妬
”
妬
”
諏
鈎

皿
皿
皿
塞

，
ｊ
‘
，

、
”
釦
方

１
８
４
１
Ｊ

９
４

１
１
１
１

所
一
式
台
郷
所
本

４’１’１唖一劫２
力
’l

l
l

墨田区吾嬬町西3丁目8番地及霊番地先
送泥管補修工事 鋳鉄接手取替

砂町処理場し尿消化槽
ボイラー増設その1工事 温水主管 590汎

給水ポンプ
鋳鉄配管

鋳鉄接手取替
J 麺c刑

〃 洗瀧槽給水設備工事

墨田区吾嬬町西3丁目23番地先
送泥管補修工事

|…。 ’ ’434
8丁目25番地先外2カ所

送泥管補修工事

〃

Ｇ
の

７
７

３
３ 2． 8

2．14
6カ所 128,
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一手功’｜ゞ”ゞ事 業 内 容工 ’
着
竣

事 名

円’374,900,OOOl57:5:25131台4,900,000’37．3．3！1 式’
排水ポンプ
電気設備砂町繼識蒋総その2その他工事

｜
’

三河島処理場送泥管補修工事

墨田区吾嬬町東7丁目72番地先
送泥管補修工事

｜
’

37． 1．18
35,401

37． 1．25

37,"｡|3:::w

1カ所補修個所

鋳鉄接手取替
補 修

2カ所
2〃

’77｡,"|:；:淵16カ所
16 加

鋳鉄接手
8K圧

江東区南砂町3丁目1番地先外7カ所
〃

16 件計 50,859,269’
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昭和36年度主要事業年誌

周｡i" - ||g｡i｡ ｡
’1,,砂町処麹揚にZ係慧設(“第3係繍修3，：！｜出先機関の一部機構改革実施

係）
14 全癬長会議開催（水道局）

6 事務能率向上運動実施('1日まで）
16 第21回六大都市下水道会議(17日まで）

9 第22回六大都市下水道会議（10日まで）
5．17 職員共済組合創立'0周年記念行事実施

22 六大都市下水道主管者下水道促進を国に要望
22 三河島処理場高級処理施設増設工事竣工式

30 下水道促進全国大会
26 排水設備工事事務取扱改正で委員会設置

12．4 全国上下水道大会
28 亨本部長海外出張（6月26日まで）

18 臨時東京都水道料金及び下水道料金制度調査
6．1 荒川工業用水利用協同組合へ送水開始

会

1 日本水道協会関東地方支部総会.（2日まで）
19 上下水道事業会計追加予算可決

21 浜町ポンプ所竣工式

25 下水道局設置準備室の設置

7．12，水道及び下水道料金改正可決（8月より実

3．1｜高令職員の希望退職者募集(24日まで）｜施）

181野中技師海外研修（9月15日まで）121上下水道事業会計追加予算可決

20 上下水道ハンドブック刊行
25 第1同下水道促進全国婦人代表者会議（26日

まで）
22 中部管理事務所城山町出張所開設

8.5 昭和37年度首都整備事業計画庁議決定（下水
31 「東京都市計画下水道」及び「東京都市計画

道整備事業計'60億）
下水道事業及びその執行年度割」の変更告示

9．3 吏員昇任試験実施（受験申込合計763名）

10 第1回下水道促進デーの実施

12 芝浦処理場汚泥処理工場竣工式

田

10．5 臨時東京都水道料金及び下水道料金制度調査

会設置

131職員文化祭実施
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東 京 都 下 水 道 局

東京都千代田区丸ノ内三丁目五番地

先 川 道 三

東京都中央区西八丁堀四ノー

印刷 者

先川印刷株式会社

東京都中央区西八丁堀四ノー
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